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第１章　チートスキル【アイテム交換所】




「おおおおっ！」

　俺は『ゴブリン』一体をロングソードで切り伏せた。

　ころん……。

　ゴブリンの死体から、光り輝く宝石が転がり出る。モンスターを倒すと出現する「魔ま石せき」だ。

　こいつは魔法道具の原料になったり、魔法装置のエネルギー源になったり、レアなものだと装飾品として使われたり、色々な用途がある。

「Ｎノーマルランクの魔石一つゲット、と」

　俺は魔石を回収し、一息ついた。

「この辺りのモンスターは倒したな……下の階層に進むか」

　次は第三階層だ。

　俺が現在攻略中なのは『ラルヴァ王国』内にある『月げっ光こう都と市しのダンジョン』。世界中に点在するダンジョンにはＳ、ＡからＥまでのランクが付けられていて、ここはＥ、つまり最低ランクである。

　最低だけに、高価なアイテムや希少な魔法道具などはまず手に入らない。ただ、ダンジョン内のモンスターがランクに比例して弱いため、俺みたいな最底辺冒険者でもなんとか死なずに探索できた。

　俺はこのダンジョンの浅い階層を行き来しては、魔石をちまちまと回収したり、たまに発見するアイテムを入手したりしている。そして、それを冒険者ギルドで換金することで生計を立てている。

　普通、こういったダンジョンにはパーティーを組んで挑むんだけど、俺はソロである。なぜかといえば……まあ、俺の能力が低すぎるからだ。

　俺、ゼノ・フレイザーは十七歳でＦ級冒険者をしている。

　黒髪に黒い瞳は東方大陸の血筋に由来していて、顔立ちは優男だと時々言われる。動きやすい青い服に黒い外套という格好は、いかにも冒険者という感じだ。

　クラスは戦士で、冒険者の中では最低ランク。まあ最低ランクなのも当然で、剣の腕は並以下だし、魔法の才能もゼロだ。ユニークスキルを一つ持っているんだけど、これがまた使えない。

【アイテム収納（極小）】

　名前の通り、異空間にアイテムをしまっておき、好きなタイミング、場所で取り出せるというもの――そう説明すると便利そうに思えるのだが、問題はスキル名の最後についている（極小）という単語だった。

　入れられるアイテムは三つまで。入れておける面積は八十センチ四方。これだとマジックアイテムでも何でもない普通の収納袋と大差がない。

　入れられるアイテムの数が少なくても、たとえば面積が大きければそれなりに使い道はある。大きな荷物をそこに入れておいて、持ち運びする――といった用途があるからな。

　けど、俺のスキルは（極小）だからそれさえできない。

『収納袋が一つあれば、お前のスキルなんて必要ないよな？』

　いったい何度そう言われて馬鹿にされたことか。

　俺には他のユニークスキルはない。というか、基本的にユニークスキルというのは一人一つである。その貴重な一枠が、なんでこんな役立たずスキルなんだ……。

　冒険者としての才能はないし、他の仕事を――と思っても、この辺りには冒険者以外の仕事はほとんどない。仕事自体はあるけれど、それは特定の家柄でなくてはできなかったり、親から子どもに受け継いでいくような個人事業だったり、と俺が入っていける場所じゃない。

　結局、職にあぶれた俺みたいな人間は冒険者くらいしかできないのだ。

　そして俺は、その冒険者すら満足にこなせない。

「だけど――そんな現状に甘んじてるのは嫌だからな」

　とにかく一つずつでも何かを成し遂げ、実績を積み上げてやる。そう思って、俺はこのダンジョンの攻略を目指していた。ソロでダンジョン攻略となれば、冒険者として多少の箔はつくだろうからな……。




　第三階層に進んだ俺は、モンスターと戦っていた。

　ごうんっ！

　爆発とともに『ストーンゴーレム』の体が砕け散る。なんとか倒せたようだ。こいつは剣が通らないから、とっておきの攻撃アイテム――『魔法弾マジックミサイル』を一発使ってしまった。

「お、今の経験値でレベルが上がったか」





名　前：ゼノ・フレイザー

クラス：戦士

レベル：36→37

体　力：90／１８０→１８５／１８５

魔　力：０／０

攻撃力：44→45

防御力：48→49

呪　文：なし

スキル：【アイテム収納（極小）】






　レベルアップに伴い、消耗していた体力が全回復した。疲労が嘘のように抜け、小さな傷もすべて癒える。この現象は『運命の女神ヴァルファリア』による加護だと言われている。人類共通でレベルアップ時に起きる現象である。

「いいタイミングでレベルが上がったな」

　ステータスが上がったことよりも、この体力全回復の恩恵の方が大きい。ここに来るまでにけっこう苦戦して、体力が半分に減っていたから。

「それにしても……半年ぶりのレベルアップか」

　俺は苦笑交じりにつぶやいた。

　このレベルというやつは、最初の頃は上がりやすいが、途中から一気に伸びが鈍化する。レベルが上がれば上がるほど、次のレベルに行くための必要経験値が多くなっていくためだ。その経験値を得るためには、強大なモンスターを倒して一気に稼ぐか、大量のモンスターを倒し続けて地道に稼ぐしかない。

　俺の場合は後者一択だった。前者なら、もっと飛躍的にレベルを上げられるかもしれないが、俺の実力では絶対に無理だ。

　……それはともかくとして、今はダンジョン探索のことを考えよう。

「よし、もっと下の階層まで行くぞ」

　こうして各階層を突破していく。

　長い時間をかけて調べ、俺はそれぞれの階層のどこに危険なモンスターがいて、どこが比較的安全なルートなのかを把握していた。最小限の戦闘で、なんとか下へ下へと進んでいく。

　今日は第十階層までたどり着いた。

「やった……半年かけて、ようやくここまで来たぞ」

　今までの最高記録だ。努力が報われた瞬間は、やっぱり感慨深い。

「……いや、まだ報われたわけじゃない。何が出てくるか分からないし、慎重に進まなきゃ」

　俺は最奥の部屋へと進んだ。

「なんだ、これ……？」

　部屋のプレートにはこう書かれている。

『スキル進化の間』

「スキルが進化するなんて聞いたことないぞ……？」

　怪け訝げんに思いつつ、扉を開けて部屋に入った。

『よくぞ、ここを訪れました！』

『あなたはこのダンジョンが誕生して以来、７７７７７人目の訪問者となります！』

『キリ番記念に特別なスキル進化を実行いたします！』

　突然、どこからかファンファーレとともに謎の声が聞こえた。

　……なんだ「きりばん」って？

『超絶スキル進化、実行開始』

　俺の全身がまばゆい光に包まれた。

『Now Loading……』

　光は七色に明滅しながら、俺の体の中に吸いこまれていく。

『Now Loading……』

　全身が熱くなり、体の奥底から力が湧き上がってくるような感覚があった。

『Now Loading……』

　自分の中の何かが目覚めていくような感覚――。

『Now Loading……完了しました』

『ゼノ・フレイザーのユニークスキル【アイテム収納（極小）】はＥＸエクストラスキル【アイテム交換所】へと進化しました』

　声が響き渡る。

「な、なんだ……？」

　さっきから理解が追い付かなくて、俺は呆気に取られていた。
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「スキルが進化した、って……？」

『【アイテム交換所】へのアクセスを開始します』

　ヴ……ン。

　うなるような音とともに、前方の空間に光り輝く文字が浮かび上がった。





『アイテム交換所（ランク１）』

　交換可能アイテム一覧

・クロスボウと魔法の矢１本（即死タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

・魔法の罠・低級（爆破タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

・魔法弾マジックミサイル・低級……魔石Ｒ１個と交換

・薬草×10……魔石Ｎ10個と交換

・毒消し草×10……魔石Ｎ10個と交換

・木のお守り……魔石Ｎ５個と交換

・丈夫なナイフ……魔石Ｎ３個と交換

※アイテムは随時追加されます。

※アイテムを他者に譲渡および売買することはできません。その場合、アイテム自体が消滅します。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






　そう記されていた。

「これって、まさか――」

　今までは異空間にアイテムを「収納」するだけのスキルだった。

「けど、これは……魔石と交換することで、アイテムを『入手』できるスキルか？」




　俺は第十階層まででいったん探索を切り上げ、町に戻ってきた。

　ここは『月光都市』エルドシティ。商業都市の近隣に位置する小さな町だ。『月光』の名前が示す通り、純白を基調とした建物が並ぶ町並みは、息をのむほど美しい。

　そんな町並みを眺めながら、俺は町の中心部にある冒険者ギルドに入った。

「見ろよ、『ハブられ者』のゼノが戻ってきたぞ」

「どのパーティーからも『無能』って言われて、参加拒否されてるのよね」

「スキルが『役立たず』すぎるからなー。仕方ないんじゃね？」

　あちこちから俺に対する嘲笑が聞こえる。

　冒険者は実力の世界だ。最底辺に位置する俺は、常にこういった嘲笑や蔑みにさらされていた。最初は嫌な気分になったり落ちこむこともあったりしたけど、最近では完全に慣れたものだ。

「そういえば、聞いたか？　『氷結都市』の辺りに凶悪なモンスターが現れたってよ」

「ここからはちょっと遠いな……強いのか？」

「噂じゃＢランク以下の冒険者は歯が立たないレベルらしい」

「へえ、あっち方面にはしばらく近づかない方がいいかもな……」

　俺への嘲ちょう弄ろうに飽きたのか、彼らの話題はすでに別のものに移っていた。

　凶悪なモンスターか……まあ、誰か強い冒険者が討伐してくれるだろう。俺みたいな底辺には関係のない話だ。

　そんなことを考えながら、俺はギルドの窓口までやって来た。魔石やモンスターから奪い取った素材などを換金する。ただし、今回は魔石をすべて換金するのではなく、大半を手元に残した。素材と一部の魔石を売るだけで、当面の生活費はなんとか確保できた。

　宿に戻ると、床の上に魔石を並べる。

「さて、と。いよいよ進化したスキルを試すときが来たぞ」

　今までは役立たず扱いだった俺のスキルが、まったく別の――はるかに有用なスキルに生まれ変わったのだ。胸がワクワクしていた。心が躍る、というのはこういう気持ちのことをいうんだろう。ああ、早く試したい。

「アイテム一覧を見せてくれ」

　興奮で声を上ずらせながら呼びかけると、前方に光り輝く文字が表示された。





・クロスボウと魔法の矢１本（即死タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

・魔法の罠・低級（爆破タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

・魔法弾マジックミサイル・低級……魔石Ｒ１個と交換

・薬草×10……魔石Ｎ10個と交換

・毒消し草×10……魔石Ｎ10個と交換

・木のお守り……魔石Ｎ５個と交換

・丈夫なナイフ……魔石Ｎ３個と交換






　とりあえず、現状で交換可能なアイテムはこれだけだ。

「うーん……欲しいものもあれば、必要ないものもあるな」

　魔石のところにあるＲレアとかＮとかいうのは、魔石のランクを示している。ＳＳスーパースペＲシャルレアやＳＲスペシャルレア、Ｒ、Ｎ……というように魔石にはその価値に応じてランク付けがされているのだ。

　ちなみにＮ五十個でＲ一個と同じ価値である。俺の手持ちはＮの魔石が五十八、Ｒが一つだった。

　魔石とアイテム、それぞれの市場価値を考えると、薬草や毒消し草、木のお守りに丈夫なナイフはいずれも通貨で購入するときの半額くらいで入手できる計算だ。

　とはいえ、ナイフやお守りに関してはそんなに大量に必要とするものでもないしな。逆に薬草と毒消し草は必需品だから、こっちは「買い」だ。

「『魔法の罠』は内容次第で使えそうだけど、もう少し詳しい説明はないのか……」





・魔法の罠・低級（爆破タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

　時間や場所を指定し、【起爆】という呪言を唱えると、範囲内に入った敵すべてに爆破魔法をかける。爆破魔法の対象は敵のみで、周囲の建造物などにはダメージを与えない。






　つぶやいたとたん、空中にメッセージが表示された。

「おお、追加で説明が出るのか」

『魔法の罠』……か。ダンジョンで使えるんじゃないだろうか。

　敵にだけダメージを与えるみたいだから、ダンジョン崩落の危険もない。使い方によっては、敵を一網打尽なんてこともできるはずだ。

　俺は手持ちのＮ五十八個のうち五十個をＲ一個に換算し、合計でＲ二個にして『魔法の罠』と交換した。




　翌日、俺はさっそくダンジョンに行ってみた。

　低階層はすでに勝手知ったる我が家のようなものだ。比較的弱く、数が多いモンスターが集まるポイントまで一直線。

　俺の狙いは、第七階層だった。ここには巨大アリのモンスター『ビッグアント』の群生地がある。奴らが通りそうなルートに、さっき入手したばかりの『魔法の罠』を仕掛けた。

「うまくかかれよ……」

　俺は物陰で様子を見る。待つこと三十分ほど。

「――来た」

　俺は小声でつぶやいた。

　二十四体のビッグアントがゾロゾロと歩いてくる。あの数だと、俺が一人で戦ってもさすがに勝てない。数の暴力で打ち倒されるだろう。

　普段なら奴らが通るルートを避けて、先へ進むのだが――。

「こいつがあれば……！」

　俺は慎重にタイミングを計る。

　罠の効果範囲は直径十五メートル。その範囲内に奴らが全部入れば――。

　俺はさらにタイミングを計る。

　ぞろぞろぞろ……。

　ビッグアントたちは隊列を組み、一体、また一体と範囲内に入っていく。やがて――最後の一体が範囲内に足を踏み入れた。

「……よし、全部入った！　【起爆】！」

　俺は罠を作動させるための呪言を叫んだ。

　ごうっ！

　罠の内部に無数の青い火柱が立った。火柱一本につきビッグアント一体を包みこむ。

　そして――。火柱が消え去ったあとには、焼け焦げて動かなくなったビッグアントたちが転がっていた。まさしく一網打尽である。

「おお、こんなに簡単に全滅させられるのか……！」

　ころんっ……！

　ビッグアントたちの体から魔石が転がり出る。ランクはいずれもＮで、一体につき五個――合計で百二十個である。

「大漁だ！」

　信じられない思いに、俺は快かい哉さいを叫んだ。本来ならＮの魔石なんて、俺の腕じゃ一日に十個が限度だろう。一気に十二日分くらいの稼ぎを得てしまったわけだ。ＥＸエクストラスキル様様だった。

「そうだ。これを使えば、また『魔法の罠』を入手できるな。今度はもっとたくさんの魔石を落とすモンスターを大量に倒せば――無限ループじゃないか？」

　罠でモンスター群を倒し、得られた魔石でまた罠を入手し、その罠でまた……。

「これは――使える！」

　効率よく罠を駆使していけば、今までとは比べ物にならない戦果を挙げられるかもしれない。そう、最底辺の役立たず冒険者だった俺が――想像するだけで胸が躍り、疼うずく。ワクワクした気持ちが高まり、止まらなくなる。

　残った魔石Ｎが百二十八個あったので、そのうちの二十八個を使い、『薬草×10』『毒消し草×10』『木のお守り』『丈夫なナイフ』と交換しておいた。残り百個はとりあえずキープしておく。

「しまった、つい調子に乗っていっぱい入手したけど、こんなに持ちきれないぞ……」

　俺は両手に抱えたアイテム類を見て、ため息をついた。

　これを全部持ったままダンジョン探索するのは、さすがに無理だな。両手が塞がっちゃうし。かといって、荷物袋は探索用の道具がけっこう入っているから、これ以上はあまり入らない。

「どうしよう――」





　入手したアイテムを『アイテム交換所』内の『収納エリア』に移動させることができます。

　移動しますか？






「えっ、これを異空間とかに入れられるのか？」

　だとしたら、めちゃくちゃ便利だ。入手したアイテムをすべて収納エリア内に移してくれと念じてみる。





　移動完了。

　指定したアイテムは術者の意思により、いつでも取り出すことができます。






「おお、うまくいった！」

　今後は獲得アイテムが多すぎるとかそんなことは一切気にせず、ガンガン入手できるな。そのためにはもっともっと魔石を手に入れなきゃいけないわけだけど――。

「もう少し下の階層まで行ってみるか」

　しばらく考えたあと、俺は決断した。

　最高記録の第十階層までは、あと三層。けど、今日はもっと先まで行けそうな気がする。

　とにかく魔石を稼ぎたい。以前の俺と違って、アイテム交換所の便利アイテムをいくらでも使えるんだ。もちろん魔石を消費するという条件付きだが……。

　ともあれ、以前の俺よりはるかに強くなっているのは間違いないだろう。モンスターに効果のある武器やアイテムをいくつも呼び出せるし、収納エリアにも保管してある。

　俺はさらに下の階層へと進んだ。ちまちまとモンスターを倒し、魔石を回収しつつ、進む。

　第八階層、第九階層、第十階層……そして。

「よし、行くぞ……ここからは未知の領域だ」

　俺は第十一階層へと降りた。危険は当然あるけれど、ドキドキとワクワクの両方がこみ上げていた。自分が強くなった実感と、その強さを試してみたいという高揚感――その両方が俺の中を心地よく駆け巡っている。

　しばらく進むと、モンスターの気配を感じた。

　俺は冒険者としては底辺といっていい弱さなんだけど、『モンスターの気配を察知する』能力に関しては自信がある。というか、ソロなので気配に敏感じゃないと、いきなりモンスターの不意打ちを食らって死ぬ、なんてこともあり得るからな。自然と鍛えられたのだ。

　俺は物陰に隠れ、周囲を見回した。

「……いた。あれか」

　ちょうど三時の方向に、全長一メートルほどの巨大なムカデを発見する。数は十五体。見た目が気持ち悪いので、あまり正視したくない軍団である。

「さっきビッグアントに使ったのと同じ罠アイテムを使ってみるか――」

　俺は魔石を消費して、アイテムを入手した。さっきと同じ爆撃魔法の罠だ。

「うまくかかってくれよ……」

　俺は念を込めながら、罠を設置した。ただし『ビッグワーム』の動きは、ビッグアントほど整然としていない。全部がきっちりと罠の中に収まる……とはいかなかった。

「モタモタしていたら、大半が効果範囲の外に出てしまう。ここでいくか……！」

　十五体中、効果範囲に入っているのは十二体。たぶんこれが限界だろう。

「【起爆】！」

　俺は呪言を唱えた。

　ごうっ！

　青い火柱とともに十二体のビッグワームが倒れる。Ｎの魔石が一体につき七個――合計で八十四個、その場に転がった。

　だけど、まだ三体が生き残っている。しかもその三体はどうやら俺に気づいたようだ。

「こいつらは直接やるしかない――」

　剣を抜いて立ち向かうことにした。

　ざんっ！

　一体を正面から斬り伏せた。さらにもう一体もなんとか両断する。が、その間に三体目の攻撃を食らって、俺は吹き飛ばされる。

「ぐっ……！」

　体がしびれる。

「こいつ【毒】攻撃があるのか……？」

　なおも向かってくるビッグワーム。

「『毒消し』を！」

　俺は空中に向かって叫んだ。収納エリアから毒消し草を一本取り出し、口に入れる。すうっと体から痺れが消えた。

「余った魔石で毒消し草を買っておいてよかった……」

　立ち上がった俺は最後の一体を斬り伏せた。

「はあ、はあ、はあ……」

　なんとか勝てたけど、やっぱりソロは大変だ。

　ぴろりーん。

　――と、そのとき甲高い音が聞こえた。レベルアップのときに聞こえてくる音だ。今の戦闘で俺のレベルが一つ上がったらしい。





名　前：ゼノ・フレイザー

クラス：戦士

レベル：37→38

体　力：73／１８５→１９０／１９０

魔　力：０／０

攻撃力：45→46

防御力：49→50

呪　文：なし

スキル：【アイテム交換所】（ＥＸエクストラスキル）






　レベルアップした俺は、こんな数値になった。レベル一つくらいじゃ大幅にパワーアップというわけにはいかないけど、レベルアップには他にも恩恵がある。

「よし、体力が全回復した」

　さっきのビッグワームとの戦闘でけっこう体力を消耗していたからな。全回復したのは大きい。

「おかげでまだまだ戦えるな」

　魔石の方は十五体のビッグワームを全滅させたため、七×十五＝百五個手に入った。Ｒ魔石に換算すると二個と少しだ。これで新たに罠を一つ仕入れるか、即死魔法が込められた矢を一本入手することができる。そのへんは現れたモンスターに応じて使い分けするとして――。

「あと少し進んでみるか」

　といっても、俺はソロだ。いざとなったとき、誰かに助けてもらうことはできない。安全に安全を重ねるくらいの気持ちで慎重に進む必要がある。一方で、ある程度の危険に踏みこんでいってこそ得られるものもある。バランスが難しいのだ。

　俺はもう一つ下の階層――第十二階層までやって来た。この辺りになると、モンスターもかなり強くなってくるはずだ。

「あれは――」

　前方に巨大なシルエットが見える。

　体長は五メートルほどだろうか、巨人型のモンスターだった。頭の両サイドに巨大な牛の角。全身に毛が生えており、右手には巨大な斧が握られていた。

「『リトルミノタウロス』か……！」

　Ｃランクモンスター、リトルミノタウロス。

　リトル、という言葉が頭につくものの、Ｂランクモンスターであるミノタウロスにそれほど見劣りしないだけの強さを備えた厄介な敵だ。

「たぶん中ボスだよな……」

　ダンジョンには特定の階層に、こういった強力なモンスターが番人として控えていることがある。

　最下層にいるものを「フロアボス」とか「ラスボス」などと呼び、途中の階層に出てくるやつは「中ボス」と称されていた。ここまで出てきたモンスターがほとんどＥランクばかりだったことを考えると、いきなり出てきたＣランクのこいつは、間違いなくボス格だろう。

「できれば戦いたくはないな……」

　俺は足音を立てないように後ずさる。

　ぎろり。

　いきなり奴がこっちを向いた。見つかった！　音は立てなかったはずだが、気配を察知されたんだろうか。あるいは特殊スキルでも持っているのか。

「どっちにしても、正面から戦うのはまずい……！」

　俺は全力でダッシュした。ここはいったん上層階まで逃げよう。

　ぐぎぎぎぎぎいいいいっ。

　うなりながら、リトルミノタウロスが意外に素早いスピードで俺の前に回りこんだ。出口は奴の後ろだ。ここから出るには、リトルミノタウロスを倒すしかない。

　うおおおおおおおおおおおおんっ。

　雄たけびとともに、リトルミノタウロスが大斧を振りかぶり、その刃が青い光を放つ。

　あれは――スキル攻撃の輝きだ！

「くっ……！」

　俺は全速力でその場から離れた。

　ぐごぉぉぉぉんっ！

　直後、一瞬前まで俺が立っていた場所に大斧が叩きつけられる。青い輝きとともに爆光が弾けて地面が大きく陥没し、無数の亀裂が走る。

【バーストストライク】という、強烈な打撃と衝撃波をまき散らす攻撃スキルである。

「今のをまともに食らったら、確実に死ぬ――」

　ゾッとした。やはり欲張って下の階層まで来すぎたんだろうか。俺みたいな底辺は現状に満足して、細々と安全な階層だけを行き来していればよかったんだろうか。

「――違う」

　危険に踏みこむってことは、未来の可能性を切り開くってことだ。

「俺は未来をつかむために来たんだ……っ！」

「『クロスボウと魔法の矢』の説明を見せてくれ」

　俺は空中に呼びかけた。

　ヴ……ン。

　前方の空間に説明文が現れる。





・クロスボウと魔法の矢１本（即死タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

　Ａランク以上のモンスターには10％、Ｂランクモンスターには30％、Ｃランクモンスターには70％、Ｄランク以下のモンスターには99％の確率で発生する即死魔法が込められた矢。クロスボウは初回交換時のみ付属。






　手持ちの魔石Ｎはさっきビッグワームの群れを倒したときに手に入れた百五個と、他の道中で手に入れた七個、そしてキープしてあった百個を合わせ、合計で二百十二個ある。

　魔石Ｎ五十個がＲ一個分だから、交換に必要なＲ二個には足りている。

「よし、『クロスボウと魔法の矢』を魔石と交換してくれ」

　告げたとたん、俺の手に巨大なクロスボウと一本の矢がそれぞれ出現した。

「さあ、決戦だ――」

　俺はクロスボウに矢をセットして、向かってくるリトルミノタウロスに対して構えた。

「即死魔法」が込められた矢――。

　こいつが命中すれば、Ｃランクモンスターのリトルミノタウロスは七十パーセントの確率で即死する。もちろん、絶対に倒せるわけじゃない。30％の確率で即死魔法が発動しないわけだからな。

　けど、今はそこを考えても仕方がない。まずは、この矢を当てることだけを考えるんだ。

「落ち着け――」

　心臓の鼓動が高鳴る。

　集中。集中――集中、するんだ。

「外せば、終わりだ。この一発でケリをつける」

　リトルミノタウロスと俺との距離が十メートルほどにまで縮まる。

　相手の体のサイズや突進スピードを考えると、目と鼻の先の距離といっていい。あと一秒以内に、奴は至近距離まで接近するだろう。だから――発射のタイミングは今しかない。

「いっけぇぇぇぇぇぇっ！」

　俺はクロスボウで一矢を放った。赤い魔力の輝きを放ちながら飛んでいった矢は、敵の胸元に吸いこまれるようにして命中した。

「あ、当たった……！」

　俺はごくりと息をのむ。即死魔法の結果は、どっちだ。七割で即死、三割で未発動。もし三割の方が来たら、俺にもはや対抗手段はない――。

　が……あああぁぁぁ……ぁ……っ。

　次の瞬間、リトルミノタウロスは苦鳴とともに倒れ伏した。

「や、やった……！」

　無事に即死魔法が発動したようだ。きわどい戦いだったが、どうにか倒すことができた。

　俺はホッとして、その場にへたりこむ。

「強敵を、俺一人で倒したんだ……！」

　段々と興奮や高揚感がこみ上げてきた。俺はもう無能じゃない――そんな思いとともに。

　と、そのときレベルアップを知らせる音が鳴った。





名　前：ゼノ・フレイザー

クラス：戦士

レベル：38→39

体　力：１１０／１９０→１９５／１９５

魔　力：０／０

攻撃力：46→47

防御力：50→51

呪　文：なし

スキル：【アイテム交換所】（ＥＸエクストラスキル）






「お、モンスター一体を倒すだけでレベルが上がるのは初めてだな」

　ぴんぽんぱんぽーん。

　さらに、何かを知らせるような音が鳴る。





『アイテム交換所（ランク１）』

　交換可能アイテム一覧

・双竜牙剣ゼルドファング……魔石Ｒ５個と交換

　↑ｎｅｗ！

・加速魔導装置（ランク１）……魔石Ｒ３個と交換

　↑ｎｅｗ！

・クロスボウと魔法の矢１本（即死タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

・魔法の罠・低級（爆破タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

・魔法弾マジックミサイル・低級……魔石Ｒ１個と交換

　……ｅｔｃ.

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






「新しいアイテムが追加されてる！」

　リトルミノタウロスを倒したときに、魔石Ｒを二つ手に入れていた。

『双竜牙剣ゼルドファング』は無理だけど、『加速魔導装置』は手持ちの魔石と交換できるな……。

　さて、どうするか――。




　リトルミノタウロスを倒したあと、俺はいったんダンジョンから帰還した。

　ちなみにリトルミノタウロスからは魔石Ｒを二個ゲットできたため、『加速魔導装置』と交換した。

　こいつを装備して稼働状態にすると、装着者のスピードを五倍に引き上げてくれる。稼働時間は一回につき十五分。その後は一時間の待機時間クールタイムが発生する。

　魔石Ｎに換算すると百五十個分で、ちょっと勇気がいる決断だったけどな。なにせ普段の俺の稼ぎでいえば、十五日分くらいだ。だけど『加速魔導装置』は後々の戦いで役に立ってくれそうだし、先行投資として入手するのはアリだろう。

　見た目としては小さな腕輪で、俺はさっそく左腕に装着している。

「よう、ゼノ」

　と、ギルドの入り口前で、冒険者たちから声をかけられた。

「お前が『月光都市のダンジョン』の第十二階層まで到達した？　嘘だろ」

「確か、十二階層には中ボスのリトルミノタウロスがいるんじゃ……」

「ああ、なんとか倒せたよ」

　驚く冒険者たちに、俺は苦笑交じりに言った。手に持っているのはリトルミノタウロスの角で、こいつを換金すればそれなりの金になる。

　と、冒険者たちがいきなり俺を取り囲んだ。

「おい、まじで素材を持ってんのか」

「へへへ、かなりの金になりそうだな」

「なあ、そいつを俺たちによこせよ」

「お前ごときがリトルミノタウロスを倒せるなんておかしいよな？　もしかして他のパーティーの手柄を横取りでもしたんじゃねーの？」

　いきなり絡まれてしまった。

　……いや、最初から絡んでくるつもりだったのかもしれないな。俺は最底辺の冒険者で、しかもソロだ。誰からも見下されてるし、誰にも守ってもらえない立場である。

「だからこそ――自分の身は自分で守るしかないよな」

　ぽつりとつぶやく。

「何？」

「ごちゃごちゃ言ってねーで、早くよこせよ！」

　冒険者の一人が殴りかかってきた。いきなり暴力に訴えるとは……血の気の多い奴だ。

　奴らはおそらくレベル五十前後。その一撃には十分なスピードが乗っていて、以前の俺なら避けることも防ぐこともできず、ぶっ飛ばされていただろう。

　だけど、今は違う。

「見える――」

　短期間とはいえ、ダンジョンに潜ってハードな戦闘を経験し、少しは度胸もついたかな。レベルも三つ上がったし、奴らの攻撃がよく見える。

　とはいえ、さすがに能力差を逆転するほどじゃないだろう。

「だから――こいつの出番だ」

　さっそく頼むぞ、『加速魔導装置』。俺は腕輪のスイッチを押し、装置を稼働状態にした。

「っ……！」

　両足に力がみなぎってきて、地面を蹴る。

　ぐんっ！

　すさまじいスピードで、俺は奴らの間を駆け抜けた。

「なっ……!?」

　奴らは呆気に取られている。

「ちいっ！」

　一人が殴りかかってきたが、俺は余裕で回りこんで避けた。膝カックンを仕掛けて倒す。

「うおっ!?」

　さらに別の奴にも超スピードで回りこんで膝カックン。もう一人も、残りの一人も――。

　全員に膝カックンして、その場に倒れさせた。

「な、なんなんだ、お前――」

「は、速すぎる……化け物か」

　純粋にレベルの話で言えば、彼らがいずれもレベル50前後で俺はレベル39――俺の方が弱い。けれど、スピードをここまで引き上げれば、さすがに圧倒的なアドバンテージを取ることができる、ってことだ。

　呆然とする彼らを見下ろし、俺はこいつらの処遇をどうするか考える。

　別に本格的に喧嘩したいわけじゃない。ギルドにこいつらの狼藉を報告するくらいでいいか。

「あ、でも、次に因縁付けてきたら『本気』で行くからな」

　腰に携えたロングソードに手をかけ、いちおう釘を刺しておく。

「ひ、ひいいいいいいい」

「も、申し訳ありませんでしたぁぁぁ！」

　土下座する彼らを尻目に、俺はギルドの建物に入っていった。

　さっそく換金用の窓口に向かい、リトルミノタウロスの素材を提出する。

　魔石の方はアイテム入手に使うため、全部手元に置くことにした。たぶん素材の換金だけで当面の生活費は十分賄えるはずだ。特にリトルミノタウロスの素材は高く売れるからな。普段のクエストの五倍から十倍近い金額が手に入るだろう。

　一回のクエストでこんなに儲けられるなんて、信じられない思いだ。

　今後は、魔石は全部アイテム用に消費して、モンスターの素材を換金して生計を立てるっていうのが効率がよさそうだった。




　俺はその日もＥランクダンジョンに挑んでいた。

　第十二階層までは安全ルートを確保してある。モンスターがなるべく少ない道を通り、最小限の戦闘で次の階層へと進む。

　前回の第十二階層――リトルミノタウロスと戦った場所を過ぎ、第十三階層へと降りた。

『月光都市のダンジョン』は第二十五階層まである、と噂で聞いたことがある。

　この調子で行くと、最下層まで到達できそうな感じだ。

　ちょっと前までは第三階層から第五階層くらいまでを延々と巡り、ちまちまと魔石稼ぎをする日々を送っていた俺が――ダンジョン踏破者になれるかもしれない。

　最低ランクといっても、ダンジョン踏破は簡単ではない。Ｃ級くらいの冒険者でも、あえてリスクを冒さず、踏破できる手前の階層までしか挑まない者だって少なくない。

　だけど――だからこそ、俺はリスクを乗り越えて踏破してみたかった。そうすることで『無能』と呼ばれ、蔑まれてきた日々と決別できる気がするんだ。

　このスキルを得て、新しい人生に一歩踏み出せるはず――。

「まずは罠設置だ」

　俺は魔石を消費し、爆撃魔法の罠を仕掛けた。

　そしてここから、今までと違ってもう一工程加えることにした。

「次にモンスター誘因用のエサ」

　罠の近くにエサをまく。獣タイプのモンスターにはだいたい有効な汎用タイプのエサ。一種の魔法薬だ。

　これは【アイテム交換所】で得たものではなく、町の魔法店で購入したものだった。

　エサをまき終えた俺は、すぐに物陰まで隠れた。

「うまくかかってくれよ……」

　そっと様子をうかがう。

　しばらくすると、エサの匂いにつられたモンスターが次々にやって来た。四足歩行タイプの『ソードウルフ』や『ファングタートル』、『キラーラビット』など、全部で三十体ほど。

「あとはタイミング……できるだけ多くの個体を巻きこむようにして……【起爆】！」

　ごうっ！

　青い火柱がすべてのモンスターを包みこみ、撃破した。

「よし、これで魔石を楽々ゲットだ」

　魔石はすべてＮだったが、合計で二百以上手に入れた。そのうちの百個を使って、新たな爆撃罠を入手。残りの百ちょっとは『アイテム交換所』の収納エリアにしまっておいた。

「罠を使ったモンスター討伐は楽だし、便利なんだけど……ただ、このやり方だと俺のレベルが上がらないんだよな」

　俺は腕組みをしてうなった。悩みどころだった。罠でモンスターをいくら倒しても経験値としてはカウントされないのだ。

「自分の能力底上げには、やっぱり直接戦闘で倒すしかないか……」

　ただし、できるだけリスクを抑えて、能力値を上げていきたい。

　なので、魔石を使って遠隔攻撃用のアイテムを入手し、なるべく危険を排した局面でモンスターを打ち倒していこうと思っている。

　とにかくソロなんだから、リスク回避を徹底しなきゃな……。

　そうやって素材と魔石を稼ぎ続ける。素材はギルドで売って生活資金に。魔石は新たなアイテムを入手するために消費する。

　その繰り返しで、俺は少しずつレベルを上げ、ダンジョンの下層へ、さらにその下層へと攻略済みエリアを広げていった。

　そうして二週間が経過。ダンジョンはすでに第二十一階層まで探索済みだ。

　さらに、俺は最底辺のＦ級から一つ上のＥ級へと昇格していた――。










第２章　月光都市のダンジョン、攻略




　昇格した翌日、俺はギルドに行った。

「なあ、俺たちのパーティーに入らないか？」

　声をかけてきたのは、Ｄ級のパーティー、つまり俺より一ランク上の連中だ。

「えっ、俺に言ってるのか？」

　思わず自分自身を指さしてしまう俺。

「ああ、ゼノ・フレイザーさんだろ、あんた？」

「最近、調子いいらしいじゃないか」

「俺たちのパーティーに入って、一緒にダンジョン攻略を目指そう」

　勧誘されるなんて初めてだった。今まで「無能」「役立たず」「足手まとい」などと馬鹿にされてばかりだった俺が……。

　とはいえ、いきなり言われても即断できる話じゃない。

「ねえ、あたしたちのパーティーに入らない？」

　勧誘、二件目。割りこむようにして、別のパーティーがやって来た。

「よう。お前を俺たちのパーティーに誘いに来たぞ」

　……勧誘、三件目。

　なんだなんだ、急にモテ始めたな。最底辺じゃなくなったとはいえ、下から二番目のＥ級冒険者なんだけど……。まあ、最近はダンジョンの下層までどんどん進んでいるし、そのへんの実績込みでスカウトしているのかもしれない。

　けど、俺は忘れてないからな。お前たちがみんな、陰で俺のことを「無能」だの「底辺」だのと蔑んでいたことを。それが、ちょっと結果を出し始めたとたんに手のひら返しは……さすがに通用しないんじゃないか？

　そう思って、俺はすべての勧誘を断ってしまった。

　もちろん、ソロでやるよりもパーティーに入った方が危険は減るし、効率だってよくなる。ただ、パーティーに入るっていうのは「仲間」を得ることだ。

　本当に信頼できる相手のことを「仲間」って呼ぶんだ。とても信頼関係を築けそうにない相手とパーティーを組んでも、未来はない――。

「まあ、焦ることはないか。現状、ソロでもなんとかやっていけてるし」

　いつか、俺にも現れるだろうか。心から信頼できる、真の仲間が――。

「さ、次はどのアイテムを入手するか……」

　俺はギルドの窓口へと向かいながら思案していた。

　手持ちの魔石は少しストックしてある。もう少し貯めて強力なアイテムと交換するか。

　たとえば、現状で一番強力な攻撃アイテム――『双竜牙剣ゼルドファング』は、魔石Ｒが五個必要だ。もう少し貯めないと手に入らない。それとも消費量の少ないアイテムを大量に入手するか。

「うーん……悩みどころだな」

　まあ、焦ってアイテムを入手する必要もないか。

　ダンジョン探索中、必要に応じて手に入れてもいいし、一覧に新たなアイテムが出てくることもあるから、そのタイミングで交換してもいい。

「よし、とりあえず現状は保留。魔石をどんどんストックしておこう」

　その後、ギルドの窓口で、今日も『月光都市のダンジョン』の探索申請を出した。

　さあ、がんばって探索するぞ。

　そろそろ最下層まで到達する目途も立てておきたいところだ。




　――ということで、俺はダンジョンの下層へと降りていった。アイテムの力もあり、労せずして第二十三階層まで来ることができた。

　ぐるるるおおおおおおおおおおおっ！

　と、雄たけびが聞こえてくる。

「あれは――」

　前方に巨大なシルエットが見えた。第十二階層でも戦ったリトルミノタウロスだ。このダンジョンの中ボスでＣランクの強敵モンスター。しかもそれが二体である。

　五人組のパーティーが立ち向かっていた。

「くっ、こいつら強い――」

「陣形を崩すな！　まずどちらか一体を集中攻撃で仕留めるんだ！」

「分かってるけど、こいつら隙がない――」

　パーティーはかなり苦戦しているようだった。

　きゃう、きゃうんっ。

　狐型のモンスターが中ボスの攻撃を引きつけている。時折、尻尾から魔法を放ったりしているが、中ボスには効果が薄いようだ。

「駄目だ、勝てない！　撤退するぞ！」

　とうとう諦めたようだった。

「そのまま敵を引きつけておけよ、ライゼル！」

「最悪、死んでもいいからな！」

「その間に俺たちは逃げる！」

　ひどい言い草だった。おそらく、あの狐は彼らの仲間か使い魔だろうに……狐が最前列にいる間に、残りのメンバーは一目散に逃げ出した。

　きゃうんっ。

　と、リトルミノタウロスの攻撃が狐を吹っ飛ばす。地面に叩きつけられ、弱々しく立ち上がろうとする狐。そこへもう一体が大斧を手に近づいてくる。

「危ない！」

　俺はとっさに前に飛び出した。

　――『加速魔導装置』起動。

　両足に力がみなぎる。

　どんっ！

　俺は地を蹴り、普段の五倍にアップした速力で一気に駆け抜けた。狐を両手で抱え、その場から超速で離脱する。

「大丈夫だったか？」

　狐に声をかけた。

　きゅうん……。

　弱々しい鳴き声とともに、狐が俺にすり寄る。

「大丈夫だ。俺が守ってやるからな」

　後方の物陰に狐にそっと下ろし、俺はリトルミノタウロス二体をにらんだ。

「――『魔法弾マジックミサイル』を試すか」

　今までに稼いだ魔石で手持ちの『魔法弾マジックミサイル』が二発ある。即死魔法が込められた矢も持っているが、あれはＣランクモンスターに発動する確率が七十パーセント……必殺じゃない。

　まずは確実にダメージを与え、あわよくば倒せそうな『魔法弾マジックミサイル』から試してみよう。今の俺なら、奴らの攻撃をかいくぐって『魔法弾マジックミサイル』を命中させることができるはずだ――。

「いくぞ」

　俺はふたたび地面を蹴った。五倍の速度で走りつつ、フェイントを何重にもかけて二体のリトルミノタウロスを幻惑する。そして、隙を突いて奴らの背後に回りこんだ。

「これで――」

　二発の『魔法弾マジックミサイル』を近距離から放り投げる。すぐに離脱――直後に、二体の背中に命中した『魔法弾マジックミサイル』が、それぞれ大爆発を起こした。

「どうだ！」

　爆炎が晴れていくと、地面にころんと魔石が二つ転がった。魔石Ｒ二つ――つまり、リトルミノタウロスを一体倒したわけだ。

「……ってことは、もう一体は生きてるのか」

　まだ残っている爆炎の向こうにあるリトルミノタウロスの姿を見据えた。

「これなら――」

　俺は即死魔法が込められた矢を放った。リトルミノタウロスの腕に命中する。

　ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！

　絶叫とともにリトルミノタウロスの巨体が倒れた。

　よし、即死魔法が効果を発揮したようだ。もし発動しなかったら、さっき倒した方のリトルミノタウロスから回収した魔石でもう一度アイテムを交換して、即死魔法の矢のおかわりをするつもりだったけど、効いてくれてよかった。

「ふう、死ぬかと思いました……」

　突然、声が聞こえた。

「えっ？」

　振り返ると、狐が俺を見ている。

　その姿が白煙に包まれたかと思うと、あっという間に十代半ばくらいの少女の姿に変化する。長い黄金の髪に赤い瞳。そして狐耳と尻尾を備えた、絶世の美少女。

「き、君は……」

　俺は驚いた。狐型のモンスターかと思っていたら、獣人だったらしい。

「あ、気が抜けて獣モードが解けてしまいました……」

　と、狐少女。

「あたし、アリシア・ライゼルといいます。助けていただきありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げる彼女――アリシア。狐耳や尻尾がぴょこぴょこと揺れていた。

　可愛い……っ！　見ているだけで癒やされるようで、俺はほっこりしてしまった。
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「モンスターを倒したのか……！」

　声がした方を振り返ると、さっきの連中が戻ってくるところだった。

　彼女をオトリにして逃げ出そうとしたくせに、リトルミノタウロスが倒れたことを知ったとたん、これか。なんて奴らだ……。

「お前……獣人だったのか!?」

　彼らは驚いた顔をしていた。仲間のくせに、どうやらアリシアが獣人ということさえ知らなかったらしい。

「おい、そいつは俺たちの仲間だ。返してもらおうか」

「仲間？」

　俺はかばうようにアリシアの前に立ち、奴らをにらんだ。

「本当にそう思ってるのか？」

　俺は気づいてしまった。こいつらの目に濁った欲望の色が灯っていることを。

　アリシアが女だと気づいて、「そういう扱い」をするつもりなんだろうか。だとすれば、見過ごせない。

「あ？　何様だ、お前」

「彼女に聞いてみるべきじゃないか、って言ってるんだ」

　俺は退かない。アリシアの方を振り返り、安心させるようにうなずく。

「あたしは――」

　彼女が俺と彼らを交互に見た。

「あの人たちのところには、戻れません」

「何!?」

　奴らが驚いた様子で叫んだ。

「女だとバレないように過ごしていたので、今までそういう目に遭わずに済みましたが……きっとこれからは違います」

「――だな」

　俺は奴らに向き直った。

「聞いた通りだ。彼女はあんたたちの元に戻ることを望んでいない。だから渡せない」

「お前、ふざけるなよ」

　彼らがいっせいに剣を抜いた。

　――まだぎりぎり『加速魔導装置』の効果時間は残っている。

「残り二分……か」

　速攻でカタをつけてやる！

　俺は一気に奴らとの間合いを詰めた。足払いをかけて、次々に転ばせる。

「えっ、な、なんだ……!?」

「は、速すぎる……！」

　よし、今のうちに一人一人拘束して――。

「離れてください！」

　アリシアの声が聞こえた。

「えっ？」

　怪訝に思いつつも、彼女の指示通りにその場から離れる。直後、

「【戒めの輪】！」

　アリシアの尻尾がゆらめき、そこから紫色の輝きが放たれた。輝きは光のロープとなり、彼ら全員に巻きつく。

「くっ、これは――」

「獣人形態になると使える魔法です。物理的な力では外せませんよ」

　アリシアが凛とした表情で告げる。

「君は、魔法を使えるのか……!?」

　あ、そういえば狐型のときも尻尾から魔法を撃っていたような気がするな。

「えへへ、人型の方が使える魔法のバリエーションが増えるんです」

　アリシアが微笑んだ。

　彼女は三時間ほどで光のロープが解けるように設定した。さらに結界も作り、モンスターが近づけないようにした。

　三時間経ってロープが解除されれば、脱出するなり、探索を続けるなり、好きにすればいい。

　そう言い残して、俺たちは彼らの元を離れた。

「助けていただき、ありがとうございました」

　アリシアが頭を下げた。

「いや、俺はあいつらの非道を見過ごせなかっただけだから……」

　言いながら、俺は自分自身の行動を振り返り、驚いていた。以前の俺だったら、彼女を助けただろうか？　きっと怖くて、何もできなかったんじゃないだろうか。

　だけど今の俺は違う。この【アイテム交換所】の力を使えばなんとかなるかもしれない、と思ったとたんに、体が勝手に動いてアリシアを助けていた。

　スキルが、俺を変えてくれたのかもしれない。

「あたし一人では、あいつらの慰み者にされていたかもしれません。本当に感謝しかありません」

「とりあえず、アリシアが自由になってよかったよ」

　俺は彼女に微笑んだ。

「けど、あんなに強い魔法が使えるなら、あいつらの言いなりになる必要はなかったんじゃないか？」

「あたしは……どうしてもこのダンジョンの中にあるという『スキル進化の間』に行きたいんです。彼らはそこへの行き方を知っているので、今まで彼らのために戦ってきました……」

　アリシアが説明する。

「『スキル進化の間』？」

「そこに行くと、自分のユニークスキルを進化させられるんです。世界中のダンジョンを探しても、かなり希少な場所で……ただ、行き方がなかなか見つけられなくて、彼らだけが頼りだったんです」

　アリシアがため息をついた。

「ですが、さすがにこれ以上、彼らのために戦うことはできません。さっきも言ったように、あたしが獣人だとバレてしまいましたしね」

「なるほど、アリシアの目的はそれか」

　俺はうなずいた。

「っていうか、『スキル進化の間』なら俺が行き方を知ってるぞ」

「えっ」

「そもそも、俺自身のスキルがそこで進化したものだからな」

「な、なんですって!?」

　アリシアは心底驚いたようだった。

「じゃあ、帰り道に行き方を教えるよ」

　俺はアリシアに言った。

「ゼノさんはこれからどうするんですか？」

「俺はもう少し下の階層まで行ってみる」

「では、あたしもお供します」

　アリシアが俺をまっすぐに見つめた。

「えっ」

「助けていただいたお礼に、少しでもお手伝いしたいです」

　アリシアが尻尾をふるふると振っている。

　うっ、可愛いぞ……。

　そのもふもふ具合に思わず視線を引きつけられる。

　ほんと、見ているだけで癒されるなぁ。

「そうだな……俺はソロだし、協力してもらえるのは助かる」

　暫定パーティー、結成だ。

『加速魔導装置』の待機時間クールタイムが終わるのを待って、俺たちは第二十四階層へと降り立った。

「次が最下層か……」

「ですね……」

　俺たちは慎重に周囲を見回しながら進む。どうやら近くにモンスターの気配はないようだ。前方には下に続く階段が見える。

「お、この階層はバトルなしで通過できそうだぞ」

　俺はアリシアに言った。

「じゃあ、モンスターが来ないうちに行っちゃいますか」

「だな」

　俺たちは階段へと向かう。と、そのときだった。

　ごごごご……ごごご……っ！

　足下がいきなり振動する。

「な、なんだ……!?」

　次の瞬間、俺たちが立っている場所が崩れ出した。

「これは――」

　罠か、それともダンジョンの床が老朽化していたのか。

「う、うわぁぁぁっ……!?」

　床が崩落していく――。俺たちは下の階層へと落ちていった。




「いてててて……」

「うう、腰打っちゃいました……」

「大丈夫か、アリシア」

「はい、なんとか……ところで、これ、なんでしょう？」

「ぷよぷよしてるな……」

　そう、俺とアリシアが着地した場所は柔らかくて弾力のある何かだった。これがクッションになり、落下のダメージはほとんどない。

「なんだ、これ……？」

　見回し、やがてそれの正体に気づいた。全長十メートルはあろうかという青いスライムだ。スライムの中でも随一のサイズを誇る『ジャイアントスライム』だろう。

　俺たちはモンスターの上に着地していたわけだ。

「うわぁぁぁぁっ！」

　俺とアリシアは悲鳴をあげながら飛び降りた。

「あー、びっくりした」

「ぷよぷよして気持ち悪かったです」

「けど、あいつがクッションになってくれて、俺たちは助かったみたいだな」

「なるほど……ありがとうございました」

「礼を言うぞ、スライム」

　俺たちはいちおうスライムに向かって一礼する。とはいえ、モンスターといつまでも一緒にいるわけにはいかない。今はおとなしいけど、いきなり襲ってこないとも限らないからな。

「じゃあ、そういうことで」

「失礼します」

　俺たちはジャイアントスライムに別れを告げ、足早にその場を離れる。

　奴は追ってこない。

「よし、戦闘にはならなかったぞ――」

　安堵しかけた瞬間、

　うおおおおおおおおおおおおおおおんっ。

　突然、背後から吠え声が聞こえた。

「あ、あれ……？」

「ま、まあ、そうですよね……」

　俺とアリシアは顔を見合わせた。確かジャイアントスライムの捕食対象は――人間だ。

「逃げるぞ、アリシア！」

「は、はいぃっ」

　俺たちは一目散に逃げ出した。

　スライム系は剣などの武器が効きにくい。倒すなら、火炎系の魔法かスキル、あるいは同じ属性攻撃ができるアイテムや魔法武具――などが必要になる。

　俺の手持ちには、どれもない。

　まあ、アイテムに関しては一覧を探せばあるかもしれないが……今、ゆっくり探している暇はないからな。それにスライムを攻撃できるアイテムがあったとしても、手持ちの魔石で入手できるかどうかも分からない。

　まずは、逃げる。それが最善の手だろう。

　ごうっ……！

　突然、視界が赤く染まった。

　ぎゅおおおおおおおおおおおおおおんっ。

　同時に、背後で悲鳴が聞こえる。これは――ジャイアントスライムの悲鳴!?

「えっ……」

　振り返ると、ジャイアントスライムが燃えていた。

「な、なんだ……!?　くっ、そこの物陰に――」

　俺はアリシアの手を引き、岩陰に隠れた。そこから顔だけを出して、前方に目を凝らす。

　そこにいたのは、全身に鎧をまとった武人像だった。身長はおおよそ七メートルといったところか。鎧の各所から炎が噴き上がっている。

　さっきジャイアントスライムを焼き殺したのも、この炎なんだろう。

「初めて見るモンスターです……」

　アリシアは青ざめた顔で震えている。

「油断するなよ、アリシア」

　ごくりと喉を鳴らす。

「奴がおそらく――このダンジョンのラスボスだ」

　ずしん、ずし……ん。

　地響きを立てて、奴が少しずつ近づいてくる。

「ゼノ……さん……」

　アリシアが不安げに俺の手を握る。柔らかな手だ。俺はそっとその手を握り返した。

「大丈夫だ、アリシア」

「……はい」

　俺の一言にアリシアが小さくうなずく。

「見た目から、とりあえずあいつを『炎の武人』とでも呼ぼう」

　俺はそう提言した。いちいち『あのモンスター』とか言っていたら、頭に入ってきづらいし。

「了解です」

「で、あの炎の武人は炎を使った遠距離攻撃を使うと思われる。近距離はたぶんあの剣で攻撃してくるだろう」

　俺はアリシアに説明する。

「俺が奴を引きつける。アリシアは魔法で援護してくれ」

　そう言って、俺は前に出た。

　前衛が俺、後衛がアリシア、という形だ。

「で、でも、あいつの攻撃力は並じゃありません。ゼノさん一人で引きつけるなんて――」

「対抗するためのアイテムは用意した。なんとか耐えてみる」

　心配そうなアリシアに俺はうなずいた。

「それよりアリシアはとにかく魔力を高めることに集中してくれ。俺は奴を引きつけるだけで精いっぱいだ。攻撃はアリシアにやってもらわなきゃならない」

「あたしの魔法で……」

　アリシアが俺を見つめた。

「無茶しないでくださいね、ゼノさん……」

「もちろんだ。二人で勝って――二人で必ず生還しよう」

「そのときにはあたしがゼノさんにおごります。祝勝会です」

　にっこり笑うアリシア。

　やっぱり可愛いな。

「そこは割り勘にしよう。二人の祝勝会だからな」

「ええ、二人の」

「――行くぞ」

　そして、俺たちは炎の武人に決戦を挑む――。




「人間が、この領域まで到達したか」

　奴が……炎の武人が物陰から出た俺たちを見て、静かに語った。

「こいつ、しゃべれるのか――」

「我は聖神ゼルクに生み出され、知能を与えられた人形」

　と、炎の武人が告げた。

「去れ……ここは神の聖域……人が足を踏み入れる場所ではない……」

「神の聖域……？」

「去れ……」

　言うなり、炎の武人が巨大な剣を振り下ろす。

「くっ……！」

　俺は『加速魔導装置』を発動した。その場から超スピードで離脱する。炎の武人が振り下ろした剣は、床を深々と切り裂いた。……直撃すれば、当然即死だ。

「今のタイミングで、避けた……？　突然速くなる……妙な力だ……」
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　炎の武人がふたたび近づいてくる。

　俺は慎重に距離を測った。

「敵との間合いは、近すぎても遠すぎても駄目だ……！」

　近すぎれば、攻撃を避ける間もなく潰される。遠すぎれば、俺一人に注意を引きつけられない。奴が俺だけを攻撃するように、絶妙な距離感を保たなければならない。

　そして隙を見て――、

「【ディーウォーター】！」

　アリシアが尻尾を揺らし、水流を放った。中級の水属性魔法である。

　ざああっ！

　水流は見事に炎の武人の顔面に命中する。

「ぐうううっ……」

　水属性が弱点だったのか、たじろいだように後ずさる炎の武人。

「いいぞ、アリシア！」

　この調子で攻撃を当てていこう。――それから七度ほど同じような攻防を繰り返した。

「ぐうっ……人間と獣人ごときが……神の眷属である我を……」

　神の眷属？　こいつ、ただのモンスターじゃないのか？

　不審に思いつつ、八度目の攻防に突入する。俺が加速して奴の注意を引きつけ、アリシアが水流を放った。

「ぐおおおおっ……！」

　炎の武人が苦しげに身をよじらせた。

「ん、なんだ？」

　今まではダメージらしいダメージはほとんど与えられなかったのに――。

　俺はじっと目を凝らした。炎の武人が攻撃を受けたのは胸のあたりだ。そこを左手で押さえながら後ずさっていた。

「あの胸のところに何かあるのか――？」

　けれど高すぎて、攻撃が届きそうにない。

「そうだ、アリシア。風の魔法は使えないか？」

「風……ですか？　中級までなら使えますが……」

「じゃあ、そいつを使って俺を奴の胸元まで飛ばしてくれ！」

「飛ばす――」

　つぶやいたあと、アリシアは俺の意図を悟ったようだ。出会ったばかりだけど、俺の考えをよく予測してくれている。嬉しくなるほど息がぴったりだ。

「分かりました！　【ディーウィンド】！」

　アリシアが俺の足下に中級の風魔法を放つ。その圧力で俺の体が浮き上がった。

「おおおおおおっ……！」

　そのまま、ちょうど斜め上の方向に向かって飛んでいく。まるで空を翔けるような強烈な浮遊感とともに、炎の武人の胸元へと迫る。近くの突起に手をかけ、しがみついた。

　すぐ近くに鎧の亀裂がある。さっきのアリシアの攻撃魔法でついたものだろう。

「そこだぁっ！」

　剣で思いっ切り斬りつける。何度も、何度も。

「おのれ……」

　炎の武人が俺を振りほどこうと動くが、必死で突起を握り、振り落とされないようにしつつ、さらに剣を振るった。それを二十回ほど。

　ばきん……。

　剣が折れると同時に、炎の武人の鎧胸部が砕け散る。その下にある紋章に小さな裂け目がついている。

「見つけたぞ――お前の弱点！」

　俺はもう一度、風の魔法のサポートを受けて跳び上がった。同時にアリシアが水魔法を放って、炎の武人の注意を引きつける。

　その間に俺は奴の胸部まで跳んで、予備の剣を叩きこんだ。刀身の根元まで深々と紋章に突き立てる。

　るおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああっ！

　腹の底にまで響くような絶叫だった。

「お、おのれ……貴様らのような不遜な連中は……い、いずれ『あの方』が殺しに回るぞ……そして世界を……侵食……」

　意味の分からない言葉をつぶやきながら『炎の武人』の巨体が揺らぎ、ず……ん、と倒れた。

「やった、ついにＥランクダンジョンのラスボスを倒したぞ！」

「やりましたねー！」

　俺とアリシアはパンッとハイタッチした。

　正直、ぎりぎりの戦いだった。俺一人では勝てなかっただろう。

「アリシアが一緒に戦ってくれたおかげだ。ありがとう」

「そんな！　あたしの方こそ、いっぱいお礼を言いたいです！」

　アリシアが両手を振り、何度もぺこぺこと頭を下げた。

「ありがとうございます、ゼノさん！」

　炎の武人撃破によって手に入れた魔石はＲ十個である。大盤振る舞いだ。

　魔石は俺とアリシアで半分ずつ分け合った。

「やっぱり、あたし……半分はもらいすぎのような」

「何言ってるんだ。パーティーなんだから、半分ずつでいいだろ」

「でも、ゼノさんの方が活躍してますし……」

「活躍の度合いとか考えてたらキリがないし、どっちが活躍したかっていうのを正確に判定するのも難しいだろ。単純に等分でいいんじゃないかな」

　俺はアリシアを諭した。ちなみにこの問答をもう十回以上はやっている。アリシアからすると、どうしても気が引けるらしいのだ。

「……分かりました。とりあえず今回は均等に。ありがとうございます、ゼノさん」

「二人で勝ち取ったんだから、礼なんていいよ。仲間だろ？」

「仲間……そうですね！」

　アリシアの表情が明るくなる。

　――その後、俺たちは最下層の一番奥の部屋までやって来た。

『ダンジョンコアの間』と書かれてある。

　ダンジョン最下層には『ダンジョンコア』と呼ばれる巨大な宝石が必ず設置されている。それに触れると、最下層到達者の名前がコアに記録されるそうだ。冒険者の身分証とも言うべきギルドカードにも同じように記録が残るから、それがダンジョン制覇の証拠になる。

　このダンジョンのコアに触れ、記録を終えると、また地上に向かって歩き出した。




　俺たちはギルドに戻ってきた。

「あいつら、たった二人でＥランクダンジョンをクリアしただと……？」

「まさか、嘘だろ……」

「いや、どうも本当らしい。ダンジョンボスの素材を換金していたぞ」

　などと、背後から冒険者たちのヒソヒソ話が聞こえてくる。

　奴らの、俺たちを見る目は完全に変わっていた。

　今や俺とアリシアは単なる底辺パーティーじゃない。冒険者としては二人ともＥ級で下の方だけど、『月光都市のダンジョン』制覇者という称号を得たんだ。

　もっと上の等級の冒険者でも、このダンジョンを制覇してない者は多い。彼らから、俺たちに一目置いているような雰囲気が漂ってくる。

　ようやく「無能」と馬鹿にされない日々が本格的に訪れたのかもしれないな。




　午後から、俺たちはふたたびダンジョンに潜った。目的はアリシアが目指しているという『スキル進化の間』である。

「ここに『スキル進化の間』があるんだ」

　第十階層へ降り立つと、俺はアリシアに言った。

「第十階層……以前に来たときは見つけられなかったんですが、ここにあったんですねー」

「ああ、俺はその部屋で今のスキルを会得したんだ」

　俺たちは先へ進んでいく。

「確かこの先に――」

　あれ？　何もないぞ。というか、行き止まりだ。

「どうしました、ゼノさん？」

「い、いや、この方向だと思ったんだけど……おかしいな」

　俺は首をかしげて、方向転換した。

「道を間違えたらしい。悪い」

「いえ、そんな」

　ふたたび進む俺たち。だが――『スキル進化の間』は見つからなかった。

「どういうことだ……？」

　わけが分からなかった。

「もしかして――」

　アリシアがハッとした顔をする。

「なんだ？」

「『スキル進化の間』は常に一定の場所にあるわけではないのかもしれません」

「えっ」

「ランダムに、この階層に現れることもあれば、別の階層に――あるいは別のダンジョンに現れることもあるんじゃないかと。今さらですけど、ダンジョン内にはそういう部屋もある、って聞いた記憶があります」

　アリシアが語る。

「じゃあ、ここにはもう『スキル進化の間』はないのか……」

「ええ、残念ながら……」

　俺たちは顔を見合わせ、ため息をついた。

「仕方ない……いったん、ギルドに戻るか」

「これからゼノさんはどうするんですか？」

　アリシアは俺をじっと見つめながら、たずねた。

「そうだな……別の町に行って、もっとランクの高いダンジョンに挑んでみようかな」

「ランクの高い……？」

「せっかく、こんな力を手に入れたんだし。それに今が俺の強さの上限とは思えない。きっと、まだまだ強くなれると思うんだ。ランクの高いダンジョン探索は、その鍛錬にもなるからな」

「すごいですね……」

　アリシアが感嘆したようにため息をついた。

「まっすぐに上を目指していく……強さを磨いていく……すごいです、ゼノさん。目標がきっちり定まっている感じです」

　キラキラした目で俺を見つめている。

「目標ってほどでも……せっかく力を手に入れたから、色々試してみたいだけだよ」

「あたしにはそんな大きな目標はありません。事情があって、『スキル進化の間』を探しているんですが……それもゼノさんみたいに立派なものじゃないです」

「俺は別に立派ってわけじゃないよ」

　思わず俺は苦笑した。

「あたし、自分がどうしたいのか、どうなりたいのか……よく分かりません」

　アリシアがうなだれた。

「どうしたいのか……」

　俺は思案し、アリシアに告げた。

「じゃあ、俺と一緒に来るか？」

　それは、半ば衝動的に出た言葉だった。

　身体能力や知覚が鋭い獣人で、魔法まで使えるアリシアは、戦力としても大きい。何よりも――パーティーから切り捨てられて行き場を失い、孤独になった彼女に親近感を覚えたのかもしれない。

　今までソロ活動がほとんどだったから、久々に他の人間と一緒にダンジョン探索をやって実感したんだ。誰かとパーティーを組むのも悪くないな、って――。

「えっ」

　アリシアが驚いたように俺を見つめている。

「暫定じゃなくて正式に、な。俺と君でパーティーを組んで、いろんな町のダンジョンを攻略していくんだ」

「いいですね、それ！」

「じゃあ、決まりだな」

　俺は彼女に手を差し出した。

「よろしく頼むよ、アリシア」

「はい、よろしくお願いします！　ゼノさん！」

　アリシアが俺の手を握り返す。

　こうして、俺とアリシアのパーティーが結成されたのだった。










第３章　雷鳴都市のダンジョン




「ここが『雷鳴都市』ジードシティか……」

　前の町――『月光都市』エルドシティよりもはるかに規模が大きい。「町」というより、完全に「都市」である。

　町名の由来は『雷神ディガレ』が邪神との戦いでこの辺りを雷撃で吹き飛ばし、跡地にできた町だから……ということらしい。町の建物すべてに雷を意匠化したレリーフが刻まれているのも、それが理由なのだろう。

「都会ですねー」

　アリシアは狐耳をふよふよと動かし、周囲を見回していた。

「あたし、こんなに人がたくさんいる町は初めて見ました」

「俺も。なんか落ち着かないな……」

「ですね……」

　俺たちは顔を見合わせた。

「とりあえずギルドに行こう」

　そこなら気分を落ち着けられそうだ。

　ジードシティ冒険者ギルド。大きな都市のギルドだけあって、前の町のギルドとは規模がまったく違う。行き来する冒険者の中には、きらびやかな鎧をまとっていたり、豪華そうなローブを着ていたり……明らかに高ランク冒険者と思われる者が何人もいた。

「まずダンジョン探索の許可申請を出そう」

　俺はアリシアに言った。

　――ダンジョンの由来は何か。

　太古、聖神ゼルクが世界中に光を放ち、その光が落ちた跡がダンジョンになった、という伝説が残っている。半分おとぎ話みたいなものだけど、考古学者たちの研究によると、真実である可能性が高いそうだ。

「神の聖域……か」

　そういえば『月光都市のダンジョン』最下層で出会ったラスボス、炎の武人がそんなことを言っていたな。

　だとすれば、ダンジョン探索を生業にしている俺たち冒険者はなんなんだろう。神の領域を侵す不届き者――か？

「どうしたんですか、ゼノさん？」

　アリシアが俺を見ていた。

「険しい顔をしてましたよ」

「ああ、ちょっと考え事を……」

　言いながら、俺は小さく息を吐いた。

　考えてたって答えが出るわけじゃないし、そもそも俺は考古学者じゃない、冒険者だ。ダンジョンの由来や成り立ちを調べるのは彼らに任せて、俺は今まで通りに探索するだけだ。

　俺たちは申請窓口に行き、ここにある『雷鳴都市のダンジョン』の探索許可申請書を出した。

　このダンジョンのランクはＤ。『月光都市のダンジョン』はＥランクだから、それより難度が高いことになる。

　難度としては下から二番目とはいえ、最下位のＥランクだって中ボスやラスボス相手にはかなり苦戦したし、まったく油断はできない。

　実際、ＤやＥランクのダンジョンでも命を落とす冒険者はいくらでもいる。気持ちを引き締めてかからないとな――。




　俺たちはギルドを出て、大通りを歩く。

「常宿を決めないとな……」

「ギルドの近くにあると便利でいいですよね」

「ああ。あとは美味しい食堂や飲み屋なんかが近くにいっぱいあると嬉しい」

「それは最重要ですっ」

　ぴょこんっ、とアリシアの狐耳と尻尾が動いた。

　可愛いなぁ。もふもふしたい……。あ、いやいや、駄目だ駄目だ。そんな軽々しく彼女がもふもふさせてくれるわけないし……。

「もしかして……もふもふしたいですか？」

　アリシアが軽く首をかしげた。

「ぎくり」

「ふふ、分かりやすいです、ゼノさん」

　微笑むアリシアに、俺はますますギクッとなった。

「す、すまん。可愛いなぁ、って思ったら、つい」

「えっ、可愛い!?」

「耳も尻尾も可愛いぞ」

「あ、可愛いってそっち……」

　アリシアがしょぼんとした。

「どうした？」

「い、いえ……あたしのことを可愛いって言ってくれたのかと……あ、ち、違います、なんでも……っ」

　アリシアが慌てたように手を振る。

「宿が決まったら……部屋の中でもふもふしてもいいですよ」

「本当か！」

「恥ずかしいので、二人のときだけです……」

「ありがとう、アリシア！　優しいなぁ」

　俺は感動した。

　――その後、二人で何件もの宿を巡って吟味した結果、『雷らい撃げき亭てい』という宿屋に決めた。何やら仰々しい名前だが、中身はごく普通の宿屋である。主人や受付嬢の態度もいいし、一階にある酒場兼食堂もよさそうだ。冒険者ギルドまで徒歩十分ほどの距離で、アクセスもいい。

「この宿を当面の拠点にするか」

「いいですね。内装も綺麗ですし、ご飯が美味しそうです」

「だよな。俺も料理が美味そうっていうのは気に入った」

「そこは重要なポイントですよね」

「だな」

　というわけで、俺たちは受付で宿泊の手続きを取った。

「お二人様ですね。ご夫婦でしょうか」

「あ、いえ、旅の仲間です」

「ご、ご夫婦だなんて……あわわわ」

　説明する俺の横で、アリシアが真っ赤になっていた。

「どうした、アリシア？」

「い、いえ、ゼノさんとあたしが夫婦……夫婦……」

「アリシア？」

「はわわわわ……す、すみません、照れてしまいましたぁ……」

　狐耳がへなっとしている。恥ずかしいとそうなるんだろうか？

　ある程度の長期滞在になりそうだと伝えると、宿屋は割引料金を提示してくれた。良心的な価格で、ますますここが気に入った。

「じゃあ、部屋に上がろう」

「はい」

「その……もふもふは……」

「ふふ、約束、忘れてませんよ」

　俺が遠慮がちに言うと、アリシアはにっこりと笑った。

「そっか、ありがとう！」

　――というわけで部屋に入るなり、俺はアリシアにもふもふさせてもらった。柔らかな耳の感触に浸り、手からすり抜けそうなほど滑らかな尻尾にうっとりする。触れているだけで気持ちが浄化されていくようだ。

　たっぷり十五分ほど。

　うん、癒やされたぞ。これでまたがんばれる！




　俺たちは街道を進んでいた。

　この先に目的の『雷鳴都市のダンジョン』がある。

　だいたい徒歩二時間くらいだろうか。馬車で行ってもいいんだけど、まあ歩いてもどうにかなる距離だしな。……馬車はそれなりにお金かかるし。ということで徒歩に決めたのだ。

　ず……んっ！

　突然、前方から地響きが聞こえてきた。何人かの悲鳴も一緒に聞こえてくる。

　モンスターの類に誰かが襲われているのか？

「助けに行くぞ、アリシア！」

　俺の口から自然とそんなセリフが出た。もう以前の俺との違いに戸惑ったりしない。

　このスキルがあれば、ある程度の強さのモンスターとだって渡り合えるんだ。なら、助けに行くべきだろうし、そうしたい。

「了解です！」

　うなずいたアリシアに俺もうなずき返し、二人で駆け出した。

　ほどなくして現場に到着する。そこにいたのは、全長十メートル以上はあろうかという巨大なムカデ型モンスター、『ジャイアントワーム』だった。以前ダンジョンで戦ったビッグワームの上位種である。

　そばには倒れた馬車と数名の人間がいた。まるで貴族のように豪奢なドレスを着た女や御者、執事風の男性。そして、一人の少女。

「フリージア様に手出しはさせないぞ！」

　少女が長大な弓を抱えた。見るからに強弓って感じだけど、軽々と引き絞っている。華奢な見た目に反して、かなり腕力があるらしい。

「【連射】！」

　名前の通り、矢を連続で撃ち出す高速射出スキルである。使っているのは火矢のようだった。

「燃えちゃえっ！」

　弓術士アーチャーの少女が連続して放つ。

　が、ジャイアントワームの装甲状の外殻には通じていないようだ。

「この街道にジャイアントワームが出るなんて――」

　少女の表情が険しくなる。確かに、ジャイアントワームの生息場所は主に森林地帯で、こういった街道に現れることは珍しい。

「加勢するぞ。アリシアはフォローを頼む」

「分かりました」

　アリシアに言って、俺は『魔法弾マジックミサイル』を取り出した。その名の通り、攻撃魔法の力が込められたボール型の弾だ。大きさはだいたい手のひらくらい。

　これは【アイテム交換所】で魔石Ｒ一個と交換したものだった。いざというときのために、常時三個ストックすることにしている。

「いけっ」

　俺は『魔法弾マジックミサイル』を投げ放った。

　ごうんっ！

　見事、ジャイアントワームの頭部に着弾し、そのまま頭全体を吹っ飛ばした。頭部を失ったジャイアントワームはしばらくよろめいたあと、盛大に倒れ伏した。

　まさに瞬殺。その巨体から魔石が出てきた。いずれもＮで、全部で二十八個ある。

「やりましたね、ゼノさん」

「手持ちのアイテムが強力になってきたからな。あのクラスのモンスターでも楽に倒せたよ」

　こうやって、より強力なアイテムで今までより強いモンスターを倒せば、魔石もそれに応じた量やランクのものが手に入る。それを使って、さらに強力なアイテムをゲットし、さらに強いモンスターを倒す――いい循環ができそうな気がした。

　そうやって強くなることで、より多くの人を助けられるかもしれない。

　底辺だった頃は日々の暮らしや、一つ一つのクエストをこなすだけで精いっぱいだったけど、今はそれ以外の目的を見出せるようになって、冒険者としての楽しさとやりがいが段違いに上がっている。

　俺は高揚感に包まれたまま、アリシアとともに馬車に駆け寄った。

「大丈夫でしたか？」

「は、はい……危ないところをありがとうございました。私は商人をしておりますフリージアと申します。隣の都市から仕入れた商品を実家まで届けるところでした」

　貴族風のドレスを着た二十代半ばくらいの女――フリージアさんが名乗った。

「さっきは助かった。ありがと」

　と、ジャイアントワームと戦っていた弓術士アーチャー少女が礼を言う。

「あたしはセシルだ」

「俺はゼノ・フレイザーといいます。こっちは相棒のアリシア・ライゼル」

　俺が名乗り返した。

「我々はレッドオーブやブルーオーブなど貴重な宝石を運んでいたのです。ジャイアントワームは宝石を食べる習性がある、と聞きますので、それに釣られて出てきたのかもしれません」

　フリージアさんが言った。

「ジャイアントワームは、この街道にはまず出てこない――と事前に情報を得ていたので、少し無防備でした」

「なんにせよ、無事でよかったです」

　俺は安堵とともに言った。

「では、俺たちはダンジョンに向かうのでそろそろ……」

「ダンジョン？」

　立ち去ろうとしたところで、フリージアさんがたずねた。

「ええ、この先にある『雷鳴都市のダンジョン』に行く予定です」

「冒険者の方ですのね。よろしければ、私たちの馬車に乗っていきませんか？　お礼はいずれ正式にさせていただきたいと思いますが、まずはダンジョンまで送らせていただければ、と」

「だね。見たところ歩きだろ？　馬車の方が早いよ」

　セシルが言った。

　どうしよう――。

　俺はアリシアと顔を見合わせる。まあ、せっかくだし厚意に甘えるとするか。装備をつけた状態で、まだ二時間近く歩くのは、けっこう大変だしな。

「分かりました。ではお言葉に甘えて、乗らせていただきます。ありがとうございます」

　俺とアリシアは丁重に礼を言い、フリージアさんたちの馬車でダンジョンまで送ってもらうことにした。




　馬車はさすがに速く、十五分ほどで『雷鳴都市のダンジョン』前までやって来た。

「ありがとうございました」

　俺とアリシアがそろって礼を言う。

「いえ、これくらいは当然のお礼です」

　フリージアさんが微笑む。ちなみに、いずれ正式にお礼をしたいので……ということで、さっき彼女の住所を教えてもらった。そのうち訪ねた方がいいんだろうか。

「私たちはここまでです。それではどうかご武運を」

「がんばれよ、二人とも！」

　フリージアさんとセシルが俺たちに挨拶をして、去っていった。

　あらためてダンジョンを見据える。岩肌の入り口の向こうには、オレンジ色の石でできた迷宮の一部が見えた。

「ここがＤランクダンジョンか……！」

　気持ちが引き締まる。

「強いモンスターとかいっぱいいるんですよね……？」

「少なくとも今までよりは、な」

　不安げなアリシアの問いに俺はそう答えた。

「Ｄランクのダンジョンに入るのは初めてだ。まずは軽いリサーチっていう感じで、ある程度の階層まで行ったら、いったん戻ろう」

「分かりました」

　俺たちはさっそく第一階層に足を踏み入れた。

　初めてのＤランク――『雷鳴都市のダンジョン』。いよいよ探索開始だ。

　俺たちは並んで進んでいく。序盤はたいして苦戦しなかった。まだ低階層というのもあるだろうけど、アリシアの魔法で牽制や誘導をしつつ、俺が罠アイテムでモンスターの集団を一掃――という炎の武人との戦いとは逆パターンの戦法で、モンスターたちを面白いように打ち倒していく。

　拍子抜けするほどあっさりと第九階層までやって来た。

　事前にギルドで聞いていた情報によると、この『雷鳴都市のダンジョン』は全部で三十階層らしい。そろそろ中盤に差しかかるし、ここらで強力なモンスターが現れても不思議はない。

　俺はアリシアとともに物陰に隠れながら、慎重に前進する。やがて、前方五十メートルほどの地点にそいつの姿を発見した。

「あいつは――」

　リトルミノタウロス。前のダンジョンでは中ボスクラスだったやつだ。

「えっ、このダンジョンの中ボス……!?」

「いや、Ｅランクの中ボスがＤランクでも中ボスとして出てくることはあり得ない」

　俺はアリシアに言った。

　長い探索の歴史の中で、ダンジョンにおける「ルール」のようなものがいくつも発見されている。中ボスに関する今の説明も、その一つだ。

　Ｅランクでリトルミノタウロスが中ボスとして現れた以上、Ｄランクのこのダンジョンではリトルミノタウロスは中ボスではない。つまり――。

「ここでは通常モンスターとして出てくるのか……」

　俺は気持ちを引き締め直した。さすがにＤランクダンジョンだ。通常モンスターでこのレベルなら、ボスクラスはどれほどの強さなのか。

　たった一つランクが上がるだけで、こんなにも違うとは……。

「ゼノさん……」

「大丈夫だ。こいつは以前にも倒してるだろ？」

　俺は、不安げなアリシアの頭をくしゃっとした。

「……ですね」

　狐耳がぴょこんと跳ねた。

　こんなときだけど、やっぱり可愛い。

「俺たちだって強くなってるんだ。リトルミノタウロスくらいサクッと倒して、先に進むぞ」

「はい！」

「よし、以前より強くなったところを見せてやる」

　まあ、強くなったのは俺自身じゃなくて装備アイテムだけどな！

　俺が前に出ると、気がついたのか、リトルミノタウロスが向かってきた。

「来い、『双竜牙剣ゼルドファング』」

　俺は空中に呼びかけた。異空間の収納エリアから、一本の剣が俺の手元に現れる。

【アイテム交換所】で魔石Ｒ五個を使って手に入れた『双竜牙剣ゼルドファング』。所持者の攻撃力とパワーを大幅に引き上げ、さらに炎や雷属性の追加ダメージを与えられる強力な魔剣である。

　ただし、こいつも『加速魔導装置』と同じく待機時間クールタイムが設定されているため、無制限には使えない。きっちり使いどころを考え、強敵相手に使用するのがよさそうだ。

　で、今がその強敵相手だと俺は判断した。

「いくぞ！」

　剣を手に突進する。

　ぐおおおおんっ。

　リトルミノタウロスが雄お叫たけびをあげて向かってくる。

　以前は即死魔法効果がある矢を使って戦っていた。だけど、あの矢は必ず即死魔法が発動するわけじゃないし、もし発動しなかった場合は、矢が一本無駄になる。確実に倒せる武器で攻撃した方が、リスクは少ない。

「吠えろ、『双竜牙剣ゼルドファング』！」

　俺の声とともに刀身から炎が噴き出した。

　ぐおうううっ!?

　たまりかねたように後退するリトルミノタウロス。俺はすかさず間合いを詰め、剣を振り下ろした。

　一撃――。リトルミノタウロスは頭から真っ二つになる。

「おお……思った以上にパワーがアップしてるな」

　剣の効果で引き上げられた俺の腕力は、本職の戦士も顔負けのレベルだ。炎を使えば遠距離の敵も攻撃できるし、間合いを詰めての斬撃は強力無比。

　この剣は――使えるぞ！




　俺たちはさらに進んだ。第十四階層まで一気に降りる。

　ちなみに戦っている間にレベルが一つ上がっていて、四十レベルになった。

「意外とスムーズに進めるな」

「ええ、ダンジョンのランクが上がったから、もっと苦戦すると思ってました」

　アリシアがにっこりして言った。

「やっぱり……ゼノさん自身が前より強くなっているんじゃないでしょうか？」

「俺が……？」

　ここまで罠や『魔法弾マジックミサイル』を併用しながら、どうにか突破している状況だ。

「レベルは一つ上がったけど、そこまで変わらないんじゃないかな」

「いえ、アイテムを使った『戦い方』に慣れてきているんじゃないかな、って思って」

「慣れか」

「ええ、最初に見たときよりも、モンスターをあっさりと倒していっている気がします」

「なるほど。それはあるかもしれないな」

　俺自身の直接的な強さよりも、アイテムを加味した総合的な強さにおいて――俺は以前よりも戦闘技術が上がっているようだ。

　と、そのときだった。

　ぴろりーん。

　そんな音とともに、空中に文字が表示される。





『アイテム交換所（ランク１）』

　交換可能アイテム一覧

・水神と風神の杖……魔石Ｒ６個＋ブルーオーブ１００個と交換

　↑ｎｅｗ！

・バインドガン……魔石Ｒ３個と交換

　↑ｎｅｗ！

・魔導鑑定装置（ランク１）……魔石Ｒ２個と交換

　↑ｎｅｗ！

・双竜牙剣ゼルドファング……魔石Ｒ５個と交換

・加速魔導装置（ランク１）……魔石Ｒ３個と交換

・クロスボウと魔法の矢１本（即死タイプ）……魔石Ｒ２個と交換

　……ｅｔｃ.

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






「お、【アイテム交換所】に追加の新規アイテムが来たみたいだ」

　杖は今すぐにはいらないかもしれないけど、『バインドガン』と『魔導鑑定装置（ランク１）』は何かと使い勝手がよさそうだ。

　――アイテムの交換をして、俺たちはさらに進んだ。

「あれが下のフロアに続く階段か」

　この第十四階層もそれほど手こずることなく、階段まで来ることができた。

「すごいです……初見ですでに半分近くを踏破なんて」

　アリシアは半ば呆然とした様子で言った。

「敵が強くなってるってことは、倒せばより多くの魔石を入手できるってことだからな」

　俺は言葉に熱を込めて語る。

「魔石を多く手に入れて強力アイテムと交換。それを使って、さらにモンスターを倒して魔石も手に入れて、また強力アイテムと交換――前に考えた通り、いい循環になってる。おかげでここまでスムーズに来ることができたんだ」

　俺たちは階段を降り、第十五階層に入った。

「……そろそろ中ボスが出てくるかもしれないな」

「ですね」

　俺たちは顔を見合わせ、周囲を警戒した。

　ほどなくして、そんな俺たちの警戒心に応えるようにモンスターが現れた。

　外見は丸い胴体に細い手足、頭部には赤い単眼が備わった機械人形だ。魔導装置で動くゴーレムの類か……？

　すさまじい威圧感からして、おそらくこいつが中ボスだろう。

「さっそく、こいつの出番かな」

　俺はさっき入手した『魔導鑑定装置』を取り出し、作動させた。

「見える――」

　奴の情報が頭の中に浮かび上がった。





名　前：ラグナマシン（第三世代型）

種　族：機械族

レベル：３６２

体　力：１８００／１８００

魔　力：０／０

攻撃力：５３０

防御力：７２９

呪　文：なし

装　備：複合魔導装甲。水属性をのぞく全属性魔法と物理攻撃を遮断する。






「複合魔導装甲……？」

　説明を読むと、なかなか厄介な感じだ。雰囲気からしても、こいつがこのダンジョンの中ボスで間違いなさそうだった。

「侵入者を……排除」

　ラグナマシンが右腕をこちらに向けた。右腕が大きく展開し、巨大な砲口が現れる。

「まずい――」

　魔力弾の類を撃ってくる気か!?

「ここはあたしが――【反射の水みず鏡かがみ】！」

　アリシアの尻尾から青い輝きがあふれた。

　俺たちの前に鏡のような魔力フィールドが出現する。

　ボウッ！

　直後、ラグナマシンが右腕から魔力弾を撃ってきた。アリシアの防御フィールドに衝突し、フィールドを激しく歪ませる。

「お願い……耐えて……っ！」

　アリシアが叫んだ。防御フィールドは激しく明滅しながら、なんとか魔力弾を跳ね返す。

「ふう……なんとかなりました」

「助かったよ、アリシア」

　俺は彼女に礼を言うと、一気に駆け出した。

　奴が第二撃を撃ってくる前に、速攻でケリをつける！

「おおおおおっ！」

　俺は『双竜牙剣ゼルドファング』を叩きつけた。

　ごうっ！

　斬りつけるのと同時に火炎を食らわせ、炎と斬撃の二重攻撃を仕掛ける。が、ラグナマシンは微動だにしなかった。装甲には傷一つつかない。

　さらに何度か斬りつけたが、結果は変わらなかった。

「こいつ――」

　俺は大きく跳び下がった。

　やっぱり、さっき鑑定した情報の通りか。

　俺の手持ちの武器じゃ、たぶんこいつにダメージを与えられない。攻撃力はそこまで高くなさそうだけど、こっちの攻撃が通らないんじゃ勝ち目はない。

「――よし、いったん退くぞ」

　俺は決断した。

　今のままじゃ勝てるかどうかは分からず、リスクが大きい。まずは立て直しだ。




　ダンジョンから出た俺たちは今後のことを話し合っていた。

「あいつを倒すには水属性の魔法攻撃手段が必要だ」

「水属性……？　あっ」

「そうだ、さっきちょうど『アイテム交換所』に追加されたアイテムなら、あいつにダメージを与えられると思う」

　俺はアリシアに説明した。

「確か……魔石以外にブルーオーブが必要、って書いてありましたね」

「ああ、ブルーオーブはすごく高価な宝石だったはず」

「お金がたくさん必要、ということですか？」

「ああ。魔石を売れば、ある程度まとまったお金にはなると思うけど、それだけでは足りないだろうな……」

　とはいえ、どれくらいの金額が必要なのかも分からない。

「まずは宝石を取り扱っている商人を訪ねてみるか」

　言ったところで、アリシアの耳と尻尾が目に映った。

　うっ、もふもふしたい……。

「ゼノさん？」

「はっ！　い、いや、何も邪よこしまなことは考えてないぞ!?　アリシアにもふもふしたいとか、そんなことはちっとも！」

「もふもふしたかったんですか？」

「ははははは、俺がもふもふしたいなんて、そんなストレートに自分の欲求を表すわけがないだろ……はははは」

「目が泳いでますよ、ゼノさん」

「あ……」

　バレバレだったか。

「す、すまん……もふもふしたら、きっと癒やされるだろうな、なんて考えてた」

「いえ、ゼノさんが相手なら……いいですよ？」

　アリシアが微笑んだ。頬が少し赤い。

「ちょっと恥ずかしいけど……」

「い、いや、君に無理強いするつもりなんてないから！　さっきの言葉は忘れてくれ！」

「ふふ、無理強いとかじゃないです。ゼノさんが相手なら、本当に大丈夫ですよ」

　アリシアがふたたび微笑む。

「ただ、気恥ずかしいので、ちょっとだけにしてくださいね」

「あ、ああ」

　どうやら嫌がってはいないようだ。お言葉に甘えてみよう。

　もふもふ、もふもふ。

　もふもふ、もふもふ。

　ああ、至高の時間だ――。その柔らかさやしなやかさに俺はうっとりと浸った。

「……ん、そういえば」

　ふと思いつくことがあった。もふもふがちょうどいい気分転換になったのかもしれない。

「どうかしたんですか、ゼノさん？」

「この間知り合った商人のフリージアさんっていただろ？　彼女にブルーオーブのことを聞いてみようかな」

「フリージアさんに……」

「確か、宝石も取り扱っている、って言ってたからな」




　翌日、俺はアリシアとともに、フリージアさんの邸宅を訪ねた。

　以前に聞いた住所に行くと、想像の十倍くらい大きな邸宅があった。

「……いや、十倍じゃきかないな。想像の百倍くらい大きいぞ……！」

　フリージアさんは国内で五指に入るくらいの大商人だそうだから、これくらいの家に住んでいるのは当たり前なんだろうか。

「お金持ちってすごいな……」

　俺たちは正門に行き、用件を伝えた。ほどなくして、邸宅内に招き入れられ、応接間に案内された。その応接間も豪華な内装で彩られている。

「すごい家だな……」

「お金持ちです……」

「この椅子一つで庶民の年収くらいはありそうだよな」

「もっとするかも……」

「だな……」

　俺たちは顔を見合わせ、ため息をついた。

　数分ほど待ち、ドレス姿の美女がドアを開けて現れる。まるで貴族の令嬢やお姫様のような出で立ちの彼女は、商人のフリージアさんだ。

「ゼノ様！　アリシア様！　ようこそおいでくださいました！」

　フリージアさんが俺たちを見て、パッと顔を輝かせた。

「お久しぶりです、フリージアさん」

「ご無沙汰しております」

　俺とアリシアはペコリと頭を下げた。

「この間のお礼をぜひさせていただきたい、と思っていたところです」

　フリージアさんも会釈を返してくれる。

「さあ、どうぞおかけください」

　促され、俺たちはソファに腰かける。

「うわ、ふわふわだ」

「柔らかいです」

　座っていてこんなに気持ちがいいソファは初めてだった。

「実は――折り入って、フリージアさんにご相談したいことが」

　俺はさっそく用件を切り出した。

　紅茶を飲みながら、フリージアさんと話を進める。

　ちなみに紅茶も高価そうな代物だった。香り高くて、めちゃくちゃ美味しい。

「ブルーオーブですか……」

「ええ、かなり高価で希少な宝石だったかと思いますが、なんとか百個入手したくて」

「そういうことなら、私の方で手配いたします」

　フリージアさんがにっこりとして言った。

「ありがとうございます。あ、代金の方は――」

「お二人は私の命の恩人です。代金など必要ありませんわ」

　にっこりと笑うフリージアさん。

「いえ、さすがにタダというわけには……」

「私はあなたたちにお礼をしていない状況です。今回のブルーオーブの手配をもって、その礼とさせていただく……ということでどうでしょう？　もちろん、不足ならばもっとお支払いいたしますし」

「不足なんて！　十分すぎますよ」

　俺は慌てて両手を振った。

「ただ……一つ問題がありまして」

　フリージアさんの表情が曇った。

「問題？」

「実はブルーオーブは隣国の『シャーディ王国』にある高山地帯で採掘されたものを輸入しているのですが、最近その通り道に山賊が現れたようなのです」

「山賊……」

「高山から街道まで出るには、そこを通らないといけなくて……彼らは『通行料』と称して、私たちのブルーオーブを略奪していくのです」

　フリージアさんがため息をついた。

「隣国の騎士団に討伐を要請しているのですが、彼らもなかなか腰が重くて……」

「なら、俺が討伐に行ってきます」

「えっ」

「たぶん大丈夫じゃないかと」

　俺の武装は以前より強くなっている。山賊を相手にするくらいなら負けないだろう。

「もちろん、あたしも一緒に行きますよ、ゼノさん」

「ありがとう、アリシア」

「ですが――」

　フリージアさんが心配そうな顔だ。

「大丈夫ですよ。俺たち、フリージアさんと出会ったときにジャイアントワームを倒してるんですよ？　山賊がそのジャイアントワームより強いなら、手こずるかもしれませんが……たぶん弱いですよね」

「それは、まあ……さすがに……」

　フリージアさんは俺の言葉にうなずき、それから深々と頭を下げた。

「申し訳ありません、ゼノ様、アリシア様……あなた方にお礼をしたいと思ったら、かえってお手間を取らせることに……」

「いえ、ブルーオーブを譲っていただけるだけで十分すぎますから！　山賊退治くらいはむしろ当然です」

　そう言って、俺とアリシアはフリージアさんの邸宅をあとにした。




　隣国である『シャーディ王国』にやって来た。

　高山地帯のふもとにある町へ行き、山賊の噂を聞く。どうやら、奴らを退治するために正規の騎士団が数日前にやって来たそうだ。ただ、その騎士団は苦戦しているとのことだった。

「楽勝だと思って来たけど、俺たちで大丈夫かな……」

　少し不安になってきたぞ。

「大丈夫ですよ、きっと」

　アリシアがにっこり微笑んだ。

「魔剣と加速魔導装置があるじゃないですか」

「まあ、そうだな……」

「あ、それに拘束用のアイテムも使えるんじゃないですか」

　アリシアが言ったのは、『アイテム交換所』に新たに加わったアイテム『バインドガン』のことだ。すでに魔石と交換して入手済みだった。

「確かに……そっちを先に試すか。駄目だったら、直接戦闘だ」

「そのときはあたしも戦います」

「ああ、頼む」

　さっそく俺たちは山賊の元へと向かった。

　彼らが陣取っているのはアッピラ山のふもとだという。

「ん、あれは……」

　そこへ向かう途中、騎士団に出くわした。

　総勢で十五人程度だろうか。隣国の騎士団のようだが――。

「山賊退治に来た、だと？」

　事情を説明すると、若い騎士隊長が不機嫌そうに顔をしかめた。

　名前はカイル。二十歳そこそこで隊長に抜擢された凄腕だそうだ。

「冒険者風情が！　引っこんでいろ！」

　カイルが怒鳴る。

「ここは俺たち『聖剣騎士団』三番隊がやる！　お前たちの出る幕なんてない！」

「今まで苦戦続きだったんでしょう？　俺たちも手伝った方が――」

「騎士の名折れだ！」

　カイルは頑として聞き入れない。

「じゃあ、あとからついていくだけでもお願いできませんか？」

　俺は妥協案を出した。

「何？」

「山賊退治が終わり次第、商品の運搬を再開したいので。できるだけ早く、事実を確認する必要があるんですよ」

「……確かに、作業が遅れれば遅れるだけ、お前たちの依頼主の損害は大きくなる、か」

　カイルは眉間にしわを寄せて、うなった。

「分かった。事情があるようだから特別に許可する。ただし、俺たちと山賊との戦いに手出しはするなよ。冒険者の手など絶対に借りん！」

「ありがとうございます」

　ま、騎士団がピンチになったら助けに入ればいいか……。

　俺たちと騎士団が進むと、ほどなくして山賊たちに出くわした。

「また騎士団かよ！」

「討伐開始だ！」

　襲いくる山賊たちと、立ち向かう騎士団。が、騎士団の動きが鈍い。

「この辺りには『パワーダウン』と『スピードダウン』のデバフ魔法をかけてある。敵の力と素早さは軒並み低くなるのだ」

　山賊たちの奥にいる魔術師が笑っていた。なるほど、こいつのせいで今までも騎士団が苦戦していたのか。

「ちっ、話に聞いていた以上に厄介だな」

　カイルがうなる。

「だが、騎士の名にかけて山賊などに――」

　隊長だけあってカイルはさすがに強い。パワーもスピードも下がった状態でなお、山賊たちを圧倒する。

「すごいな……」

「さすがに騎士隊長さんは強いですね……」

　俺とアリシアは後方待機のままだ。もし騎士団がピンチになったら、あのアイテムを使おうと思ったけど、その必要もないかな？

「ならば、これで――【アタックダウン】」

　魔術師がさらに呪言を唱えた。とたんにカイルの剣が鈍る。

「これは……!?」

「攻撃力が下がるデバフ魔法をかけた。三重のデバフに耐えられるかな、若き騎士？」

「ひ、卑劣な……っ！　ああっ……」

　カイルはたちまち山賊たちに押し返され、剣を弾き飛ばされてしまった。

「終わりだ！」

　山賊の一人が丸腰になったカイルに剣を繰り出す。

「そろそろ出番みたいだな」

　俺は捕獲用の銃を構えた。

　さっそく新アイテムの出番だ。さて、どれくらいの効力があるのか――。

「カイルさん、離れて！」

　警告する俺にカイルは無言でうなずき、その場から離れる。直後、俺は引き金を引いた。

「『バインドガン』――発射」

　銃口から光り輝くネットのようなものが広がった。こいつは持ち主の『精神力』をエネルギー源にして作動する。使った瞬間、フッと脱力感が訪れた。

「けっこう疲れるな……」

　たぶん何度も連射するのは無理そうだ。

　飛んでいった光るネットが、山賊たちに覆いかぶさった。

「な、なんだ、こりゃ……!?」

「くそっ、動けねぇ……！」

　山賊のほぼ全員がネットの効果範囲にいたため、彼らは身動きが取れなくなった。

　残った数人は騎士団が取り囲み、なんなく拘束する。最奥に控えていた魔術師も、自分を守ってくれる山賊たちがいなくなれば何もできない。あえなく拘束された。

　あっという間に無力化成功である。

「おお……思った以上にすごいな」

　俺はその効果に感嘆した。

「助けられた……のか」

　カイルが俺をにらんでいた。

　うっ、もしかして怒らせたか。騎士のプライドを傷つけちゃったとか。

「ありがとう、冒険者殿！」

　深々と頭を下げてきた。

「えっ？」

　いきなり態度が変わったことに、俺とアリシアは驚いた。

「先ほどは冒険者風情などと侮蔑的な言葉を言って申し訳なかった。この通り、謝罪させていただきたい」

　カイルはふたたび俺とアリシアに頭を下げた。

　さっきよりもさらに深々と――ほとんど地面に頭がつきそうなくらいの下げっぷりだ。

「い、いや、別にいいんです」

「君の実力は確かなものだ。我々はその強さに救われた――命の恩人の君に、ぜひお礼をさせてもらいたい」

　頭を上げたカイルが俺を見つめる。その目がキラキラしていた。

　どうやら山賊や魔術師をあっさりと制圧したことで、俺への評価が一気に上がったらしい。上がりすぎな気もするけど、それだけ感動してくれたんだろう。素直で一本気な人なのかもしれないな、カイルって。

「さっきの道具はなんだ？　あんなもの、騎士団では見たことがない」

「ああ、あれは捕獲用のアイテムです。モンスターにも使えますけど、見た通り人間相手でも十分効果があります」

　俺は説明した。

「特殊なアイテムで市場には出回ってませんが……」

「なるほど。そんなものを所持しているとは、君はただ者ではなさそうだな」

　カイルが微笑んだ。

「は、はあ……俺たちの目的は運搬を邪魔していた山賊を追い払うことです。目的は達成しましたし、捕縛した連中はそちらにお任せしてもいいですか？」

「もちろんだ。それは我ら騎士団の仕事だからな」

　カイルは胸を張って、うなずいた。

「王都に戻ったら君の活躍を報告させてもらうよ。なんらかの褒賞が出ると思うから、そのときにまた連絡させてほしい」

「褒賞……」

「この山賊は我ら騎士団を手こずらせていたからな。君の活躍は大きい」

　カイルが言った。

「差し支えなければ、連絡先を教えてもらえないだろうか」

「俺はラルヴァ王国の雷鳴都市にある『雷撃亭』って宿屋にいます。フロントにゼノ・フレイザーの名前を出してもらえれば分かりますよ」

「承知した」

　そう言って、カイルは部下の騎士たちや捕縛した山賊たちを引き連れ、去っていった。

　よし、とりあえず目的は達成したぞ。

　これでブルーオーブの運搬に支障はなくなった。

「さあ、フリージアさんの元に戻ろう」

「ですね」

　俺はアリシアとうなずき合った。




　というわけで、俺たちは無事にブルーオーブをフリージアさんの元へ届けることができた。

「ありがとうございました、お二人とも！」

　フリージアさんがにこやかな笑顔で礼を言った。

「さっそくブルーオーブの一部をお渡しさせていただきますわ。いくつ必要でしたっけ？」

「えっと……ブルーオーブのサイズ大を百個ですね」

　――って、これけっこうなお値段だよな。平民が数年暮らしていける額だ。やっぱりタダでもらうのはよくないよな。

「こちらは差し上げますわ」

　フリージアさんが俺の内心を読んだかのように微笑む。

「えっ、でもこんな高いものを……」

「繰り返しますけど、これは私の命を救っていただいたお礼です。遠慮されては、こちらが困ります」

「……分かりました。ありがたく受け取ります」

　俺は再度礼を言って、言われた通りの品を受け取った。

　これで『アイテム交換所』で『水神と風神の杖』を入手できるはずだ。ダンジョン攻略の続きといこう。

「また、どこかでお会いできますか、ゼノ様」

　ふいに、フリージアさんが俺を見つめた。

「そうですね……俺は普段はダンジョン探索をしているので、仕事絡みではなかなか……けど、この近くに来たときに声をかけてもらえれば、会いに行きます」

「よかった！　では、またお会いしましょうね」

　言いながら、フリージアさんは頬を赤らめた。

「むむむ」

　なぜかアリシアが少しだけ表情を険しくする。

　どうしたんだろう？




　俺は宿の部屋に戻っていた。

「ブルーオーブと魔石――必要な交換材料はそろったし、さっそくアイテム入手だ」

【アイテム交換所】を発動する。いつものように前方に光があふれ、交換アイテムの一覧が表示される――。

　ぴろりーん。

　突然、チャイムのような音が鳴った。

「ん？」





　アイテム交換数やスキル使用回数などの数字が規定回数に達したため、『アイテム交換所』がランク２になりました。






　アイテム一覧の代わりに、そんなメッセージが表示された。

「えっ……？」

　交換所がランク２になった、ってどういう意味だろう。

　疑問に思った次の瞬間、周囲の景色が一変した。

「えっ？　えっ？」

　そこは、真っ白い空間だった。前方には一軒の店がある。

　そう、店だ。看板には『アイテム交換所』とあった。

「まさか……」

　俺はごくりと息をのんだ。

　今まで【アイテム交換所】っていうのは単なるスキル名だと思っていたが、実際に異空間に同名の「店」が存在するのか？

　店の扉は開いていて、その奥から淡い光がもれていた。

「店の中に入れる……のか？」

　俺は半ば引き寄せられるように、入り口に進む。中に、入った。

「これは――」

　内部は二十メートル四方くらいだろうか。壁一面にずらりと武器や防具、その他さまざまな道具が並んでいる。

「ようこそ、『アイテム交換所』内部に」

　前方で光が弾け、何者かが現れた。

「君は――」

　驚いてその人物を見つめる。

　薄桃色の髪を後ろでまとめた、見るだけで心が奪われそうなほど美しい少女だ。背中からは純白の翼が生えている。

「この領域を司る天使にございます、ゼノ様」

　彼女が深々と頭を下げた。

「天使……？」

「ＥＸエクストラスキルとは神や魔の領域に到達した者の異能です。私はその者に付き従う天使――アムディエル」

　彼女が微笑む。

「どうか、アムとお呼びくださいませ」

「天使……？」

　突然現れた彼女に、俺は面食らっていた。

　この『アイテム交換所』はなんなんだ？　いったい、なぜ天使なんて存在が出てきたんだ？　俺のスキル――ＥＸエクストラスキルのことを『神や魔の領域に到達した』なんて言ってるけど、どういうことだ？

　分からないことだらけで、頭の中が「？？？」で埋め尽くされた。

「突然言われても戸惑いますよね。では、分かりやすくこう考えてくださいませ」

　アムディエル――アムが上品に微笑んだ。
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「ここは一種の『売店』で、私はその『売り子』、そして神が『店主』だと」

「……なんとなくイメージがつかめたような気がしなくもない」

「それは何よりです。では、さっそくですが――ランク２に昇格した記念にお渡しするアイテムがあります」

「記念？」

「達成報酬ですね。これをどうぞ」

　アムが右手を差し出す。そこから光の玉が飛び出し、俺の手の上に乗った。

　パッと光が弾ける。

「これは――」

　俺の手には小さな指輪が乗っていた。

「『祝福の指輪』といいます。それを身に着けると、神の加護により各種ステータスが大幅にアップします」

　アムがぴんと人差し指を立てて、説明した。

「簡単に言えば、その指輪をはめると体力や魔力などが上昇するということですね」

「なるほど……」

　俺は指輪をつけてみた。

「んっ……！」

　力が――湧いてくる！

「単純な身体能力だけではなく、毒や呪いに対する抵抗力、器用度や幸運度などあらゆるステータスが底上げされています」

　アムが説明する。

「ただし効力は指輪をつけている間だけです。外せば、ステータスは元に戻りますのでご注意ください」

「指輪をもう一回つければ、またステータスは上昇するのか？」

　いちおう確認しておく。もし違うのであれば、指輪はずっとつけっぱなしにしなきゃならない。

「ええ、一度外しても、もう一度つければ、またステータスは上昇します。その上昇幅は二度目も三度目も……何度つけ外ししても変わりません」

　アムが言った。

「今まではアイテムの力を利用して敵を倒していたけど、俺自身の能力が底上げされるのは大きいな」

　俺は指輪をはめたまま、グッと拳を握った。

　この指輪は絶対になくさないようにしないと。

「では達成報酬を渡したところで」

　アムが俺を見つめた。

「どうされますか、ゼノ様。今回、交換したいアイテムはありますか？」

「あ、そうだった」

　肝心の用事を忘れるところだった。

「『水神と風神の杖』を」

「承知しました。では魔石Ｒ六個とブルーオーブ百個をお願いします」

　アムが言った。

「両方とも持ってきてる……って、収納エリアに入れてるんだった」

「念じれば、収納エリアからここまで移動させられますよ」

　アムが俺に言った。

「本当か？　それは便利だな」

　俺は言われた通りに念じてみた。魔石Ｒ六個とブルーオーブ百個が俺の前に出現する。

　空中に浮いているそれらをアムが受け取った。

「確かに。では、『水神と風神の杖』をお渡ししますね」

　差し出されたのは青と緑の宝玉を備えた長い杖だ。

『水神と風神の杖』。

　水属性の魔法攻撃以外を受け付けないラグナマシンへの対抗手段だった。

　よし、これでもう一度『雷鳴都市のダンジョン』に挑めるぞ――。










第４章　雷鳴都市のダンジョン、攻略




『アイテム交換所』を出た俺は、元の部屋に戻ってきた。

「ゼノさん！」

　アリシアが駆け寄ってくる。

「突然いなくなるから心配しました」

「ああ、ちょっと別の空間に移動していたみたいだ」

「別の空間……？」

「スキルの新しい領域っていうか……まあ、おいおい説明するよ」

　俺はアリシアに言ってから、さっき交換した『水神と風神の杖』を見せる。

「で、アイテムもこの通り、手に入れてきた」

「わあ、やりましたね！」

「これで中ボスに対抗できるかもしれない。あと、もう一つ――俺のステータスを底上げしてくれるアイテムも手に入れた」

「えっ、なんだかパワーアップした感がすごいです」

「ああ、前より強くなってるぞ。今回で中ボス戦はクリアしてやる」

　俺はアリシアに力強く宣言した。




　一時間後、俺たちはふたたび『雷鳴都市のダンジョン』に入った。

　途中までの道のりは楽勝だった。アイテムの力もあるが、何よりも俺のステータスが底上げされたのが大きい。低階層のモンスターは普通に剣で倒すことができた。

「俺、強くなってるな……！」

　思った以上にステータスが上がっている感じだ。

「すごいです、ゼノさん」

　と、アリシアが耳や尻尾をぴょこぴょこさせた。

　うう、もふもふしたい……。俺のもふもふ欲を心地よく刺激してくるなぁ、アリシアって。まあ、それはあとだ。今は我慢我慢……。

　ともあれ、俺たちは道中で特に苦戦することがないまま、問題の第十五階層までやって来た。

　中ボス、ラグナマシンがいる階層である。

「今度は勝つぞ」

「はい」

　俺とアリシアはうなずき合い、進む。

　ずしん、ずし……ん。

　足音とともに、巨大なシルエットが近づいてきた。

　丸い胴体に細い手足、頭部には赤い単眼というデザインの機械人形型モンスター――ラグナマシン。

　奴は赤い目を光らせて、俺たちを見ている。機械だから感情がないはずだが、なんとなく俺たちを見下しているような雰囲気があった、一度、退けた相手だという自信だろうか。

「だけど、今度は――前とは違うからな」

　俺は『水神と風神の杖』を構えた。

「さあ、リベンジマッチだ――【水すい流りゅう撃げき】！」

　杖を一振りする。その名の通り水流がほとばしり、ラグナマシンを直撃した。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ。

　ラグナマシンは機体から悲鳴にも似た音をあげ、ゆっくりと後退する。

「効いてる――！」

　あれだけ防御が堅かったラグナマシンの装甲に、いくつもの亀裂が走っていた。

　がしゃんっ。

　ラグナマシンの拳がナックルガードに覆われた。攻撃形態に移ったのか、機体の全身から蒸気が噴き上がる。

　おおおおおおおんっ！

　雄叫びにも似た駆動音とともに、その巨体が突っこんできた。俺は杖を背中に収め、代わりに魔剣を抜いた。正面から奴の拳を受け止める。

「くっ……！」

　すさまじいパワーで吹き飛ばされそうになる。俺は正面から受け止めるのを諦め、相手の攻撃を斜め方向にずらした。

　ラグナマシンがさらに拳を振るう。ふたたび攻撃の方向をずらす。三度、四度と強烈なパンチを繰り出してきたが、いずれも同じ要領でいなした。

「しのげる――」

　以前ならパワーで押し切られていただろうけど、底上げされた今の俺の膂りょ力りょくは、ラグナマシンの一撃をどうにか受け流すことができる。

　俺はラグナマシンの拳のラッシュをいなし続け、隙を見て後退した。

「反撃だ！」

　大きく距離を取ると、杖を振るった。一撃を放つたびに、この杖は十秒間の魔力チャージが必要である。さっきの攻防ですでに十秒のチャージ時間は稼ぎ終わっていた。

「【水流撃】！」

　杖から大量の水流を放つ。

　バギィッ……！

　ラグナマシンの装甲にふたたび亀裂が走る。

「よし、これを繰り返せば勝てる！」

　ラグナマシンは近接戦を諦めたのか、後退していく。

　がしゃんっ。

　今度は胸の装甲が開いて、砲口が現れた。砲撃が来る――。

「アリシア、防御魔法を頼む！」

　たぶん、これが最後の攻防になる。そう踏んで、俺はめいっぱい集中した。

　ボウッ！

　ラグナマシンの胸から光弾が撃ち出された。

「【反射の水鏡】！」

　ほぼ同時に、アリシアが防御魔法を発動する。

　バチッ、バチバチィッ……！

　アリシアの防御フィールドとラグナマシンの光弾がぶつかり、せめぎ合った。防御フィールドは激しく明滅し、今にも押し切られそうだ。

「数秒耐えてくれれば十分だ。助かったよ、アリシア」

　俺は杖を振りかぶった。魔力チャージの時間をアリシアのおかげで稼ぐことができた。

「【水流撃】！」

　放った水流がラグナマシンの装甲を吹き飛ばし、胴体部を粉々に砕いた。

「ふうっ、どうにか倒せたな……」

　胴体に大穴が空き、そのまま動かなくなったラグナマシンを見つめ、俺は一息ついた。

　ちなみに手に入れた魔石はいずれもＲで、全部で四つあった。

「アリシアが手を貸してくれたおかげだ。ありがとう」

「えへへ、少しでもお役に立てたならよかったです」

「少しどころか、十分に役に立ってくれたよ。ラグナマシンを倒したのは、俺たち二人の力だ」

「えへへへへ」

　俺が再度礼を言うと、アリシアは嬉しそうに微笑んだ。狐耳がへにゃっと垂れている。

　照れと喜びが混じった表現だろうか？　そんな姿も可愛らしい。

　うう、もふもふしたい欲がまた高まってきた……って、さすがに駄目か。

「うーん……」

　アリシアが周囲を見回した。

「どうした？」

「敵モンスターも近くにいなさそうですし、少しだけなら……いいですよ」

　アリシアが俺を上目遣いに見ている。

「えっ」

「だから……もふもふ、です」

　アリシアが恥ずかしそうに言った。俺の気持ちが伝わっていたらしい。

「いいのか？」

「もうっ、何度も言わせないでください……」

　アリシアはますます恥ずかしそうにした。

「じ、じゃあ、ちょっとだけ……」

「はい」

　アリシアがすっと頭を差し出す。ぴょこん、と狐耳が揺れた。狐の尻尾も揺れている。

「もふもふ……もふもふ……」

　俺はまず狐耳を愛でた。手のひらで触れ、撫でさする。

「うう、気持ちいい……」

　次は尻尾だ。

「こっちも……もふもふ、もふもふ……っ」

　柔らかいし、気持ちが安らぐ。やっぱり、もふもふはいいなぁ。さっきまでの戦いの緊張や不安が全部溶けて、心の中いっぱいに癒やしが広がっていく。

「ふうっ、もふもふタイム終了だ」

　しばらく狐耳と尻尾を愛でたあと、俺は名残惜しい気持ちを振り切って両手を放した。

「ありがとう、アリシア」

「いえ、少しでも気分転換になれば何よりです」

「最高の気分転換だったよ」

　俺はにっこりとして言った。

「まだ余力があるから、もっと下の階層まで攻略しようと思うんだ。どうかな？」

「異議なしです」

　俺の提案にうなずくアリシア。

「じゃあ、行こう」

　次は第十六階層だ。第三十階層まで一気に行くのは無理だろうけど、できれば第二十階層くらいまで行ってみたい。




　第十六階層に降りると豚の獣人モンスターである『オーク』の集団がいた。

「先にあたしが魔法を撃ちますね」

　アリシアが提案した。

「じゃあ、そのあとで俺が剣で薙ぎ払う」

　おおざっぱに攻撃の順番を決め、バトルスタート。

　手はず通りアリシアが魔法を放つと、オークたちの何体かを撃破し、残りもたじろいだように動きを止める。そこに俺が突進し、魔剣を振るう。

　ざしゅっ、ざしゅっ、ざんっ！

　一方的に斬りまくった。

　今の俺の身体能力なら、オークくらいは一対多数でも圧倒できるようだ。さらにアリシアから追加で魔法攻撃の援護をもらい――ほどなくして、全滅させることができた。

「思ったより簡単に倒せたな」

　俺の周囲には三十ほどの魔石が転がっている。いずれも撃破したオークから出てきたものだった。中にはＲの魔石もあった。オークの中に数体、上位種の『パワードオーク』が混じっていたのだ。

　今後のアイテム交換のために、Ｒの魔石は貴重である。もっと強いモンスターを倒せば、ＳＲの魔石を得られることもあるようだが――。

　俺は今までの冒険者生活でＳＲ以上の魔石を手に入れたことはなかった。

　それはともかく、今はこのダンジョンの攻略だ。

　第十七階層まで降りていく。罠が多いフロアだったがモンスターとは遭遇せず、どうにか第十八階層へ。第十八階層では逆に罠がほとんどない代わりに、何度もモンスターの群れに出くわした。

　ただ、俺たちの敵じゃなかった。身体能力などのステータスが常時向上しているのに加え、魔剣や『魔法弾マジックミサイル』、爆裂魔法の罠……と攻撃オプションが豊富にある。アリシアの魔法の援護もある。俺たちコンビの戦闘力は以前よりも数段増していた。




　そして――とんとん拍子に第二十二階層までやって来た。

「そろそろ次の中ボスが出てきてもおかしくないな」

　俺はアリシアに言った。

「警戒していこう」

「了解です」

　アリシアが俺の腕にギュッとしがみついた。

「アリシア……？」

「あ、す、すみません、つい――」

　アリシアはハッとした様子で、照れたように離れた。

「無意識にゼノさんにくっついちゃいました……」

　なんか妙に顔が赤いな、アリシア？

　ごごご……ごご……。

　そのとき、周囲から地鳴りのような音が聞こえてきた。

　足音とは違う感じだ。地面全体が震えるような――そんな震動である。

「なんだ……？」

「何かが近づいてきます……後方からですね」

　アリシアが狐耳をぴょこぴょこと動かしている。音で接近してくる方向を察知したのか。

　俺たちは前方に向かって駆け出した。角を曲がって、そこに身を隠す。前方には、長いまっすぐな通路が延びているから、敵が現れたら先制攻撃をかけやすい位置取りである。

「どんな奴が来るんだ……？」

　緊張感が高まった。おそらく、このダンジョンの中ボスモンスターだろう。

　ラグナマシンと似たようなレベルなのか、もっと強いのか――。

「――来ます！」

　アリシアが警告した。直後、通路に巨大なシルエットが現れる。

　下半身は大きな台車のような形をしており、そこに人型の上半身が乗っている。両腕には大砲を装備していた。





名　前：ラグナタンク（第三世代型）

種　族：機械族

レベル：３８０

体　力：１６２０／１６２０

魔　力：０／０

攻撃力：６６０

防御力：５６２

呪　文：なし

装　備：複合魔導装甲。風属性をのぞく全属性魔法と物理攻撃を遮断する。






「レベルがとんでもない数字だ。ラグナマシンとほとんど一緒だな」

　俺はふうっと息を吐き出した。

　中ボスが現れることを予想していても、いざ現れてみれば、やはり緊張してしまう。

　だけど、緊張するばかりじゃない。不安も恐怖も――全部打ち勝って、こいつを倒すんだ。そして下の階層に進んでみせる。

「名前からしてラグナマシンの同類か。弱点まで似たような感じだな……ちょうどいい」

　風属性の魔法攻撃なら、この『水神と風神の杖』で撃つことができる。

　俺はさっそく杖を構えた。

　どうっ、どうんっ！

　ラグナタンクが両腕の砲を撃ってきた。

「ちっ、さすがに向こうの方が射程距離が長いか！」

　見た目からしてそうじゃないかとは思ったけど――。

　俺たちが隠れている曲がり角は、壁の大部分が吹き飛ばされてしまった。

　かろうじて俺たちの姿はまだ隠れたままだ。とはいえ、隠れ場所が完全に壊れ、丸見えになるのは時間の問題だろう。どこか別の場所に移動しなくては――。

「魔力反応アリ……攻撃……攻撃……」

　ラグナタンクが無機質な声で告げた。

　どうやら向こうは俺たちが隠れていても感知できるらしい。セリフの内容からして、俺たちの――というか、アリシアの魔力を感知しているのか？　あるいは、俺の持っているアイテムの魔力を感知している可能性もあるな。

　さらにラグナタンクが連続で左右の砲を撃ちまくる。着弾した場所が次々と砕けていく。

「こいつ、ダンジョンごと崩すつもりか!?」

「ひ、ひええええええ……」

　俺たちは逃げ回るばかりだった。一か所にいたら、あっという間に砲撃の餌食だ。

「あの砲火をかいくぐって本体に接近するのは、かなり危険だな……」

　逃げながら、作戦を考える。距離を取ったところで一方的に撃たれるばかりなんだけど、接近できない以上は仕方ない。

「まずはあいつが撃ってこられない距離まで離れるぞ」

「了解です」

　俺たちはスピードを上げた。距離を取って安全圏まで行ってから、作戦の立て直しである。

　ドンッ、ドーン……！

　断続的に響く爆音と砲音。ラグナタンクはあいかわらず砲を連射している。

　ただし、ダンジョンを崩さないギリギリの範囲で撃っているようだった。何かそういう計算機能でもあるのか、器用な奴だ。

　――なんて、感心している場合じゃない。

「あいつにどうやって近づけばいいかな……」

「正面から近づくのは無理ですし、回りこんで接近しても感づかれてしまいますからね……」

　ラグナタンクから大きく距離を取ったところで、相談タイムになった。

『水神と風神の杖』の射程距離まで近づくことができれば、風属性の攻撃でダメージを与えられるはず。一発で倒せるとは限らないから、できればヒットアンドアウェイ戦法を取りたい。

　それを可能にするためには――。

「そうだ、こういうのはどうだろう？」

　ふと、一つの作戦を閃いた。

「アリシア、協力してくれるか」

「あたしにできることなら」

　こくん、とアリシアがうなずく。

「あいつは魔力を感知して、俺たちの居場所を特定しているみたいだ。それを利用して叩く」

「魔力を……」

「具体的には――」

　俺は作戦内容を告げた。

「……了解です、ゼノさん」

「よし。それじゃあ最後の攻防といこう」

　俺たちは物陰から物陰へと移動した。

　ラグナタンクの位置は、移動の際の振動や砲撃などで丸分かりだ。あとはこっちの移動を悟られなければ、勝利が近づく――。俺たちは前進したり後退したり、フェイントを織り交ぜ、奴の探知を少しでも惑わせるように移動していく。

　しばらく移動を繰り返し――やがて、まっすぐ続く通路の突き当たりに来た。Ｔ字路になっていて、俺たちは右に曲がる。そこに身を隠して様子をうかがった。

「来た……！」

　俺たちを追いかけるようにラグナタンクが一本道に入った。ゆっくりと近づいてくる。

「魔力反応アリ……射程まで接近……接近……」

「よし、いいぞ。狙い通りに『誘導』できてる」

　そして――ラグナタンクが通路の突き当たりにたどり着いた。右の曲がり角に俺たちは身を隠している。ラグナタンクは――。

『左』を向いた。とどめの砲撃を食らわせようとした奴の動きが止まる。

「これは……？」

　奴が初めて戸惑った様子を見せた。

　そこに置いてあるのは三発の『魔法弾マジックミサイル』だけだ。俺たちは反対側――右の曲がり角に身を隠している。他のアイテムは収納エリアに隠し、アリシア自身の魔力は限界まで小さく抑えていた。

　俺の狙い通り、ラグナタンクは彼女の小さな魔力より、『魔法弾マジックミサイル』三発分の強大な魔力の方に反応したんだろう。

「今だ――」

　俺はすかさず飛び出し、『水神と風神の杖』を構えた。ラグナタンクが振り返るが、もう遅い。

　俺の攻撃の方が――速い！

「【旋せん風ぷう撃げき】！」

『水神と風神の杖』から風属性の魔法攻撃を放った。奴の装甲にとって唯一の弱点である、風属性の攻撃を。

　ごうんっ……！

　爆音とともにラグナタンクの装甲が砕け散る。のけぞったラグナタンクは動きを止めた。倒してはいないが、ダメージが大きくて攻撃も逃走もできないらしい。

「このまま押し切る……！」

　十秒のチャージ時間を待ち、さらに追い打ち。

　ごうんっ、ごうんっ……！

　二発、三発と食らわせると、ラグナタンクは胴体部に大穴が空き、完全に動かなくなった。

「勝ったぁ……」

　俺は脱力してその場に座りこんだ。

　中ボス撃破で経験値が大量に入ったのか、レベルが一つ上がった。





名　前：ゼノ・フレイザー

クラス：戦士

レベル：43→44

体　力：１６０／２１５→２２０／２２０

魔　力：０／０

攻撃力：51→52

防御力：55→56

呪　文：なし

スキル：【アイテム交換所】（ＥＸエクストラスキル）






　今までにもいくつか上がっていたんだけど、ラスボス前にレベルが上がるのは大きい。レベルアップの特典で体力が全回復したからな。

「よし、中ボスを撃破したし、このまま第三十階層まで行けるかもしれない」

　以前の俺は、ここよりずっと難度が低いＥランクダンジョンを、一フロアずつ丁寧に攻略して安全なルートを確保しながら、少しずつ下層へと降りていた。一フロアの攻略に数週間かかることもあったから、最下層どころか、十層程度の攻略でも長い時間をかけていた。

　だけど【アイテム交換所】のスキルを得てからは、その速度が段違いだ。Ｄランクダンジョンもラグナマシンを相手に一度撤退しただけで、二度目の挑戦ですでに第二十二階層までクリアしている。

　悪くても、あと一回か二回の挑戦で全三十階層をクリアできるんじゃないだろうか。

「ゼノさんがすごいからですよ」

　アリシアが微笑んだ。

「いや、二人で協力してるからだ。アリシアの魔法だって要所で活躍してもらってるからな」

「えへへ……ありがとうございます」

　俺の言葉にアリシアは照れたようにはにかんだ。

「あ、そうだ。消費したアイテムを補充しないとな」

　さっきのラグナタンク撃破で魔石Ｒを七つも手に入れた。この先の攻略に備えて、新しいアイテムに交換しておこう。





『アイテム交換所（ランク２）』

　交換可能アイテム一覧

・幻想の形かた代しろ……魔石Ｒ８個と交換

　↑ｎｅｗ！

・魔法の罠・中級（氷結タイプ）……魔石Ｒ６個＋氷竜の牙50本と交換

　↑ｎｅｗ！

・水神と風神の杖……魔石Ｒ６個＋ブルーオーブ１００個と交換

・バインドガン……魔石３個と交換

・魔導鑑定装置（ランク１）……魔石Ｒ２個と交換

　……ｅｔｃ.

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






「お、新しいアイテムがあるぞ」

　手持ちの魔石でなんとか交換できそうだ。といっても、このダンジョンですぐ必要になるかは分からない。次に出てくるのは、たぶんラスボスだ。そいつの特性を見てから、必要なアイテムを入手した方がいいだろう。

「あ、そうだ。お店の中に入ってみたらどうでしょう？」

　アリシアが言った。

「ん？」

　お店というのは異空間にある『アイテム交換所』のことだろう。この間、スキルがランク２になり、単にアイテム交換をするだけでなく、「店」に直接行けるようになった。

　そう、『アイテム交換所』は単なるスキル名ではなく、異空間にあるアイテムショップの名前でもあったのだ。

　そのとき、店に入ったのは俺一人だけど、あらましはアリシアに話してある。

「こうしてアイテム一覧を見るだけじゃなくて、実際に『アイテム交換所』の中に行くと、他に何かあるかもしれません」

「他に……？」

「なんとなくですけど……じゃないと、ランク２に上がって、あの店に行けるようになった意味がない気がするんです」

「……なるほど」

『アイテム交換所』に行けるようになったこと――そこには何か「意味」とか「メリット」がある――かもしれないよな。

「行ってみるか。あ、そうだ。今度はアリシアも一緒に来ないか？」

「えっ、あたしも？」

「行けるかどうか分からないけど……」

「もし行けるなら、あたしもお店を見てみたいです」

　アリシアが身を乗り出した。けっこう興味を持ってくれているようだ。

「じゃあ、決まりだな。俺とアリシアを店に連れていってくれ――」

　念じてみると、次の瞬間、周囲の景色が一変した。

　俺たちが立っているのは、一面が真っ白な空間――。そこに一軒の店がポツンと建っている。

　看板には『アイテム交換所』とあった。

「あら。ゼノ様。それにそちらの娘さんは――」

　店主である美少女天使――アムが微笑み、俺からアリシアに視線を向ける。

「アリシア・ライゼルと申します」

「可愛らしい獣人さんですね。私はアムディエル――アムとお呼びくださいませ」

　アムが優雅に一礼した。

「今回はどのアイテムがご入り用ですか？　それとも休憩されますか」

「休憩？」

「ええ、この店はアイテムの販売だけでなく、軽食喫茶も兼ねていますので」

　アムがまた微笑んだ。

「ちなみに料理は私がやります。手作りですよ」

「軽食か……」

　ぐう、と腹が鳴った。

　ラグナタンクとの激闘のあとだからかな……。

「あたしもお腹がすきました……」

　アリシアがつぶやく。

「じゃあ、休憩にするか。最下層攻略に向けて英気を養うぞ」

「賛成です！」

　――というわけで、軽食タイムだ。

「美味い！」

「美味しいです！」

　俺たちはアムが淹れてくれたコーヒーを飲んでいた。ここまでの疲労が全部溶けて消えていくような、絶妙な苦みだ。

　軽食の方はサンドイッチにハムエッグというシンプルなメニュー。素材がいいのか、こっちもすごく美味しい。食べるだけで幸せな気分になれた。

「ふふ、『アイテム交換所喫茶店』特製のアムブレンドとサンドイッチです」

　アムが自慢げに言った。

「お二人とも喜んでくださって嬉しいです」

「いや、本当に美味しいよ」

「ですです」

「礼代わりにアリシアがもふもふさせてくれるって」

「ふえ？」

「あ、ごめん。冗談だ」

　びっくりした顔のアリシアに、俺は謝った。

「冗談……だったんですか」

　――って、アムがめちゃくちゃ落胆している!?

「そ、そんなにもふもふしたかったのですか」

「当然ですっっっ」

　鼻息が荒いアム。語尾に『っ』が三つもある。

「先ほど一目見たときから、私はもうアリシア様のもふもふ具合の虜です。ああ、ぜひ直接触れてみたい……！」

「で、では、ちょっとだけ」

　アリシアが気圧されたように提案した。

「いいんですかっ」

「身を乗り出しすぎじゃないか」

「だって狐っ娘のもふもふですよっっっ！」

　アムの鼻息がますます荒くなった。

　まあ、気持ちは分かる……！

「もふもふもふもふもふぅぅぅっ！」

　アムはすごい勢いでアリシアの耳と尻尾をもふもふした。

「あ……すみません、ついハードなもふもふになってしまいました。あまりにも手触りのよい極上もふもふだったので」

「い、いえ……ご満足してもらえたのであれば、あたしは別に」

「大満足ですっ。あまりにも満足したので、おまけでこの商品をサービスしちゃいます！」

　アムが右手を掲げた。

　きゅいいいいいんっ。

　そこに光が集まったかと思うと、

「『一日一回魔力ブースター』～！」

　とアムが唱え、小さな護符が現れた。

「これは……？」

「名前の通り、一日に一度だけ使える護符です。その効力は持ち主の魔力を大幅に引き上げること」

　アムが説明する。

「ゼノ様は戦士系なので、この護符はアリシア様が持った方がいいかもしれませんね。『九尾の狐』の眷属であれば、将来的に魔力がさらに上がるかもしれませんし」

「なるほど。じゃあ、アリシアに――」

　言いかけたところで、俺はアムの方を振り返った。

「ん？　今、なんて言った？　アリシアが――」

「極上のもふもふだ、と言いましたが？」

「そっちじゃない!?」

　思わずツッコむ俺。

「あたしが――九尾の狐の眷属？」

　アリシアが代わりにたずねた。

「あら？　もしかして、ご存じなかったのですか」

　アムがキョトンと首をかしげる。

「あなたは九尾の狐に連なる眷属。そして九尾の狐とは強大な魔力を操る魔物――」

　アリシアって、そんなすごい魔物の眷属なのか……!?

　俺は驚いて彼女を見つめた。

「し、知りませんでした……」

　アリシアは呆然としている。

「ただ、亡くなった母に『お前には秘められた力がある。世界のどこかにある「スキル進化の間」に行けば、その力が開花するはずだ』って言われて……」

「ああ、だから『スキル進化の間』を探してたのか」

　俺は納得した。

「もしかしたら、アリシアのお母さんは君が『九尾の狐』の眷属だって知ってたんじゃないのか？　だから、その力を目覚めさせるために『スキル進化の間』へ行け、って」

「なるほど……そうかもしれません」

　アリシアがうなずいた。

「前に俺が挑んでいたダンジョンに『スキル進化の間』があったんだけど、二回目に行ったらなくなってたんだよな……」

「『スキル進化の間』は一種の異空間ですからね」

　アムが説明した。

「一つ所に留まることなく、さまざまなダンジョン内を移動します」

「……アムっていろんなことを知ってるんだな」

「天使ですから」

　アムがにっこり微笑んだ。

　天使って……物知りなのか。

「『スキル進化の間』のことを教えてくれてありがとう、アム」

「いえいえ。もふもふのお礼代わりに、ささやかな情報をお伝えしただけですから」

　アムがまた微笑んだ。

「あとは『スキル進化の間』が今どこにあるのかを探し当てることができれば、な……」

　俺は思案した。

「ゼノさん、気にかけてくださってありがとうございます」

　アリシアが礼を言った。

「でも、今はまずダンジョンの攻略をがんばりましょう」

「……そうだな」

　俺はアリシアを見つめた。

「ダンジョンを出てからの話だ」

「はい」

「じゃあ、十分に休ませてもらったし、俺たちはそろそろ行くよ」

　俺はアムに言って、席から立ち上がった。

「美味しいコーヒーとサンドイッチをありがとうございました」

　アリシアが一礼する。

「いえ、私の方こそ極上のもふもふ体験をありがとうございます。ああ……最高だった……」

　さっきのことを思い出しているのか、アムがポワンとした顔になっていた。




『アイテム交換所』を出た俺たちは、さらに下層へと進んだ。

　魔剣を、罠を、『魔法弾マジックミサイル』を――いくつものアイテムを駆使し、ときには『加速魔導装置』を使い、さらにアリシアの援護も受けて、ひたすら進む。

　そうして第二十九階層までやって来た。

「ここを抜ければ、最下層――第三十階層だ」

「がんばりましょうね、ゼノさん」

　俺たちは励まし合いながら進む。

　さすがに疲労がたまってきたけど、もう少しだ――。

　そして、俺たちは第三十階層に降り立った。そのとたん、

「――何かが、います」

　アリシアが狐耳をひっきりなしに動かしている。俺には聞こえない微細な音を感じ取っているんだろう。

「アリシア？」

「近くに、危険な存在が――」

　言われて、俺も気配を探ってみる。

　背筋にゾクリとするような感覚が走り抜けた。

「っ……！　こいつは……!?」

　もちろん、ここにラスボスが待ち構えているのは分かり切っている。ただ、その存在感や威圧感がＥランクダンジョンのときとは桁違いだ。

　ず……ん、ずし……ん。

　遠くから地響きが聞こえてきた。右方向からだ。俺たちはそっちに向かい、物陰から前方を注視した。

「――あいつか」

　まっすぐ延びた通路の向こうから巨大なシルエットが近づいてくる。

　間違いなく、このダンジョンのラスボスだ――。

　現れたのは全長十メートルほどの機械人形型のモンスターだった。

　ずんぐりした丸い胴体に細い手足、そして青い単眼。中ボスのラグナマシンに似ているが、細かなデザインが違っていた。さらに体色は金である。

『魔導鑑定装置』でこいつの情報を測ってみた。





名　前：ラグナマシン（第四世代型）

種　族：機械族

レベル：５０５

体　力：３０００／３０００

魔　力：０／０

攻撃力：９３１

防御力：１１００

呪　文：なし

装　備：複合魔導装甲。光属性をのぞく全属性魔法と物理攻撃を遮断する。さらに光属性の魔法攻撃について、ダメージを30％軽減する。






　やっぱり、こいつもラグナマシンか。ただし中ボスが「第三世代型」だったのに対し、こいつは「第四世代型」と表示されていた。一段階進化した機体、と考えてよさそうだ。

「ここは神の聖域……人間は、排除……排除……」

　ラグナマシンが平板な声で告げた。

「神の聖域……？」

　Ｅランクダンジョンのラスボスも似たようなことを言っていたな。

　がしゃん。

　ラグナマシンの両腕が変形し、砲に変わった。砲口にまばゆい光が集まってくる。

　魔力弾を撃ってくる――？

　俺はアリシアとともに全速力で場を離れた。ラグナマシンといったん距離を置いて仕切り直しだ。

「奴の弱点は光属性の魔法攻撃か……」

　手持ちのアイテムに、光属性魔法を撃てるものはない。

「あたしが……撃ってみましょうか？」

　アリシアが言った。

「『アイテム交換所』で魔力アップのアイテムをもらいましたし」

「一日に一回使えるし、ここが使いどころかもな」

　俺は彼女に言った。

「よし、俺が奴を引きつける。その隙に撃ちまくってくれ」

「了解です。魔力が尽きるまで撃ちますね」

　簡単な打ち合わせをすると、俺は物陰から飛び出した。作戦はシンプルだ。俺が敵の注意を引きつけ、アリシアが光属性の攻撃魔法を撃つ。

　これの繰り返しでラグナマシンを倒せるかどうか……。

「こっちだ、来い！」

　俺はラグナマシンの前に飛び出した。とたんに、奴の四つの砲が俺に照準を定める。こんなものをまともに食らったら、跡形もなく吹き飛ばされるだろう。

「『加速魔導装置』――起動」

　俺はすかさず速力を数倍にアップさせ、走った。

　どうっ、どうんっ！

　ラグナマシンが連続で砲を撃ってきた。俺はその火線をかいくぐり、走り回る。

「どうした？　当ててみろよ！」

　感情がない機械系のモンスターにどれくらい通じるか分からないけど、挑発してみる。

　なおも砲を撃ってくるラグナマシン。俺はその周囲を半周し、奴の動きを誘導する。ちょうど、アリシアに背中を向けるような形になった。

「撃て、アリシア！」

「いきます、ゼノさん――【光の矢】！」

　アリシアが光り輝く矢を放った。

　ばしぃぃっ！

　魔力で生み出された矢が、ラグナマシンの背後に命中する。

「どうだ……？」

　うおおおおおおおおおおんっ。

　見た感じ、ダメージを受けた様子はなかった。

「さすがにラスボスだけあって硬いな……」

　俺は小さく息をつき、アリシアに声をかける。

「アリシア、とにかく撃ちまくってくれ。魔力が尽きそうになったら合図を。そのときの状態を見て、撤退するかどうかを判断するから」

「了解です～！」

　――というわけで、俺たちはこの作戦を徹底的にやった。

　幸い、近接戦闘では俺の方がラグナマシンより上のようだ。『加速魔導装置』を使い、敵をひたすら翻弄。その隙を突いて、アリシアがありったけの光属性魔法を撃つ――という感じで、たぶん五十発くらいは撃っただろうか。

「はあ、はあ、はあ……さ、さすがに魔力切れになりそうです……」

　アリシアが荒い息をついていた。かなり疲れているらしく、狐耳や尻尾が力なく垂れている。

「……分かった」

　見たところ、ラグナマシンは多少のダメージを受けた様子だ。特に背部装甲には大きな亀裂が走っていた。

「もしかして……」

　ふと、思った。光属性魔法以外ではダメージを与えられないのは、あくまでもラグナマシンの「装甲」である。装甲の下のボディに直接攻撃を当てられれば、光属性魔法じゃなくてもダメージを与えられるんじゃないだろうか？

「……よし」

　俺は考えをまとめ、アリシアに言った。

「次の作戦は攻撃パターンを変えるぞ」

　さあ、ラスボス戦――決着のときだ。

　おそらく最後になるであろう、俺たちとラグナマシンとの攻防が始まった。

「おおおおおおおおおおおっ！」

　俺は猛然と突進する。

　どうっ、どううんっ！

　敵は次々に砲を撃ってきた。その威力は中ボスのラグナタンクを大幅に上回っている。

「くっ……当たってたまるか！」

　砲口の角度から弾道を予測し、なんとか避け続ける。集中力を極限まで研ぎ澄ませた。

　こんな戦い方じゃ長くはもたない。すぐに俺の集中力は尽きるだろう。

「その前に――攻撃射程まで距離を詰める！」

　俺はさらに加速した。両足がちぎれそうに痛む。

「それでも、加速だ！」

　速く、もっと速く――！　ついにラグナマシンとの距離が五メートルほどまで縮まった。

　よし、あと一息で攻撃できる間合いに入った。

「アリシア！」

「了解です……【照明弾】！」

　後方でまぶしい光が弾けた。アリシアが渾身の魔力を込めた光魔法を放ったのだ。

　ただし、これは攻撃目的じゃない。【照明弾】という名前の通り、照明用に光源を作り出す魔法である。それを最大出力で撃ってもらった。

　うおおおおおおおおおおおおおんっ。

　ラグナマシンが大きく後退する。おそらくカメラ部分をやられたんだろう。奴の視界が一時的に塞がっている間に、俺は一気に距離を詰めた。

　ついに――ゼロ距離。

　俺は思いっ切りジャンプした。奴の足のあたりをよじ登り、なんとか背中まで到達する。

「これなら……！」

　装甲の亀裂に向かって魔剣を叩きつけた。

　ザシュッ……！

　よし。予想通り、装甲の下のボディには刃が通るぞ。

「このまま――」

　俺はさらに何度も魔剣を叩きつけた。六度、七度――。

　ばきんっ！

　八度目の刺突で、剣が半ばまで突き刺さり、そこで折れた。

　バチッ、バチバチィッ！

　内部の機械がショートしているらしく、ラグナマシンの動きが急に鈍くなる。俺は剣を捨てて、地面に降り立った。

「ゼノさん！」

「どうにか……やったかな？」

　俺は駆け寄ってきたアリシアとともにラグナマシンを見上げる。静寂が流れた。

　どっちだ？　ラグナマシンはまだ動けるのか？　それとも完全に機能停止したのか？

　前者であった場合に備え、俺は身構えた。警戒はまだ解かない。

　隣でアリシアが息をのんでいるのが分かる。

「さあ、どっちだ――」

　固唾をのんで見守る俺たちの前で、

　どうっ……。

　ゆっくりと倒れる巨体。それっきりラグナマシンはピクリとも動かなくなった。同時にその体から魔石が転がり出てくる。いずれもＲで、数は十個もあった。

「勝った……」

　ふうっ、と俺は大きく息をついた。さすがに全身に力が入らず、その場にへたりこんでしまった。しばらくは立てそうにない。

　だけど、もういい。このダンジョンのラスボスを倒した。もう俺たちを阻むものはないんだ。

「これでダンジョン攻略ですね、ゼノさん」

　アリシアが声を弾ませる。

「そうだな。あとは――」

　ダンジョンの最深部にある『ダンジョンコア』を目指すだけだ。この『ダンジョンコア』に触れるとギルドカードに記録され、それがダンジョン制覇の証拠になるのだ。

「ダンジョンコアを探さないとな」

「はい」

　俺たちはダンジョンを進んだ。

　幸い、道順は単純そうだ。まっすぐ通路が延びていて、突き当たりにＴ字路があるだけ。道筋がいくつも枝分かれしていると面倒なんだが、そんな造りではなさそうだった。

「どうしますか、ゼノさん？」

　突き当たりまで来ると、アリシアがたずねた。

「とりあえず右に行こう」

　特に深い考えもなしに俺は右を選ぶ。そのまま進んでいくと、側面に小さな部屋があった。

「ここは……？」

　警戒しつつ扉を開く。向こう側から乳白色の光があふれた。

「ダンジョンコアがあるのか……？」

　俺はアリシアとともに部屋の中に足を踏み入れる。

「あった！」

　部屋の奥に巨大な白い宝石がある。俺たちはさっそくその宝石――ダンジョンコアの元に歩み寄った。右手で表面に触れる。これでコアとギルドカードに、俺たちがこのダンジョンの最深部まで到達したことが記録されたはずだ。

「何かが、います……！」

　アリシアが警告を発した。前方から光があふれ、人のような姿に変化していく。

「人の子よ、よくぞここまでたどり着きました」

　光り輝くシルエットは体のラインからして女性らしい。声も女性のものだ。

　いったい、何者なんだろう。モンスターの類か、それとも――。

「私は女神ヴァルファリア。その意識の欠片かけらです」

　名乗る光人間――ヴァルファリア。

「ここは神の聖域の一部。人がそこにたどり着けたことを嬉しく思います」

「神の、聖域……？」

　俺は女神を見つめた。

「このダンジョンが――？」

「いえ、世界中のすべてのダンジョンが、です」

　ヴァルファリアが微笑む。

　しかし……まさか、ダンジョンの最下層で「女神様」に出会うことになるとはな。この際だ、前からの疑問をぶつけてみよう。

「以前、俺は別のダンジョンでラスボスと戦いました。そのとき、そいつに言われたんです。『神の聖域に侵攻した不届き者』と」

「神の中には、人間がダンジョンに侵入することをよしとしない者もいます。ですが、私のようにそれを喜ばしいことと考える者もいるのです」

　ヴァルファリアが言った。

「人間に友好的な神の力が宿るダンジョンと、敵対的な神の力が宿るダンジョンと――二つの種類がある、とお考えください」

「じゃあ、ここは人間に友好的……？」

「その通りです」

　ヴァルファリアがふたたび微笑んだ。

「ダンジョンによっては、神によって『力』や『宝具』などを授かることもあるでしょう。ですが――あいにく私はあなたたちに与えられるような『力』を持っておりません。ただ祝福することしかできませんが……どうか、あなたたち二人の行く手に幸あらんことを」

　まばゆい光が、俺たちを照らす。

　――気がつけば、俺たちはダンジョンの入り口前まで移動していた。

「えっ……？」

「もしかして、これって――」

　俺とアリシアは顔を見合わせる。

「ダンジョンの前まで戻ってきた……？」

　あの女神がやってくれたんだろうか。おかげで三十階層もの道のりを引き返す必要もなく、簡単に帰ることができた。




　俺とアリシアはギルドに戻ってきた。さっそく窓口に行き、ダンジョン踏破の報告をする。

「『雷鳴都市のダンジョン』をクリアしたのですか!?」

　受付嬢が驚いた顔をしていた。

「で、では、カードの確認と報酬の準備をいたします。少々お待ちください……」

　あたふたと奥に引っこんでいく。とたんに、周囲がざわめいた。

「あいつら、この間来たばっかりだよな……？」

「しかも、たった二人で……？」

　俺に注がれる視線は、もはや「無能」扱いだった頃のそれとはまったく違っていた。

「お待たせしました」

　と、受付嬢が戻ってきた。ダンジョンコアの記録が本物だという確認が取れたのだろう。

「はい、間違いございません。そして――ダンジョン踏破おめでとうございます」

　にっこり笑顔で報酬の金貨を出してくれた。

「あ、それと――」

　受付嬢の笑みが深まる。

「Ｅランク、Ｄランクと立て続けにダンジョンを攻略していますし、おそらく近日中に冒険者ランクが上がると思いますよ」

「冒険者ランクが――」

　おお、次はＤ級になるのかな？　一気にＣ級までは、さすがに行かないかな。

　ただ、昇格しそうな見込みなのは嬉しい。一歩ずつ前進している感覚が、楽しい。




「次はＣランクダンジョンに挑もうと思う」

　宿屋に戻ると、俺はさっそくアリシアに言った。

「一つずつランクアップ、ですね！」

「ああ。一番近いのは、北方山脈のふもとにある『氷結都市のダンジョン』だ。そこに行こうかな、って」

「異議なしです」

　アリシアはうなずくと俺に近づいた。

「ん、なんだ？」

「出発の前に――」

　アリシアが微笑みながら、さらに体を寄せる。

　なんだなんだ……？

　俺は戸惑いながらも胸の鼓動が高まっていくのを感じた。ふわり、と甘い匂いが漂ってくる。

「ア、アリシア……？」

　ここまで接近されると、なんだかドキドキするぞ……？

　目の前にはアリシアの可憐な顔があった。ぷるんと光沢のある唇は、どこか俺を誘っているかのように軽く開かれ――。

「もふもふ、していいですよ」

「へっ？」

「もふもふです。その……Ｄランクダンジョンを攻略したお祝いに」

「あ、ああ、もふもふか？　そうだよな、もふもふだよな……？」

　べ、別にやらしいこととか、俺は何も考えてないぞ！　本当だからな！
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「どうかしました、ゼノさん？」

　キョトンとしているアリシアはどこまでも無垢な感じで、俺は邪な考えがよぎった自分が恥ずかしくなった。

　なんというか……すごく罪悪感がある。ああ、邪なことをちょこっとでも想像しちゃってごめんなさい……。

「も、もふもふだ！　思いっ切りもふらせてもらう！」

「です。どうぞっ」

　アリシアが軽く頭を近づける。ぴょこん、と狐耳が可愛く揺れた。

「じゃあ、遠慮なく――」

　もふもふ。もふもふ。もふもふもふもふぅっ！

　俺は思う存分アリシアのもふもふを堪能した。




　翌日、俺たちはさっそく出立した。行き先は、北方山脈のふもとにある『氷結都市』だ。

　そこにあるＣランクダンジョン攻略を目指して。いや、さらに先にはＢ、Ａ、そしてＳランク――最難度のダンジョン攻略をいずれ目指して。

　俺たちの旅は、まだまだ続く。










第５章　目指せアイテムマスター




「こいつが『ミノタウロス』か……！」

　俺とアリシアは、身長十メートル近い巨大な牛頭人と向き合っていた。

　ミノタウロス。その名の通り以前に戦ったリトルミノタウロスの上位種である。全身に黄金の甲冑をまとい、身の丈を超えるほどの斧槍ハルバードを構えている。

　おおおおおおおんっ！

　ミノタウロスの振り下ろす斧槍ハルバードが、俺たちに襲いかかった。打撃か斬撃系のスキルを使っているんだろう、刃の部分が赤く輝いている。スキル＋ミノタウロスの膂力――こんな一撃をまともに食らったら、肉も骨もまとめて消し飛ばされてしまう。

「ちいっ……」

　俺は魔剣『双竜牙剣ゼルドファング』でその一撃を受けた。

　ばきんっ……。

　あっさりと剣がへし折れる。

「つ、強い――」

　俺は大きく後退した。

「さすがにＣランクのダンジョンですね……！」

　アリシアがつぶやく。

　ここは『氷結都市のダンジョン』の第七階層。

　中ボスがいるほど深い階層ではなく、出てくるのは通常モンスターばかりだが、それでも俺は苦戦していた。さすがにＥランクやＤランクのときとは手ごたえが違う。勝てないほどじゃないけれど、アイテムの消耗が激しいのだ。

「もっと強いアイテムか、現状のアイテムをそろえないと厳しいな……」

　ある程度の階層まで進んでいく前に、アイテムが尽きるのは確実だった。今のうちに、いったん撤退した方がいい。

　幸い、ここまでの戦いで魔石はそこそこ手に入った。消耗したアイテム分と新たに手に入れた魔石を差し引きすれば、わずかにプラスだ。

「引き返すぞ、アリシア」

「了解です」

　――俺たちは地上まで戻ることを決めた。




「今までのダンジョンよりも、モンスターがずっと強くなってるな……」

「ですね……」

　ここは『氷結都市』ヴァーリンの冒険者ギルド内、一階にある酒場兼食堂である。ダンジョンを撤退した俺たちは休憩していた。

「今までのアイテムじゃ、そう簡単には攻略できそうにないな」

　俺はため息をついた。

「もっと強いアイテムが必要だ」

「強いアイテム？」

「たぶんスキル【アイテム交換所】を使い続けていると、入手できるアイテムに新しいものが加わるんだ。今まではそうだった」

　アリシアにそう説明する。

「だから、しばらくは深い階層まで探索せず、適当な階層に留まって、モンスター退治をした方がいいかもしれない」

「そうやってスキルを使い続けて、もっと強いアイテムが手に入るまで待つ――ということですか？」

「そういうことだ」

　前回のＤランクダンジョンは一度は撤退したものの、その後はとんとん拍子に攻略した。

　だけど、今回はある程度腰を据えてかかる必要がありそうだった。

　とにかく、俺自身がもっとパワーアップすることだ。新たなアイテムを手に入れて……。

　これからの方針について、俺たちの相談は続く。

「当面は魔石を集めようと思う」

　俺はそう提言した。

「アイテムをもっと多くそろえて、こっちの戦力を上げてからダンジョンに挑むんだ」

　ついでに言えば、多くのアイテムを交換しているうちに、『アイテム交換所』のランクが上がるかもしれないし、新たなアイテムがラインナップに加わることも期待できる。その中に有用なアイテムがありそうだからな。

「まず必要なのは、装備の底上げだ」

「確かに、ダンジョンの難易度がかなり上がってますもんねー」

　俺の言葉にアリシアがうなずく。

「魔石を集めるのはどこでやるんですか？　今回のダンジョンの上層で？　それともＤやＥランクのダンジョンを他に探しますか？」

「うーん……今回のダンジョンの上層か、Ｄランクダンジョンの下層辺りで戦うか、迷ってるんだよな」

　俺はうなった。

「たぶんＣランクの上層とＤランクの下層は、そんなにモンスターの強さは変わらないと思うんだ。Ｃの方が強いことは強いけど、太刀打ちできないほどじゃない」

「連闘は厳しいけど、数戦ですぐに引き上げる分にはなんとかなりそうですもんね」

「そういうこと」

　と――。

「あんたら、ここのダンジョンに挑んでるのか？」

　冒険者の一団が俺たちに話しかけてきた。

「あなたたちは――？」

　俺とアリシアが彼らを見つめる。四人組のパーティーだった。巨漢の中年戦士、エルフ娘に老ドワーフ、小柄な盗賊少女……という組み合わせだ。

「俺たちはＣ級のパーティーだ」

　リーダーの巨漢戦士が言った。

「実は俺たちも『氷結都市のダンジョン』に挑む予定なんだが……今はその下準備中なんだ。で、あんたらに話がある」

　そう言って、彼は身を乗り出した。

「魔石を集めてるって話が聞こえてきてな。協力し合えないかと思ったわけさ」

「協力……ですか」

　俺はあらためて彼ら四人を見つめた。冒険者の世界は綺麗事だけでは済まされない。むしろ、あちこちで「汚いこと」が横行しているらしい。

　たとえば、冒険者同士のいざこざ。それによる刃傷沙汰。あるいは――手柄の横取り。

　彼らを信用するか、否か。俺は逡巡した。

「……信じられる気がします」

　アリシアが俺の耳元で言った。

「えっ」

「この方たちの目は澄んでいますし、邪気がありませんから」

「邪気……」

「狐の獣人は敏感なんですよ、えへん」

　アリシアが胸を張った。

「まあ、アリシアがそう言うなら――」

　まずは彼らの話を詳しく聞いてみよう。

　俺たちは互いに名乗り、それから本格的な相談に入った。

「モンスターが多く集まるポイントがいくつかある。そこに罠を仕掛けて一網打尽にするつもりだ」

　彼らのリーダー、巨漢戦士のグラントが言った。顔つきはごついが、理性的な雰囲気のある中年男である。

「なるほど……」

　罠を使って一網打尽に――というのは、俺もよくやる戦法だ。

　ただ、このＣランクダンジョンに関しては、まだ探索を始めたばかりで、モンスターが多く集まるポイントを把握していなかった。

「俺たちの罠じゃパワー不足でな。お前たちの罠も併用できないか？」

　グラントがたずねる。

「……どうして、俺たちが罠を持っていることを知っているんです？」

「実際に見たからよ」

　答えたのはエルフ娘のカチュア。金髪碧眼、スタイル抜群の美女――と絵に描いたようなエルフ的外見をしている。クラスは弓術士アーチャーだ。

「この間、ダンジョン探索をしているときに、君たちの戦いぶりを見かけたの。魔導製の罠を仕掛け、大量のモンスターをそこに誘導して一網打尽にする――クールな手並みだったわね。感心したわ」

　前回はミノタウロスがいるフロアで撤退したが、そこに行くまでに何度か罠を使ったことがあった。それを見られていたらしい。

「あの罠はかなり威力が高い。使い勝手もよさそうね」

　もしかしたら俺たちに声をかけてきたのも、その罠を使いたいから、という理由が大きいのかもしれない。

「がはは、ドワーフの鍛冶の技術でもあんな罠は簡単に作れん。興味深いな、若いの」

　ドワーフのギラールが俺を見つめた。こちらは小柄でがっしりした体格に、あごヒゲが胸元まである老人。これまた絵に描いたようなドワーフ的外見だった。

「うむ、非常に興味深い」

「高く売れる？　ねえ、高く売れる？」

　たずねたのは、彼らのパーティーで最年少の盗賊少女マーヤ。赤い髪をショートにした活発な印象の美少女だ。目を爛々と輝かせ、俺を見つめてくる。

「俺たちはモンスターが多く集まるポイントを知っているが、そこへ行くにはちょっとした特殊スキルを使う必要があってな」

　グラントが言った。

「実質、俺たちしか行けねぇ。今回は協力してもらう関係上、お前たちにも一緒に来てもらうんだが……このスキルについては口外しないでもらえるか？」

「他の奴には秘密ってことですか？　了解しました」

「あたしも了解です」

　俺とアリシアはうなずいた。

「助かるよ。俺たちにとって企業秘密みたいなもんだからな」
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　俺たちは打ち合わせを終えると、さっそく『氷結都市のダンジョン』にやって来た。

　まず第三階層まで下りていく。この辺りのモンスターはまだ大した強さじゃない。第五階層を越えたあたりから急に強くなるのだ。

「ここだ」

　まっすぐ続く通路の突き当たり――グラントはそこで足を止めた。

「ここって……？」

　前方には壁しかない。

　どう見ても、行き止まりに思えるんだけど――。

「この向こうは空洞になっているのさ。俺のスキル【壁抜け】なら、ここを通過して向こう側に行ける」

「空洞になってるのを見つけたのはあたしだからね」

　マーヤが主張する。

「あたし、偉い」

「ええ、マーヤちゃんは偉いわね」

　カチュアが盗賊少女の頭を撫でた。

「クールな働きぶりよ」

「えへへ」

　マーヤが嬉しそうに笑った。まるで姉妹みたいに仲のいい二人だ。

「じゃあ、さっそくやるぞ。みんな、俺の周りに集まってくれ」

　グラントに言われて、俺とアリシアはグラントのそばに寄る。他のみんなも同じく集まった。

「スキルの効果範囲はおおよそ五メートルくらいだ。【壁抜け】――」

　グラントが静かに告げる。

「うわっ……」

　目の前に壁が迫ってきた。

　――と思ったら、スキル名の通りにその壁を通り抜けて向こう側に移動する。

「ここが壁の向こうか……」

　見回すと巨大な空洞が広がっていた。思っていたよりかなり大きい。数百メートル先まで空洞は続いているだろう。

「あれは――」

　前方を歩いているのは、身長一メートルくらいのモンスターの群れだった。数は二十体ほどだ。丸っこい岩で構成されたゴーレム。通常のゴーレムは鋭角的でいかついデザインだが、こいつは丸々として可愛らしい。

「もしかして、『魔石ゴーレム』か……？」

　俺はハッとなった。名前の通り全身が魔石でできたゴーレムである。通常のクエストで遭遇することはほとんどないと言われるレアモンスターだった。

「すごい、こんなに大量にいるなんて」

「隠しスポットってところだ」

　グラントがニヤリと笑った。

「隠しスポット？」

　アリシアがキョトンとしている。

「ああ。ダンジョン内には、普通の方法では行けない隠し場所が存在することがある。ここもそうなんだと思う」

　俺は彼女に説明した。

「たいがいの隠しスポットには宝物がたくさんあるとか、秘蔵の魔法書が置かれているとか、なんらかの特典があることが多い。ここはレアモンスターの生息場所なんだろう。絶好の狩場ってことだ」

「なるほど……」

「ゼノ、さっそく罠を頼むぜ」

「分かりました！」

　俺は『アイテム交換所』の収納エリアから『魔法の罠』を取り出した。

　毎度おなじみのアイテムだ。こいつは使い勝手がよくて、Ｅランクダンジョンに挑んできた頃から愛用していた。

　最初の頃は、魔石を大量に稼ぐことができなかったから、罠を使う頻度も少なかった。そうそう交換できないからな。

　だけど、レアモンスターを倒し、魔石を大量に得られるなら――。その一部を罠に交換し、さらにレアモンスターを撃破。得られた大量の魔石の一部を罠に交換し、さらに……というコンボで、どんどん魔石を貯められるかもしれない。

「【起爆】」

　俺の呪言でレアモンスターをまとめて倒す。周囲には数十個の魔石が転がった。

「すごい……やっぱり大量に手に入るんだな……！」

　しかも、数十個の魔石の大半がＮではなくＲである。

「魔石ゴーレムを倒すとランダムでＮかＲが出るの。Ｒが出る確率は七割くらいかな」

　盗賊少女のマーヤが言った。

「おお、かなり高いな……！」

「さらに――運がよければ、ＳＲ以上の魔石が出るみたいだよ。あ、これ一個もーらい♪」

　と、目にも留まらぬ速さで、マーヤが俺の手から魔石を一つ取っていく。

「は、速い……」

　さすがは盗賊だ。

「こらこら、マーヤ。ゼノくんの魔石を取っちゃ駄目でしょ」

「あーい」

　カチュアがたしなめ、マーヤは苦笑しながら戻ってきた。

「ほい、返す」

「ああ、ありがとう」

「変なの。あたしが盗んでったんだから、礼なんて言わなくていいよ」

　マーヤがにっこりと笑う。

「さっきの、すごく速かったですね」

　アリシアが言った。

「へへへ、あれは盗賊用のスキル【横取り】だからね」

　マーヤは自慢げに言って、胸を張った。




　レアモンスターが現れるのは一日に一度だということで、俺たちはいったん引き上げ、翌日また同じ場所にやって来た。当然、また罠を使って一網打尽、大量の魔石をゲットする。

　――これを繰り返して、一週間が経過した。

　魔石の半分くらいは今後のために貯めておいたけど、残りはアイテムと交換したり、ギルドで換金したりした。おかげで俺たちの懐はかなり暖かくなった。

「ふふふ、今度二人で美味しいものを食べに行きましょうね」

　アリシアは毎日ホクホク顔だ。

「ああ、いい店を探しておかないとな」

「えへへ」

「ふふふ」

　俺たちは笑顔で語り合う。

　楽に儲けられるっていいなぁ。

　で、その日も魔石を大量ゲットして、俺は罠をいくつか補充することにした。さっそく【アイテム交換所】のスキルを発動する。

「……ん？」

　表示内容が変わっていることに気づいた。





『アイテム交換所（ランク２）』

　交換可能アイテム一覧

・モンスター誘引剤……魔石Ｒ20個と交換

　↑ｎｅｗ！

・魔法弾マジックミサイル・中級……魔石Ｒ15個と交換

　↑ｎｅｗ！

・パワーガントレット……魔石Ｒ11個＋剛力の種子30個と交換

　↑ｎｅｗ！

・スピードブーツ……魔石Ｒ11個＋速力の種子30個と交換

　↑ｎｅｗ！

・タフネスメイル……魔石Ｒ11個＋耐久の種子30個と交換

　↑ｎｅｗ！

・幻想の形かた代しろ……魔石Ｒ８個と交換

・魔法の罠・中級（氷結タイプ）……魔石Ｒ６個＋氷竜の牙50本と交換

・水神と風神の杖……魔石Ｒ６個＋ブルーオーブ１００個と交換

　……ｅｔｃ.

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






「ラインナップが増えたか」

　俺はニヤリとした。あらためて新しく増えたアイテム群を見る。

『魔法弾マジックミサイル・中級』はその名の通り、最初の頃から愛用している『魔法弾マジックミサイル・低級』の高威力バージョン。装備品らしい『パワーガントレット』『スピードブーツ』『タフネスメイル』は説明を見ると、それぞれ装着者の「パワーが上がる」「スピードが上がる」「耐久力が上がる」ということのようだ。身体能力が上昇する系統の防具ってことだろう。

　ただ、それぞれの交換に必要な『○○の種子』というのが何か分からないな。そして――、

「『モンスター誘引剤』か。今の俺にぴったりな感じのアイテムだな……待てよ」

　ふと気づいた。

「新しいアイテムって、俺が求めている方向性に合致するようなものが出てくるな……」

　以前も特定の属性攻撃しかダメージを受けない中ボスが出てきたら、それを先読みするように新アイテムにその属性攻撃ができるものが現れた。

「全部、偶然なのか……？」

　それとも――。




　グラントたちと一緒にレアモンスターを狩る生活を続けて、二週間が経った。

　魔石を稼いでは、それを元に新たなアイテムを入手し、それを使って、また魔石を――という繰り返しの生活。

　ちなみにこの間に、俺の冒険者ランクはＤ級に上がっていた。『月光都市』と『雷鳴都市』のダンジョンを制覇したことや、今までのクエストの達成実績などを入れて、昇格が認められたのだ。

「お、『アイテム交換所』のランクが上がった」

　その日、魔石を回収し終えた俺は、スキルを発動した。で、『アイテム交換所』のランクが上がっていることに気づいたのだ。今までの「ランク２」から「ランク３」になっている。

『アイテム交換所』はスキルの熟練に応じて、ランクが上がっていくのだという。

　ランクアップすると具体的にどうなるのか、よく分からないが――。

「そいつを確認するためにも、行ってみるか」

「ですね」

　俺とアリシアは顔を見合せ、うなずいた。

　――というわけで、俺たちは異空間にある『アイテム交換所』にやって来た。

「ようこそ二人とも。お久しぶりですね」

　アムが微笑んだ。

「そういえば、二週間以上来てなかったな……」

　俺はハッとなった。

「魔石集めに夢中で気づかなかった」

「もう。寂しかったんですよ」

　拗すねたように口をとがらせる天使。

「ラインナップも順調に増えてますし、もっと立ち寄ってくださいね。ここに来ることでポイントも貯まりますし」

「ポイント？」

「スキルのランクアップは、スキルをたくさん使用することで上昇する『習熟度』や『アイテム交換数』、そして『来店ポイント』などによって決まるんです」

「じゃあ、この店にたくさん来れば、それだけランクアップが早くなるのか……」

　以前に、アリシアがこの店に来ることに何か意味やメリットがあるんじゃないかと推測していたけど、ドンピシャリだったらしい。

「そういうことです」

　なるほど、これからはもう少し来店頻度を上げよう。

「あ、そういえば――」

　せっかく店に来たついでに、前々からの疑問をたずねてみることにした。

「なあ、ここのアイテムってどういう理由で新しい品物が増えるんだ？」

「『アイテム交換所』は――未来を見る力があるのです」

　アムが笑った。

「未来を……見る？」

「その未来を最適化するためのアイテムを新規でラインナップする――という理屈ですね」

　と、アムが言った。

「よりよい未来を切り開くためのアイテム、ってことか？」

「そういうことです」

　アムがにっこりうなずく。

「じゃあ、この先に何があるんだ？」

　俺はさらにたずねた。

「俺のスキルがもっと成長したら――成長しきったとき、そこにあるものはなんだ？」

「さあ、なんでしょう？　そこまでは天使である私には分かりません」

　アムが静かに首を横に振った。

「すべてを知る者は神だけですから」

「なるほど……」

　じゃあ、その疑問はいったん置いておくとしよう。

「なあ、前から疑問だったんだけど、新しいアイテムってどういう条件で増えるんだ？」

　この際だから聞けることを色々と聞いておこう。

「そうですね……基本的にはアイテムの交換数や交換するアイテムのランクによります」

　アムが説明した。

「それらが多いほど、あるいはランクが高いほど、ポイントが貯まりやすくなるんです。そしてそのポイントが一定値を超えると、新たなアイテムが入荷される――という仕組みです」

　つまりは、アイテムをたくさん交換したり、ランクの高いアイテムを入手したりする……というのを繰り返していけばいいわけか。

「あ、そうそう。ここに来店しないと交換できない『天使のおすすめアイテム』が入荷してますよ」

　アムがにっこり笑った。

「『天使のおすすめアイテム』？」

　唐突に新しい単語が出てきたな。

「これはゼノ様に直接見ていただき、私から説明した上で、魔石と交換購入するかどうかを選んでいただくアイテムです」

　アムが説明した。

「どれも交換に必要な魔石の数が多いですけど、その代わり役に立つことは保証しますよ。ただし、他のアイテムと違って交換は一回限り、かつ期間限定です」

「一回限りはいいとして……期間限定？」

「その期間を過ぎると二度と手に入りません」

　アムの言葉に俺はハッとした。

　そう言われると、手に入れておきたくなるな……。

「とにかく、そのアイテムを見せてくれ」

「ふふ、それでは～」

　アムがパーティーんと指を鳴らす。

　ヴンッ……！

　鈍い音がして、目の前に二つのシルエットが出現した。一体は重甲冑をまとった人形。もう一体は魔法使い風のローブをまとった人形だ。

「この二体は『魔導分身体アバター』といいます」

　アムが説明した。

「持ち主の分身となって敵と戦うゴーレムの一種ですね。それぞれ『戦士タイプ』と『魔導師タイプ』になっていて、能力が違います」

　名前の通り、一体は戦士の、もう一体は魔導師としての力を持っているんだろう。

「『戦士』のアバターと『魔導師』のアバターか……」

　レベルアップしたモンスターを相手に、俺自身の能力では対処しきれない。

　けど、こいつなら戦える、ってことか？

「どちらも自信をもっておすすめできます」

　アムがにっこりと笑った。

「魔石Ｒが各五十個必要になりますけれど」

「今までより随分と必要量が上がったな……」

「その分、効果も絶大です」

　呆れる俺に、アムは動じない。

「確かに――こいつは使えそうだ。両方くれ」

　俺はここ二週間で稼いだ魔石の大半を差し出し、二種のアバターを手に入れた。




　俺たちはふたたびＣランクダンジョンにやって来た。今回はグラントたちも一緒だ。

「せっかくの縁だし、引き続きご一緒させてもらうぜ」

　グラントがニヤリと笑った。

「単純にこの人たちが気に入ったからでしょ？」

　と、エルフ娘のカチュアが微笑む。

「ゼノさんとアリシアさんを合わせたら、全部で六人。ちょうどいい感じじゃない」

　嬉しそうに語る盗賊少女のマーヤ。

「がはは、人にエルフに獣人、そしてドワーフ……なかなか面白い混成メンバーじゃの」

　老ドワーフのギラールが笑った。

「じゃあ、あらためて――全員で無事に戻ってきましょう」

　俺はみんなを見回した。

　今回からはアムから手に入れたアバターを戦線投入する予定だ。どれくらい役に立ってくれるか、楽しみだった。

　俺たちは六人パーティーとしてダンジョン内に入った。途中までは知っている道のりだし、すでに攻略した場所だからスムーズに進んだ。

　そして、第五階層まで到達する。

「――ゼノさん、来ます」

　アリシアが警告した。ぴょこ、ぴょこ、と狐耳が反応している。

　探知能力では、やはりパーティーのメンバー中でアリシアが最高だ。

「種族は分かるか？」

「この匂いと足音の響き方……たぶん、前回のモンスターと一緒です」

「ミノタウロスか……！」

　前回は第七階層で出会った敵だが、この第五階層にも出てくるらしい。

「さっそく、あれを試すときだな」

　俺は懐から護符を取り出した。

『アイテム交換所』で仕入れたばかりの、俺の新兵器――『戦士』のアバターだ。

「行け、アバター」

　俺が声をかけると、護符は空中でみるみる大きくなり、甲冑姿の戦士へと変わった。

　紫色の全身甲冑、そして仮面つきの兜。顔や手などは漆黒だ。端的に言えば、黒い棒人形がきらびやかな鎧兜を身に着けている――という風貌だった。

　アバターは巨大な剣を抜き、まっすぐに進んでいく。ミノタウロス相手でも臆する様子はまったくなかった。

　まあ、人形だし臆することはないか……と、内心でツッコむ俺。

　がきいん。

　ミノタウロスの一撃を、アバターは巨大な剣であっさりと受け止める。

「強い……！」

　思った以上にパワーがある。ミノタウロスと正面から撃ち合い、押しているのは明らかにアバターである。

　がきっ、がきいいいいんっ。

　さらに五合ほどの攻防で、モンスターの斧槍ハルバードが弾き飛ばされた。チャンスと見たのか、アバターが剣を構え直す。

「【戦神の刃】を発動」

　アバターが平板な声で告げた。手にした剣が輝き、水平に斬撃を放つ。

　ぐおおおおおんっ。

　その一撃を食らって大きく吹き飛ぶミノタウロス。壁まで叩きつけられると、力なく倒れた。しばらくして、その体から十個近くの魔石Ｒが転がり出る。基本的にＲの魔石はダンジョンの中ボスクラス以上の強さを持つモンスターからしか出てこない。

　今まで戦ったモンスターだと、パワードオークがそうだ。例外はレアモンスターで、魔石ゴーレムはノーマルモンスター並の強さだけどＲの魔石を出した。

　つまりミノタウロスも中ボスクラス以上の「格」というわけだ。

「倒した……！」

　正直、アバターには敵を引きつけたり、盾役になってもらったりしようとは思っていたが、それ以上の活躍は期待していなかった。まさか、アバター単体でミノタウロスを撃破するとは。

「す、すごい……」

　アリシアがポカンとしている。他のメンバーも全員が驚き、呆気にとられた顔だった。

「よし、アバターが思った以上に――というか、相当に強いことが分かったし、あいつを先頭に立ててガンガン進もう」

　俺自身も強力アイテムをいくつも仕入れたし、『戦士』と『魔導師』二体のアバターがいれば、かなり先まで進めるかもしれない。

「攻略開始だ――」




「【戦神の刃】を発動」

「【氷雪の舞】を発動」

『戦士』のアバターが輝く斬撃を繰り出し、『魔導師』のアバターが氷雪系の大規模魔法を放った。前方のモンスター群がまとめて吹き飛ばされる。

　現在、第十六階層。

　二体のアバターを前面に立てつつ、俺がアイテムでフォローする陣形でここまでほとんど苦戦なしに来ていた。

「すごい……本当に強いです」

　アリシアが俺に言った。

「もう、こいつらだけでいいんじゃないかな」

　俺は苦笑交じりに答える。グラントたちも似たような感想なんだろう、同じく苦笑していた。

　アバターたちを前面に押し出し、俺たちは順調に進む。

　そして――ほとんど苦労することなく、第二十階層まで到達した。

「そろそろ中ボスが出てくるかな……」

　ダンジョンによって中ボスが出てくる層はまちまちらしいが、さすがにここまで下の階層になってくると、いつ出てきてもおかしくない。

　おおおおおおおおおおおおおおおおおんっ。

　その予感を裏付けるように、前方から咆哮が響いた。まっすぐな通路の奥から巨大なシルエットが近づいてくる。

「あれは――」

　虹色の甲冑をまとった牛頭人だった。四本の腕に、それぞれ大斧を握っている。

「『キングミノタウロス』……！」

　グラントがうめいた。

「えっ」

「ミノタウロスの超上位種だ。こいつが中ボスかよ……」

「強い……んですよね？」

「ああ、ミノタウロスよりも桁違いにな」

　ミノタウロスは、このダンジョンでは通常モンスターとして出てくるものの、もう一つ下のランクのダンジョンならフロアボスになっていてもおかしくないレベルのモンスターである。実際、俺も一度はミノタウロスを前に苦戦し、このダンジョンから撤退している。

「桁違いに、か……！」

「ゼノさん……」

　アリシアが俺の服の袖をそっとつかんだ。尻尾が不安げにふりふり揺れている。

　ミノタウロスよりもさらに強大なモンスターを相手に、俺だって不安がないわけじゃない。

「大丈夫だ。俺だって、あのときよりも装備をはるかに強くした。今度は――」

　まずは、鑑定だ。





名　前：キングミノタウロス

種　族：獣人族

レベル：６３０

体　力：４５００／４５００

魔　力：３００／３００

攻撃力：１０２０

防御力：８５３

呪　文：なし

装　備：ブラストアックス×４。物理攻撃力を常時30％上昇させる。所持者の体力が25％以下になった場合、さらに物理攻撃力を30％上昇させる。






「特定の属性とか、目立った弱点はないな」

　俺はみんなに説明した。

「攻守ともにバランスが取れている。弱点を攻めるんじゃなく、オーソドックスな戦い方で崩し、倒す――という形になると思います」

「了解だ」

　グラントがうなずいた。

「お前の判断に従う。なあ、みんな」

「クールに指示してちょうだい」

　と、カチュア。

「じゃあ、始めようか。中ボス攻略戦だ！」

　俺はみんなに号令をかけた。

「行け、アバター」

　とりあえず最強装備であり最強の手駒とも言える二体を前に出す。

「連係していくんだ。『戦士』は前衛、『魔導師』は後方から撃ちまくれ」

　ヴ……ン。

　俺の指示に、二体のアバターは双眸を赤く輝かせた。了解、という返事代わりだろうか。

　そして、中ボスバトルが始まった。

『戦士』のアバターがキングミノタウロスに剣を繰り出す。キングミノタウロスは四本の斧でこれに応戦した。

　二体が戦っている間に『魔導師』のアバターが呪文を唱え、魔法の準備をする。

「【紅ぐ蓮れん弾だん】を発動」

　やがて呪文が完成し、巨大な火球が放たれた。

　があああああっ。

　雄叫びとともに、キングミノタウロスが火球を斬り散らす。さらに前蹴りで『戦士』のアバターを吹っ飛ばした。

「さすがにキングミノタウロスは強いな……」

　俺は戦況を見つめつつ、間合いを詰めた。

「俺も行ってくる」

「あたしは魔法で援護します」

　アリシアが尻尾を揺らしながら言った。

「な、なら、俺たちもだ」

　グラントが他の三人に呼びかけた。

「全員であいつを倒すぞ！」

　総力戦になった。

　アバター二体が最前列に出て、その後ろに俺とグラント、ギラール、マーヤという配置で、総がかりでキングミノタウロスを食い止める。隙を見て、遠距離からアリシアやカチュアが魔法と弓矢で攻撃を仕掛ける。

　一撃で致命傷というのは無理だが、少しずつ相手の体力を削っていく。

　どがぁっ！

　とうとうアバター二体が耐えきれずに吹き飛ばされた。大きく後退するアバターたち。その体は傷だらけで、武器や甲冑もボロボロだ。

「よくやってくれた。一列目交代だ」

　アバターたちに代わって、今度は俺が最前列に出た。

　がきんっ。

　飛び道具代わりに投げつけた魔剣『双竜牙剣ゼルドファング』は、キングミノタウロスが振り回す四本の大斧にあっさり折られた。

「まだまだぁっ！」

　投げつけ、『魔法弾マジックミサイル』で爆破する。

　があああっ。

　強烈な爆撃を食らい、キングミノタウロスが後退した。

　思ったよりも効いている――！

「だったら、こいつも！」
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　さらにもう一本、魔剣を投げてこれも魔法弾マジックミサイルで爆破。贅沢な使い方だが、奴を倒すためにありったけのアイテムを注ぎこんでやる。三本目も同じようにして爆破、キングミノタウロスがぐらついた。

　隙あり！

「これで――」

　俺は『加速魔導装置』で加速を重ね、四本の斧をかいくぐって奴の頭部へと迫った。

「終わりだ！」

　振り下ろした『双竜牙剣ゼルドファング』で、キングミノタウロスの首を切断した。

「ふうっ、やっと倒したぁ……」

　俺は着地すると、その場にへたりこむ。さすがに疲れた。

　見れば、アリシアやグラントたちも一様に疲れた顔だ。

「全部を出し尽くした、って感じだな……」

　俺はみんなに微笑んだ。

　ごろりっ……。

　キングミノタウロスの死体から、光り輝く石が転がってきた。これまでの魔石とは感じが違う。

「まさか、これは――」

　俺はその魔石を拾い上げた。

「す、すごい！　それ、『魔石ＳＲ』よ！」

　叫んだのはカチュアだ。

「Ａ級の冒険者パーティーが持ってるのを見たことがある……」

「へえ、これが魔石ＳＲか」

　俺はそれを拾い上げた。

「ギルドで換金しますか？　それをみんなで分配ってことで――」

　俺が独力で手に入れたなら、迷いなくアイテム交換に使うけど、これはみんなの力で勝ち取ったものだ。当然、分け前は全員のもの。

「変な遠慮をするんじゃない。そいつはお前のものだ。お前の指揮の下でみんな戦ったし、そもそも、ここまで来られたのもお前のアイテムの力が大きい」

　グラントが即座に言った。

「魔石があると、さらに強力なアイテムが得られるんじゃない？　君がとっておきなさいよ、それ」

　カチュアが淡々とした口調で勧める。

「強いアイテムが手に入れば、あたしたちにも恩恵あるし」

　マーヤが笑う。

「でも――」

「がはは、儂わしら全員の意志だ」

　ギラールが重々しくうなずいた。

「お前のために役立ててくれ。それは……俺たちにも還元されることだし、な」

　リーダーらしくグラントがそうまとめる。

「じゃあ……ありがたく」

　俺はみんなに一礼した。

　どしん……。

　そのとき、鈍い地響きを立てて、二体のアバターが倒れた。

　ヴ……ヴヴヴ……。

　二体とも目が明滅している。

「どうした、お前たち？」

　俺は心配になって駆け寄った。二体はほとんど身動きしない。

　まさか壊れたんじゃ――。

　ドキリとするが、すぐにその疑問は解消した。

「エネルギー切れ……？」

　二体のアバターは胸部に紋章がある。その色が青から赤に変わっていた。

　青色の割合が少なくなればなるほど、エネルギー残量が少ない、ってことだったはずだ。で、赤一色は完全にエネルギー切れ。

「しばらくアバターは使えないか……」

　確か、こいつらは魔石を燃料にして動くということだ。しかも、魔石を投入してから三日ほど経って、ようやく再起動可能になる。

「いい調子で来たから、もっと進みたい気持ちはあるけど――」

　少し迷った。

　みんなイケイケの表情だけど、アバターが使えない以上ここから先は厳しいだろう。

「いったん帰還しましょう」

　俺はグラントたちに提案した。

「中ボスまで撃破したし、こっちはかなり疲労が濃い。一定の戦果を挙げた、ってことで戻るのがいいかと」

「そうだな……あまり欲張るのは禁物だ」

「一回休んで、また挑戦ね」

　――というわけで、俺たちはギルドに戻ることにした。
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　――一か月が経った。

「やれ、アバター！」

　俺はその日も他のメンバーと一緒に隠しスポットに来ていた。『戦士』と『魔導師』、二体のアバターが剣や魔法でモンスターを掃討していく。手当たり次第に倒しては、貴重な魔石をゲットする。

「大漁だな」

　かなり魔石が増えたおかげで、アイテムストックも大幅に増えていた。『魔法弾マジックミサイル』は低級、中級ともに十発。罠は二十個ほど。そして魔剣『双竜牙剣ゼルドファング』も十本以上ある。

　今後のことも考え、魔石はある程度使わずに貯めてあった。

　これからもラインナップ更新で新しいアイテムがどんどん追加されていくと思うけど、新しいものほど必要な魔石が多いんだよな。

　ちなみに現状のラインナップはこんな感じだ。





『アイテム交換所（ランク３）』

　交換可能アイテム一覧

・？？？？？（？？？）……一定条件で解放

　↑ｎｅｗ！

・ルーンリング……魔石Ｒ22個＋魔力の種子60個と交換

　↑ｎｅｗ！

・魔法の罠・中級（雷撃タイプ）……魔石Ｒ18個＋雷獣の爪１００本と交換

　↑ｎｅｗ！

・モンスター誘引剤……魔石Ｒ20個と交換

・魔法弾マジックミサイル・中級……魔石Ｒ15個と交換

・パワーガントレット……魔石Ｒ11個＋剛力の種子30個と交換

　……ｅｔｃ.

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






『？？？？？（？？？）』となっていて表示されていないアイテムが気になるな……こんな表示は初めてだ。とはいえ、現時点ではこれがどんなアイテムなのか分からない。

　いちおう異空間の『アイテム交換所』に行って、そこの売り子である天使アムにも聞いてみたけれど、『内緒です♪』とはぐらかされてしまった。

　さらに『魔力の種子』や『剛力の種子』などが必要なアイテム各種についても、現時点ではよく分からない。この『○○の種子』がどういうものなのかを調べないとな……。

　ということで、俺はそれ以外のものをストックしている最中だった。

　特に使い勝手のいい『双竜牙剣ゼルドファング』は多めに交換している。こいつは剣として使っても強力だけど、矢のように投げつけて使うこともできる。

　ただし、耐久性があまり高くなく壊れやすいため、ある程度の数を貯めているのだった。

　これだけストックができたんだし、そろそろダンジョン攻略を再開しようかな――。

　よし、明日みんなに相談してみよう。




「また、みんなでダンジョン探索をしたいんだ」

　俺はアリシアやグラントたちに相談していた。

「なるほど……確かにゼノの装備は相当充実しているしな」

「今なら最下層まで行けるかもしれない。みんなで攻略しないか？」

　と、俺は彼ら五人に呼びかける。

「いいと思います～」

　アリシアが真っ先に言った。

「俺も異存ない。みんなはどうだ？」

　言ってグラントは仲間たちを見回した。

「あたしもおっけーだよ～。みんながんばって」

「なんで他力本願なのよ。あなたもがんばらないと」

「だってサボりたいもの。人間だもの」

「クールじゃないわね、もう」

　マーヤがニカッと笑い、カチュアは対照的にため息をついた。

「儂もいいと思うぞ。腕が鳴るわい。がはは」

　ギラールがぶんぶんと腕を振る。

　――というわけで、全員一致で最下層を目指すことになった。今のところ、彼らとは暫定パーティーだけど、仲間になった縁だ。全員でこのダンジョンをクリアしたい。

　俺たちは『氷結都市のダンジョン』に入った。

　今回は隠しスポットには寄らず、下へ、下へと進んでいく。質、量ともに以前とは比べ物にならないほど充実した俺のアイテム群の力もあり、モンスターや罠を次々に蹴散らしていく。

「あっという間に第二十三階層か……」

　ものの一時間もかからず、ここまで来た。着々と最下層へ近づいている。ここまでの道中で苦戦らしい苦戦はまったくなかった。

「本当に強くなってますよね、ゼノさん」

　アリシアがにっこり笑って、俺に寄り添ってくる。ちょうど見下ろすと、ぴょこぴょこと動く彼女の狐耳が視界に入った。

「う……もふりたい」

「えっ」

「い、いやいやいや、なんでもないからな！　ちょっと願望が垂れ流しになりそうだっただけで」

　いかんいかん、つい口に出していた。

　前は二人だったし、少しだけならともふらせてくれたけれど、今は状況が違う。いくらなんでも、みんなの前でなんの脈絡もなくアリシアに対して『もふらせてくれ』なんて言っても、さすがに彼女も困惑するだろう。不快に思うかもしれない。

　ここは我慢だ、我慢。熱い思いは胸に秘めておくんだ……！

「何か我慢してますか、ゼノさん？」

「えっ!?」

「様子が明らかに変です」

　ぴょこん。

　今度は彼女の尻尾が揺れた。

「ううっ」

　もふもふ耳に加えて、もふもふ尻尾か。こいつは……強烈な誘惑だ……っ。

「もしかして……もふもふしたいですか？」

　アリシアが小首をかしげた。

　狐耳がぴょこぴょこ揺れている。尻尾もぴょこぴょこ揺れている。

　ううっ、可愛いぞ……っ！

　俺の中でアリシアを愛でたい気持ちがどこまでも燃え上がった。

「この気持ち、まさしく萌えだ……」

　熱情を込めて、俺はつぶやいた。

　と、そのときだった。

　がらがらがらがらっ……！

「えっ――!?」

　何の前触れもなく、俺の足下がいきなり崩落する。

「落とし穴のトラップか!?」

　それとも自然の崩落現象なのか。どちらとも分からないまま、俺は一気に落下していく――。

「ゼノさん！」

「う、うわぁぁぁぁぁっ……」

　アリシアの焦った声を頭上に聞きながら、あっという間に数メートルも落ちたけど、まだ落下は止まらない。

「ど、どこまで落ちていくんだ――」

　暗がりの中に、俺の悲鳴が消えていった。

　ひゅー……んっ……。

　落ちる。落ちる。どこまでも落ちていく。

　もう何十メートル落ちているだろうか、このままだと着地と同時に俺の体がぐちゃぐちゃになるだろう。しかも周囲が暗くて、地面まであと何メートルあるのかも分からない。

「『魔導師』のアバター！　飛行呪文を唱えてくれ！」

　俺は護符を取り出し、アバターを呼び出した。

「【フライト】」

　現れた『魔導師』のアバターが俺の体に飛行呪文をかけてくれた。

　ふわりっ、と全身が浮き上がる。

「ふう、助かった……そのままゆっくり上昇して、元の場所まで帰らせてくれ」

　ばちいぃっ！

　俺の体が上昇しかけたとたん、見えない何かにひっかかって全身に電流が走った。

「いててて……なんだ、これ……!?」

　戸惑いつつ、俺はアバターに再度命じる。

「もう一回だ。上昇させてくれ」

　俺の体が上に向かって浮き上がった。

　ばちいぃぃっ！

　だが、結果は同じだった。また電流が走って、それ以上の高さに行けない。

「ただの落し穴じゃないのか？　上に行けない仕掛けがしてある……」

　俺はしばらく考え、方針を決めた。

「よし、ゆっくりと降下して、安全に着地させてくれ」




「完全にはぐれた状態だよな……うーん」

　穴の底に降り立った俺は周囲を見回した。

　落とし穴の上部はたぶん百メートルくらい上だろう。もしかしたら、もっと上かもしれない。しかも上昇しようとしても、見えない力に阻まれてしまう。

「とりあえず、元の場所に戻るための別ルートを探した方がよさそうだな」

　俺はもう一度、周囲を見回した。

　さっきまでの洞窟とは違い、人工物のような場所だ。天井も壁も床も、すべてが石造り。前後に通路が延びていて、それぞれがゆるやかなカーブを描いている。その両サイドに、巨大な神像が等間隔で並んでいた。

　まるで、荘厳な神殿のような雰囲気だった。

「進んでみるか……」

　俺はとりあえずまっすぐ歩き出した。

　と、

「誰だい？」

　突然、前方から声が響いた。清涼で爽やかな印象の声。いわゆるイケボだ。かつ、かつ、と足音とともにスラリとしたシルエットが近づいてくる。

「お前は……!?」

　銀色の髪をした美しい少年だった。弓矢を背負い、狩人風の服を着ている。紫色の瞳が俺をまっすぐに見つめていた。

「やあ、こんなところで人と出会うなんて驚きだよ。はは」

　やたら人懐っこい笑顔だった。

「僕はルーファス。よろしくね」

　冒険者だろうか。こんな場所を単なる通行人がうろついているわけもないし、何かの調査団って感じでもない。

　ただ――こいつには何か異質な気配を感じるんだよな。

「ん、どうかしたかい？」

　ルーファスが興味深げに俺を見つめる。いかにも人畜無害で、爽やかな容貌。だけど、俺の中の何かが警告している。

　こいつには危険な何かがある――。

「俺は――」

　だけど、今ここで明確な敵意を示されているわけじゃない。判断材料が少なすぎるし、こいつはこの場所を見知っている様子だから、まずは情報を得るためにも近づかないとな。

「ゼノ・フレイザー。冒険者だ」

　とりあえず名乗った。

「パーティーでダンジョンを探索している途中、ここに迷いこんだんだ。なんとか仲間と合流したい……」

「じゃあ、僕が出口まで案内するよ」

「出口？」

「ここはＥＸエクストラステージ。ダンジョン内にあるもう一つの迷宮さ」

　ルーファスが微笑む。

「ダンジョン内のあちこちにここへ通じる『穴』があるんだ。一方通行だから、その『穴』からは元の場所に戻れない」

「なるほど……」

　俺は落とし穴を上昇しようとして、見えない電流に妨害されたことを思い出した。

「どうすれば戻れるんだ？」

「出口まで行けばいいのさ」

　俺の問いにルーファスが答えた。

「出口を出れば、元のダンジョンに戻れる。『穴』の向こう側にね」

「要は――俺が落ちてきた場所に戻れる、ってことでいいのか？」

「そういうこと」

　ルーファスがにっこりうなずいた。

　こいつの言うことが本当だとしたら、俺がこれからやるべきは出口にたどり着くことか。

「随分と詳しいんだな、お前」

　俺はルーファスを見つめた。

「この場所を知ってるのか」

「ここは僕の庭みたいなものだよ」

　ルーファスが朗らかに説明する。

「間違えた道を進むと一生出られない」

「それは困る……」

「大丈夫。僕が案内するからね」

　ルーファスがニコニコ笑顔で言った。

「妙に嬉しそうだな……」

「そりゃ嬉しいよ。ここに人間が来るなんて久しぶりだもの。退屈してたんだ」

　俺のツッコミに対し、ルーファスはますますニコニコ笑顔になった。

「それに、人と話せるのは楽しい。僕は、人間が好きだからね」

　そして、俺たちは歩き出した。しばらく通路を進む。今のところ、罠やモンスターの類は何もなかった。

「なあ、ルーファスもどこかから迷って、ここに落ちてきたのか？」

「『落ちる』……か。うん、そうだね」

　ルーファスはなぜか遠い目をした。

「僕も、ここに落ちてきたんだ」

「……随分と思わせぶりだな」

「ふふふ」

「なんか隠してないか、お前」

「ふふふ」

「明らかに隠してるよな？」

「まあね。簡単に全部話しちゃったら面白くないでしょ。おいおい話してあげるよ」

　ルーファスは悪戯っぽい笑みを浮かべた。

「まったく……」

　どうにもつかみどころのない男だ。ただ、不快感はなかった。こいつと話していると、やけに心地がいい。なんというか……リラックスできるのだ。出会って間もないというのに、まるで十年来の友人と過ごしているような気分だった。

「いや～、君と話していると落ち着くよ、ゼノくん」

　ルーファスが笑顔で言った。こいつも、俺と似たような気持ちを持ってくれているらしい。

「このまま、ここで駄だ弁べっていたいくらいだよ」

「出口を探すのが先だろ」

　俺は苦笑しつつも、ルーファスの言うことに少なからず共感していた。

　ここがダンジョンじゃなく酒場だったら、きっと楽しく何時間も過ごせただろうな。

　と、そのとき、俺の中で「何か」がざわめいた。

「止まれ」

　ルーファスに警告する。

「ん？」

「この先に何かいる」

　そう、俺のカンにピンと触れたのだ。危険な何かがいる、と。

「様子を探れ、アバター！」

『戦士』と『魔導師』、二体のアバターを放った。

「へえ、アバター持ちか。まだレベル１みたいだけど、それでも二体持っているのはすごいね」

「レベル１……？」

　なんのことだ？　アバターにも、人間のステータスみたいに「レベル」が存在するのか？　そんなこと、アムは一言も言ってなかったが――。

「いや、そもそもお前、アバターのことを知ってるのか？」

「そりゃ、知ってるよ。天界でしか製造できない神造兵器だからね」

「神造兵器……？」

　俺はますます眉を寄せた。これもアムからは聞いていない情報だ。

　アバターはしばらく進むと、そこで歩みを止めた。

「どうした、アバター？」

　戸惑ったように周囲を見回している。

「ゼノくん、床だ！」

　ルーファスが叫んだ。

「床？」

　目を凝らせば、前方十メートルくらいの床の上に小さな目玉が見える。

「敵モンスターか……!?」

「『這い寄る目玉』だね」

　ルーファスが言った。

「モンスターの射程距離でにらまれると、三十パーセントの確率で石化か毒殺されちゃうよ。危険危険♪」

「妙に楽しそうだけど、本当に危険だよな」

「うん、気をつけた方がいい。ちなみに射程距離は十メートル」

　ずりずり……。

　目玉が這いながら近づいてきた。

「いや、ほぼ十メートル以内まで来てるじゃねーか、これ!?」

　と、俺はさすがに慌てた。

「奴を倒せ、アバター！」

『魔導師』のアバターに攻撃魔法を使わせ、なんとか倒した。

「ふう、びっくりした……」

　俺は額の汗をぬぐった。

「いやー、意外と近づいてたね。もう少しで射程距離に入るところだったよ。危ない危ない」

　ルーファスがあっけらかんと笑う。

「お前、全然動じないな……」

　天然なのか、あるいは案外大物なのか。

「僕は戦闘が苦手だから助かったよ」

「アバターに任せっきりだったけどな、はは」

　礼を言うルーファスに、俺は苦笑を返した。

「そういえば……『人間が来るなんて久しぶり』って言ってたよな？　ルーファスはこのダンジョン内で長い間暮らしてるってことか？」

「出たり入ったりだね。一度ここから出ても、いつの間にか迷いこんでしまうんだ」

　ルーファスが説明した。

「今回は一か月くらいいるかな、ここに」

「随分長いな……食べ物はどうしてるんだ？」

「モンスターを倒して肉を食べたりするし、植物が生えている場所だっていくつもあるんだ。あとは特定のポイントでは栽培もできる。ついでに魚がいる水場も、数は少ないけどあるんだよ」

「へえ……このダンジョンって意外と色々なところがあるんだな」

「そうだね。一般的なイメージとしては、ダンジョンイコールただの洞窟だったり迷宮だったりするんだろうけど、実際は全然違うんだ。特にこのＥＸエクストラステージはね」

　ルーファスが嬉しそうに解説する。

「だから、慌てて出ずに、しばらくここでの暮らしを楽しんだりしてるんだ」

　ダンジョン内の生活が気に入ってるんだろうか。

　俺たちはさらに進んだ。しばらくして、巨大な祭壇を備えた部屋にたどり着く。

「これは――？」

　白い、人型の銅像。四肢が異様に長く、顔には髑どく髏ろに似た仮面がつけられている。

「聖神ゼルクの像だね」

　ルーファスが言った。

「ゼルク……？」

　全世界にダンジョンを生み出したと言われる神の名前である。

「ダンジョンはね、ゼルク神たちが作り上げた迷宮なんだ」

「神が……？」

「いや、神『たち』が――かな。で、神といっても人に好意的な存在もいれば、その逆もいる」

「……以前にも似たような話を聞いたことがあるよ」

　俺は記憶をたどった。

　そう、それはＥランクダンジョンを制覇して、女神ヴァルファリアに出会ったときだ。

「ああ、もしかして――僕の眷属から聞いたのかな？　あるいは神々から直接？」

　ルーファスがたずねる。

「眷属……？」

「僕ら天使は人を導くために、この世界で活動しているんだよ」

　ルーファスがにっこりと笑った。

「天使――だって？」

　唐突な説明に、俺は驚いて彼を見た。

「お前、人間じゃないのか……!?」

「あれ、言わなかったっけ？」

「聞いてない」

「あはは、説明しておけばよかったね」

　ルーファスはこれまで通りあっけらかんとしている。

「ダンジョンには天使の眷属が色々といるんだよ。中ボスやフロアボスとして人間を待ち構えている天使もいるからね」

「中ボスやフロアボス……？」

　もしかしたら、あの『炎の武人』も天使の一種だったんだろうか。

「まあ、僕は堕天使だけどね。ふふふ」

「えっ」

「ところで、君からは天使の気配がするね。力の質が人間よりも神に近い」

　ルーファスが微笑んだ。

　そういえば、『アイテム交換所』にいる店主は「天使」なわけだが……俺のスキルが神の力に近い、っていうのも、そのへんが原因なんだろうか？

「力って――俺のスキルのことを言ってるのか？」

「そうだよ。本来、人間が持つスキルというのは、あくまでもその人間が持つ固有能力を言い表したものに過ぎない。『人としての能力』なんだ。でも、君は違う」

「俺が、神の力を持っているっていうのか？」

「正確に言うなら『人の力』と『神の力』が混じり合っているみたいだ」

　ルーファスが俺を見つめる。すべてを見通すような深い瞳――。

「混じり合う――」

「君は、その力をどうやって手に入れたんだい？」

「俺の、このスキルは……」

　――俺はスキル【アイテム交換所】を会得した経緯を簡単に説明した。

「なるほど……キリ番か」

「きりばん……って、どういう意味なんだ」

　そういえば、意味が分からないままだった。

「古代国家イニシェ＝ノータク発祥の文化さ。『キリのいい番号』を略して『キリ番』っていうんだ」

「キリのいい番号……」

　そういえば、俺は７７７７７人目の訪問者だって言ってたな。確かに『キリ番』だ。

「あの方らしいね」

「えっ」

「君のスキルを進化させたのは、まさに神……聖神ゼルク様だよ」

　ルーファスが説明する。

「もともとの君のスキルが神の力で進化した――人と神の混合スキル。それが君の【アイテム交換所】の本質だね」

「人と、神の――」

「だからこそ、スキル内空間である『アイテム交換所』に行くと天使に出会えるんだろう。天使とは、神の力の執行者だからね」

　ルーファスが語る。

「なんか……それっぽい説明だな。まるで本当に天使みたいだ」

「いや、僕は本当に天使だからね!?」

　ルーファスが心外そうに抗議する。

「君はいずれ、もっと神の力に迫れるかもしれないね。この先も試練を勝ち抜いていけば」

　そして表情を一転させ、意味深なことを言った。

「僕ら天使は基本的に人間の味方だよ。今日出会えたのは、半ば偶然だ。けど運命とも言える。だから――」

　と、差し出した右手には一枚の札があった。

「これは……？」

「『天使のチケット』。お近づきのしるしさ」

　ルーファスがにっこりと笑って言った。

「まあ、護符みたいなものだと思ってもらえばいいよ。僕らが友達になった証だね」

　護符の表面には何も書かれていない。

　これ、どういうアイテムなんだ……？

「別に友達になったつもりはないけど……」

「えっ、違うの!?」

　ルーファスはショックを受けたようだった。

「だって、会ったばかりだし……」

「せっかく気の合う人間を見つけたと思ったのに……思ったのに……」

　そこまで落ちこまれると、さすがに罪悪感が湧いた。

「い、いや、ほら、これから友達になるかもしれないし」

「天界じゃ一人も友達がいなくて、ぼっち街道まっしぐらで……そんな僕にもようやく心を開ける友ができたと思ったのに……思ったのに……」

「あー、分かったよ！　友達でいい！　俺とお前は友達！　これでいいか！」

「ははは、それでこそ我が親友だ」

　一秒で立ち直りやがった、こいつ。

　俺たちはさらに進んだ。

「友達♪　友達♪　僕らは友達♪」

　ルーファスはさっきからずっと上機嫌で、歌まで歌っている。俺が友達宣言したのがよほど嬉しかったらしい。

「単純な奴……」

「ん？　何か言ったかい、我が友よ」

「なんでもない」

　でも、まあ……そこまで喜んでくれると、ちょっとだけ俺も嬉しいかな。

「もうすぐ出口だよ」

　ルーファスが言った。

「この先の角を曲がって、まっすぐ進めばたどり着く」

「そうか。やっと出られるんだな」

　俺はホッと一安心する。と、そのときだった。

　うおおおおおんっ。

　うおおおおおんっ。

　ぶるるるおおんっ。

　うなるような音は生物の声のようだ。重層的に響く不気味な声に、俺は自然と警戒態勢に入る。

「――まずいな」

　ルーファスがつぶやいた。さっきまでのお気楽口調ではなく、真剣な声だ。

「どうした？」

「奴が、目覚めた」

　俺の問いに答えたルーファスの顔から笑みが消えていた。

「『侵食者』が、ね」

「なんだって？」

「『侵食者』――簡単に言えば、このＥＸエクストラステージでときどき生み出されるモンスターの一種さ。【闇】の深淵から時々現れては、一定時間でまた元の場所へと去っていく……」

　ルーファスが説明する。

「放っておけば、ダンジョンの外に出て人や町を襲う。実際、これまでも何度か近隣の町が被害に遭っているみたいだからね」

「近隣の町が――」

　言われて、ハッと思い出した。

　そういえば、『月光都市』エルドシティにいたとき、冒険者たちの噂でこんな話を聞いたことがある。

『氷結都市』の近隣に凶悪なモンスターが現れ、付近の町を襲っている、と。

　そのときは、俺みたいな底辺冒険者には関係がない話だし、かかわりたくないとしか思わなかったけれど――。

「この場で殲せん滅めつしないと大きな被害が出るだろうね」

「大きな被害って……」

「町の一つや二つ、あっさり壊滅しちゃうくらいの戦闘能力さ。はっきり言って強いよ。どうする、ゼノくん」

「……とりあえず行ってみるよ」

　俺に太刀打ちできる相手かどうかは分からないけど。放っておけば、外に出て人や町を襲う――なんて言われたら、そのままにはしておけない。

　あの頃の俺なら「逃げ」一択だったろうけど、今はもう違うんだ。

　俺は――俺が手に入れた力で多くの人を守れる可能性があるなら、賭けてみたい。

「そいつの場所は分かるか？」

「僕は『侵食者』の気配をたどれるからね」

　ルーファスがうなずく。

「じゃあ、案内してくれ」

　俺は腹を決めて言った。




　俺たちは巨大なホール状の場所に出た。その中心部に、そいつはいた。

　黒い巨体。六本の腕と、背中に生えた四対の翼。そして、赤く燃える六つの瞳。

「なんだ、こいつは――」

「『侵食者』さ」

　ルーファスがつぶやいた。

「これが……！」

「その名の通り、この世界を侵食する存在……」

　初めて見る、険しい表情だった。

「神や天使ではアレを直接倒すことはできないんだ。人間である君の出番だよ、ゼノくん」

「よく分からないけど、倒せばいいんだな？」

　要はモンスター討伐だ。

「俺のアイテムがどこまで通用するか――まずは、やってみるよ」

　どのみち、放っておけばこいつは人を襲うって話だったしな。

「行け、アバター！」

　俺は二体のアバターを呼び出した。

　さあ、勝負だ――。










第７章　世界の敵




『戦士』と『魔導師』、二体のアバターが『侵食者』に向かっていく。

　るおおおおおおっ。

　雄叫びを上げて、『侵食者』が六本の腕を振り回した。巨大な竜巻が起こって二体のアバターが吹き飛ばされる。

「こいつ……！」

　竜巻の風圧が強すぎて、アバターたちが近づけない。さらに『侵食者』の翼が発光し、赤い光線が放たれた。

　きゅごぉぅっ！

　まっすぐ突き進み、ダンジョンの壁に大穴を開ける。

「あれは……」

　穴の向こうに外の景色が見えた。小高い丘の下に、小さな町がある。

　と――『侵食者』が壁の穴に向かって歩いていく。

「外に出る気か!?」

　俺はギョッとして、アイテム置き場から『バインドガン』を取り出した。

「させるか――」

　こいつは、銃口から光のロープを発射して対象を拘束する捕獲用のアイテムだ。あの巨体に通じるか分からないけど、こいつで動きを止めてやる。

　発射――。

　銃から放たれた光のロープが『侵食者』の巨体に絡みついた。

「よし、これで――」

　多少なりとも動きを止められるはずだ。その間に、アバター二体と俺の魔剣『双竜牙剣ゼルドファング』や『魔法弾マジックミサイル』で総攻撃をかける。

　バチィッ！

　だが、巨体を拘束したロープは一瞬で引きちぎられた。

「なんてパワーだ……！」

「さすがに強いねぇ」

　ルーファスがのんきな感想をもらす。

「お前、完全に観戦者モードだな……」

　俺はため息をつきつつ、

「なら、これでどうだ！」

　次は追加で『魔法弾マジックミサイル』を放った。

　ごうっ、ごうんっ！

　次々と着弾するが、『侵食者』はまったく歩みを止めない。体の表面にかすかな焦げ目がついた程度だった。当然ノーダメージだろう。

「飛び道具は通じない、か」

　ならば――。

「アバターたち！　あいつを止めろ！」

　と言いつつ、俺は魔剣を取り出した。危険だけど接近戦を仕掛けるしかない。俺は二体のアバターとともに突っこんでいく。『侵食者』はこちらを向くと、六本の腕を大きく振り上げる。

「またさっきの竜巻を撃ってくる気か……！」

　すかさず『魔導師』のアバターが魔力弾を放った。俺も手持ちの『魔法弾マジックミサイル』を放つ。

　同時攻撃だ。狙いは――『侵食者』の右の一番上にある腕。

　ごうんっ！

　全弾命中！

　うおおおおんっ。

『侵食者』は苦鳴をあげた。俺たちの爆撃を受けた腕が、だらりと下がっている。

　そして俺たちを憎々しげににらんだが、さっきと違って竜巻は撃ってこない。六本のうち一本でも負傷すると出せないようだ。

「よし、これで竜巻は封じた。このまま奴に近づいて接近戦だ！」

　俺は指示を出しつつ、二体のアバターとともに『侵食者』との距離を一気に詰めた。『戦士』が連続して斬撃を繰り出し、『魔導師』が炎や雷を放ち、『侵食者』を牽制する。

　さらに、俺が魔剣を次々に投げつけた。

　ごううっ！

　矢のように降り注ぐ五本の魔剣を、『侵食者』は口から吐き出した火炎で焼き溶かした。ほぼ同時にダメージを受けていた奴の腕が回復する。すかさず、反撃の竜巻攻撃が来た。

「うわっ……！」

　俺たちはまとめて吹き飛ばされ、せっかく詰めた距離がまた離れてしまった。

「こいつ……っ」

　強い――。今まで戦ったことがある中ボスやフロアボスとは桁が違う。

「ハードな相手だな……」

　俺はこみ上げる緊張感にうめいた。けど、ここで逃げたら、大勢の人が襲われる。

「逃げないからな、俺は――」

　俺はアバター二体とともに『侵食者』とふたたび対峙した。闇雲に攻撃しても通用しないことは分かった。今までの敵ならアバターの力押しで行けたんだけど、こいつはそういうレベルじゃない。

「どうやって攻略するか――」

　ぎゅおおおおっ。

　思案していると、いきなり『侵食者』が吠えた。

　ぼこっ、ぼこっ……。

　その背中が大きく盛り上がり、肉体の一部が分裂して飛び出す。それらは空中で変形して、六本の腕を持つ怪物と化した。そう、ちょうど『侵食者』を二回りほど小さくしたような姿だ。

　数は全部で五体。

「分身体アバターを生み出したね」

　ルーファスが告げる。

「分身体……？」

「ちょうど君と同じ戦法だ」

「あの分身体も強いのか」

「さすがに本体よりは弱いけど、そこそこ強いよ」

　ルーファスが言った。にっこりとして楽しげな様子で続ける。

「分かりやすく例えるなら、一般的なドラゴンくらいかな。単体で大都市を攻め落とせるくらい」

「そこそこどころか、めちゃくちゃ強いじゃないか！」

　俺は頭を抱えた。本体だけでもとんでもない強さだっていうのに、さらに分身体が五体も追加されたわけだ……。

　――分身体は、やはり強かった。本体とそこまで遜色がない。

　そんな分身体の猛攻に、俺は苦戦を強いられた。分身体に手こずっているうちに、本体から竜巻が飛んできて何度も吹き飛ばされる。

「本体にはとても近づけないな……」

　壁際まで吹っ飛ばされながら、俺は『侵食者』をにらんだ。左右には『戦士』と『魔導師』のアバターが控えている。二体ともあちこち傷だらけだった。

「まず分身体を一体ずつ倒しながら、なんとか攻撃のチャンスを探るしかない……！」

「うん、いいと思うよ。がんばって」

　ルーファスが気楽に言った。

「……完璧に応援係だな、お前」

「だって、戦えないし」

　しれっと告げられてしまった。

「まったく、こいつは……」

　おおおおおおおんっ！

　さすがに憮然としたそのとき、『侵食者』本体からまばゆい光がほとばしった。

「今までの竜巻攻撃とは違う!?」

　ぐおうっ！

　次の瞬間、爆光と衝撃波が吹き荒れる。

「うわわわっ……！」

　俺とルーファスは慌てて伏せた。周囲に破壊エネルギーが荒れ狂う。

「あー、びっくりした……」

「伏せないと吹き飛ばされてたね……」

　俺とルーファスは顔を見合わせる。

「まだ戦う気かい、あれと？」

　ルーファスがたずねた。

「今までの攻防で分かっただろう。はっきり言って、並のモンスターなんて比べ物にならないくらい強いよ、あれ」

「……お前が戦えって言ったんだろ」

「そうだね。けど君に従う義理はないはず。当然、断る権利もある」

　ルーファスが俺を見つめた。どこか値踏みするような――俺を推し測っているかのような目だ。

「実際、『侵食者』を見て逃げ出す人間は多いよ。たとえ勇者や英雄と呼ばれるような者でもね。僕はそういう人間を何人も見てきたし、無理もないと思う。責められない」

「ルーファス……？」

「『侵食者』はそれほどまでに強い。君には、実際にその目で見てもらって、それから戦うかどうかを判断してもらいたかった」

「俺の答えはもう言ったはずだ。戦う。今――戦えるのは俺だけだからな」

　こみ上げる緊張と不安を押し殺し、俺は言い放った。

　このまま奴を放置して逃げ出せば、近くの町が確実に襲われる。それを黙って見過ごせない。いちおう冒険者の端くれだからな、俺は。

「なるほど、立派だね。神の力を付与されるのにふさわしい精神だよ」

　ルーファスが笑った。

「なんだよ、急に褒めて」

「いや、君の場合はキリ番――単なる偶然で力をもらったんだっけ、ふふ。偶然とはいえ、持つべき者に力が渡った、か。あるいはこれこそが運命なのか――」

「理由がなんであれ、俺には戦う力があるんだ。だから人を助けるために使う――それだけだろ」

「素晴らしい心がけだね」

　ルーファスが笑みを深くした。

「よし、これを貸してあげよう」

　ぽんっ。

　白い煙が上がり、俺の前に細長い板が出現した。

「なんだ、これ……？」

「『フライトボード』。空を飛ぶための道具さ」

　ルーファスが微笑む。

「今のところ地上戦になっているけど、あの『侵食者』は飛行タイプだからね。君も飛行手段を持っておいた方がいい」

「……分かった。使わせてもらう」

「じゃあ、使い方を簡単に説明するね――」

　俺はルーファスに『フライトボード』の使い方を教わると、ボードに飛び乗った。

「お、意外と安定してるな」

　もっとグラグラと揺れるのかと思ったけど、両足がボードにぴったり吸い付く感じで、落ちそうな不安感が全然ない。

　これなら――飛べる！

「行っくぞー！」

　俺はルーファスから借りた『フライトボード』に乗って飛び出した。そのまま『侵食者』に近づいていく。と、そのときだった。

「我は『侵食者』――刻印名コード『アウシル』……！」

　黒い巨人が俺をにらむ。

「アウシル……？」

　こいつ、話せたのか――。

　突然話し出した『侵食者』に俺は戸惑いを隠せなかった。

「この世界は我らのもの――」

　アウシルの六つの目が憎々しげに俺をにらむ。

「侵略者よ……人間よ……おとなしくこの世界から立ち去れ……」

「侵略者？　人間が、か？」

「神の策略により、我らはこの地を追われ――そして悠久の時を経て、戻ってきた……」

　アウシルが告げた。

「『侵食者』などと名付けられたが……我らは断じてこの世界を『侵食』などしていない……！　我らこそは、この地への『帰還者』なり……っ！」

　なんだか、妙に壮大そうな話だ。

「じゃあ、あとは任せたよ、ゼノくん」

　ルーファスがいつの間にか五十メートルくらい離れた場所にいた。

「あいつも本気になったみたいだし、今まで以上に激しいバトルになりそうだからねー。僕は安全な場所で応援してるよ。ふれーふれー、ゼノくんっ」

「気楽に言ってくれるな……」

　俺は苦笑交じりにため息をついた。

「ま、そういうことなら……一人でがんばるか」

　どのみち、ルーファスは戦えないんだし、俺がやるしかない。

「来い、『双竜牙剣ゼルドファング』」

　魔剣を呼び出す。

　残りは――十二本か。

「行っけぇぇぇぇぇっ！」

　まず五本の魔剣をいっせいに射出した。

　がききいいいんっ！

　そのすべてが奴の表面装甲に触れたとたん、砕け散る。

「なんだと――!?」

「我が装甲は超振動している……触れただけで砕ける……」

「ご丁寧な解説、どうも」

　軽口を叩くが、状況はなかなかシビアだ。

　残りの魔剣は七本だし、一斉射出はしない方がいいな。

　――と、そのときだった。

「【フリーズ】！」

　突然響いた声とともに、分身体の一つが動きを止めた。

「なんだ、いったい――!?」

　怪訝に思いつつも、微動だにしないそいつに向かって新たな魔剣を叩きつけた。

　ばしゅっ……！

　中心部を貫かれた分身体が爆散した。

「いける――」

　動きが止まっている状態なら、装甲の振動も止まっているんじゃないかと思って、攻撃してみたけど……正しかったようだ。

　ただ、今のスキルは誰が放ったものなんだろう？

「この力――刻印名コード『アムディエル』のものか……！」

　アウシルがうめく。

「えっ？」

　振り返ると、そこに一人の少女がいた。薄桃色の髪に純白の翼――天使アムディエルことアムだった。

「アム!?　どうしてここに……？」

「ピンチのようでしたから、『アイテム交換所』の中から来ちゃいました」

　ぱたぱたと背中の翼を動かしながら、アムが俺のところまで飛んできた。

「本当は規則違反なんですけどね……あなたに情が移ってしまいましたから」

「助かったよ。ありがとう」

「さすがに正面切って戦うと、私自身が規則違反で消滅させられてしまいますが……サポートくらいなら天界からの厳罰で済むと思います」

「厳罰って……よく分からないけど、いいのかそれ？」

「情が移った、と言ったでしょう。私は、あなたを気に入っているんです。ゼノ様」

　アムが俺のそばに降り立つ。

「私は天使ですから直接あれと戦うことはできません。ですから、私が今からやるのはあくまでもあなたの補助です」

　と、アムが説明する。

「ちなみに刻印名コード『ルーファス』もサポート程度ならできるはずです。厳罰覚悟なら、ですが」

「あいつも？」

「まあ、彼は気まぐれですし、そうそう手を貸してくれることはないでしょう」

　アムが肩をすくめた。

　どうやら彼女はルーファスのことを知っているようだが……？

　いや、今はそのあたりのことはいい。

「じゃあ――サポートを頼む」

　厳罰というのは気が引けるが、近くの町が襲われるか否かの瀬戸際だ。アウシルの戦闘能力を考えると、こいつを外に出したら甚大な被害が出る――。ここで食い止めるしかないんだ。

「はい。あれは強敵です。アイテムを惜しみなく注ぎこんでくださいね」

「人に与くみする天使め……【光】の軍勢め……」

　アウシルがうめいた。

「我ら【闇】の軍勢にどこまでも立ち向かうか」

「ええ、それが【光】の【光】たるゆえん。天使たる私の使命――」

　アムが静かに告げた。荘厳な、天使そのものの声音。普段の態度とは、まるで違う。

　これが天使としてのアムの――アムディエルの姿なのかもしれない。

「――ねえ、今のセリフ格好よかったですよね？　ね？」

　アムが俺の顔を覗きこんだ。

「ああ、どうせならアイテムを使って録画しておけばよかった……あ、まだ録画機は持ってないんでしたね。残念。今の絶対格好よかったのに。永久保存版ですよ！」

「……あ、ああ、そうだな」

　俺は勢いに気圧されながら、汗ジトでうなずいた。

　そして――俺たちは最後の戦いに挑む。




　アウシルや分身体に牽制の攻撃をしながら、俺たちはいったん距離を取った。奴らがふたたび間合いを詰めてくるまでの時間を利用し、作戦の打ち合わせを行う。

「まず分身体から倒していこう。さっきアムが使ったのは『敵の動きを止める』スキル、って考えればいいのか？」

「その通りです」

　俺の問いにアムがうなずく。

「効果範囲が狭いので、分身体を全部一度に止めることはできません。それと同レベル以上の相手には効きづらく、アウシル本体にも効果はないはずです」

「なるほど……」

　じゃあ、やっぱり分身体から狙っていくのがベストだな。

「よし、一体ずつ順番に分身体の動きを止めてくれ。そいつを俺が魔剣で叩き斬る」

　俺はアムに告げた。

「まず一番右側から止めますよ」

「分かった」

　アムの言葉にうなずき、俺は走った。

「【フリーズ】！」

　同時に、アムがスキルを発動する。分身体の動きが完全に止まった。

「いいぞ、アム」

　そこに突進した俺が、魔剣を叩きつけた。【フリーズ】のおかげで超振動装甲が機能していないから、簡単に斬り裂ける。

「二つ！　次！」

　俺は次のターゲットを探す。と、二体同時に正面から突っ込んできた。

「アム、右だ！　俺は左を撃つ！」

「――分かりました！」

　とっさの指示だったが、アムはすぐに意図を理解してくれたらしい。

　俺は『バインドガン』を使って右の分身体を拘束しようとする。超振動装甲によって、光のローブはすぐに引きちぎられるが、かまわず連射した。とにかく足止めさえすればいい。

「【フリーズ】！」

　その間にアムが左のやつを静止させた。すかさず魔剣でそいつを斬る。

「三つ！　アム、今度は右だ！」

　言いながら、俺は体をひねって方向転換する。

「【フリーズ】！」

　ちょうどいいタイミングでアムがスキルを発動した。動きが止まった四体目を、俺はなんなく両断する。

「四つ！　あと一つ――」

「おのれっ……！」

　アウシルが向かってきた。

「こうも手際よく我が分身体を破壊していくとは――」

　もしかしたら、新たに分身体を生み出すかもしれない、と警戒したが、その様子はない。分身体は五体で打ち止めなのか、あるいは連続で生み出せる数には限りがあるのか。どちらにせよ、残るは最後の分身体と本体だけだ。

「アバターたち、あいつを足止めしてくれ！」

　俺は指示を出しながら、さらに走った。

「その間に俺が五つ目の分身体を斬る！」

「【フリーズ】！」

　アムがすかさずスキルを発動。動きが止まった五体目を、俺は魔剣で打ち倒した。

「五つ！　これで分身体は全部倒した――」

　俺は『侵食者』に向き直る。

「残るはお前だけだ、本体！」

「むう……ダンジョンをすべて踏破し、我らを異界に押し返すなど……本当にやるつもりか……」

　アウシルがうめいた。

「そうはさせんぞ……我らの仲間がダンジョンから進出し、やがてこの世界にふたたび戻ってくる……」

「何……!?」

「ダンジョンとは……我らが閉じこめられた世界と人間界の間を塞ぐ蓋のようなもの……やがてそれは外れ、我らはこの世界に……あふれる……」

「何を、言ってるんだ……!?」

　分からない。分からないけど、すごく嫌な予感がした。こいつの言う通りには絶対にしちゃいけない。

　そう、この世界を守るために――。

　脳裏に浮かぶ、アリシアや仲間たちの顔。

　彼女たちの笑顔を守り、共に生きていくために――。

「お前たちの好きには、させない！」

　そのとたん、空中にメッセージが表示された。アウシルの動きに注意しつつ、さっと目を走らせる。





『アイテム交換所（ランク３）』

　交換可能アイテム一覧

・鳳竜牙剣ファイゼルファング……魔石Ｒ30個＋侵食者の魔石５個と交換

　↑ｎｅｗ！

・ジェットエンジン……魔石Ｒ35個と交換

　↑ｎｅｗ！

・？？？？？（？？？）……一定条件で解放

・ルーンリング……魔石Ｒ22個＋魔力の種子60個と交換

・魔法の罠・中級（雷撃タイプ）……魔石Ｒ18個＋雷獣の爪１００本と交換

　……ｅｔｃ.

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






　やはり、新しいアイテムを追加したというメッセージだ。

　新アイテムは二つだった。

『？？？？？（？？）』に関しては相変わらず謎のままだが……。

　まず、『鳳竜牙剣ファイゼルファング』の説明を見てみるか。





・鳳竜牙剣ファイゼルファング……魔石Ｒ30個＋侵食者の魔石５個と交換

　双竜牙剣ゼルドファングの強化版。

　五秒間だけ敵の攻撃を無効化するフィールドを生成する。連続発動は不可。






「『侵食者の魔石」って……もしかして分身体を倒して出たやつか？」

　試してみるか。

「『鳳竜牙剣ファイゼルファング』一本をその条件で交換してくれ」

　呼びかけてみる。

　ヴンッ。

　すると、俺の手元に一本の剣が現れた。『双竜牙剣ゼルドファング』と違って、ショートソードくらいの大きさである。

「お、交換できた」

　ということは、やっぱり『侵食者の魔石』っていうのは、さっき分身体を倒して手に入れたやつのことだな。

　ジェットエンジンの方も説明を見てみよう。





・ジェットエンジン……魔石Ｒ35個と交換

　飛行系アイテムに組み合わせることで機能を発揮。そのアイテムの加速と最高速度を大きく上昇させる。






「飛行系アイテムって、この『フライトボード』もそうだよな」

　魔石と交換して入手し、こいつをボードに取りつけた。ちょうどボードの背部に取りつける場所がある。まるで、このボードのために作られたようなアイテムである。

「さあ、最後の攻防だ――」

　俺はジェットエンジン付きになったフライトボードを発進させた。

　ぎゅおおおおおおおおおおおっ！

　ジェットエンジンの出力を最大にして空中を翔ける。まさしく矢のような速度を発揮し、俺はアウシルに突っ込んでいった。

「空戦速度が上がったところで同じことだ！　撃ち落としてくれる！」

　アウシルが次々と光弾を放ってきた。

「『鳳竜牙剣ファイゼルファング』！」

　俺は新型の魔剣を掲げた。

　ヴ……ンッ！

　魔剣の能力である『五秒間の無敵フィールド』が展開される。

　光弾群はそのフィールドに触れたとたん、霧散した。

「なんだと!?」

　アウシルが驚愕の声をあげる。

「いける――」

　このフィールドがあれば、光弾を気にせずに済みそうだ。俺は一直線にアウシルへと突っこんだ。ジェットエンジンを全開にして、フルスピードで肉薄する。

「これで――」

『フライトボード』から飛び降り、俺はアウシルの頭部へと向かっていく。

　特攻だ。切っ先をまっすぐに突き立て、

「終わりだぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ざしゅぅぅぅっ……！

　魔剣でアウシルの中心部を、貫いた。

「はあ、はあ、はあ……」

　地面に降り立った俺は荒い息を吐き出した。

「おのれ……おのれぇぇぇ……」

　アウシルの体が無数の黒い粒子になって分解されていく。どうやら今の一撃で致命傷を与えることができたようだ。

「だが――我を倒したくらいでいい気になるなよ……貴様らが【光】によって守られているとしても……我ら【闇】は必ずこの世界を手に入れる……」

【光】と【闇】……か。

「いや『帰還』してみせる……かつて【闇】がこの世界すべてを覆っていたときのように……それを阻むのであれば、貴様もまた我ら【闇】の眷属の、敵……」

　無念の声を残し、アウシルは完全に消え去った。

「やりましたね、ゼノ様！」

　アムが翼をぱたぱたさせて喜ぶ。

　俺は呼吸が激しく乱れていて、すぐには返答できなかった。

「倒した――のか？」

　呼吸を整えながら、つぶやく。

　なんだろう、胸の奥に残るこのざわめきは。

　敵を倒したという勝利の爽快感も、達成感も、安堵感も、何もない。

　俺は……本当に倒すべき敵を倒したんだろうか？

　モヤモヤした気持ちが、いつまでも消えなかった――。




　アムは空間に溶けるようにして姿を消した。『アイテム交換所』がある異空間に帰ったんだろうか。

「アレを倒したのかい？　見事な手際だったね」

　それと入れ替わるようにしてルーファスがやって来た。ニコニコ顔で本当に嬉しそうだ。

「予想以上の戦果だよ」

「えっ」

「せいぜい足止めしてくれればいい、くらいの気持ちだったんだけどね」

　ルーファスが笑顔のままで言った。

「君は――いや、君たちは思ったよりも強くなっているみたいだ。さすがは『進化の間』に選ばれたスキル保持者ホルダーだね」

　――と、空中に光り輝く文字が表示された。

「これは……!?」

　アウシルを倒したことで、さらにラインナップが追加されたんだろうか。





・魔導分身体アバター（竜戦士）……魔石Ｒ50個＋魔石ＳＲ３個＋混沌石１個と交換

※入手条件：他のアバターを二体以上入手していること。






「『？？？？？（？？）』って表示されていたやつか、これ」

　俺はハッと気づく。

　ただ交換条件に「混沌石」ってのがあるな。魔石とは違うんだろうか……？

「あ、そうだ。これを持っていくといい」

　ルーファスはモンスターの死骸から何かを取り出した。紫色の光沢を放つ石が、二つ。いずれも表面が明滅している。

「魔石……？」

　だけど、見たことがない色だ。

「魔石じゃないよ、これは――」

　ルーファスが言った。

「混沌石さ」

「混沌石……？」

　俺はその二つの石をまじまじと見つめた。

「もしかして、三つ目のアバターの交換条件に書いてたやつか？」

「そうだね。特別なアイテムの交換に使えるんじゃないかな」

　ルーファスがにっこり笑う。

「光と闇のはざまに生まれる超レアな魔石さ。これから先、きっと君の役に立ってくれるよ」

「超レアな魔石……か」

　その後、俺たちはさらに通路を進んだ。

「いや、本当に助かったよ。『侵食者』を倒せる人間は限られているからね」

「俺だけの力じゃない。アムや……お前だって助けてくれただろ」

「あはは、僕は直接戦うことはできないけどね。なんとか君の役に立ててよかったよ」

　ルーファスが笑う。

「なあ……他のダンジョンにもここみたいな場所があるのか」

「ＥＸエクストラステージかい？」

「それに……『侵食者』ってやつは他の場所からも生まれるのか？」

「うーん……その問いはどちらもイエスだね」

　と、ルーファスが言った。

「ちなみにダンジョンのランクが高いほど、ＥＸエクストラステージの難易度も上がるよ」

「じゃあ、さらに高ランクのダンジョンに行けば、もっと……」

「当然、ここよりも難易度が高い。鬼高いね」

「鬼なのか」

「鬼だね」

　ルーファスはなぜか笑顔だった。

「そして――そこから生み出される『侵食者』もＥＸエクストラステージのランクに応じて強くなる」

「……さっき戦ったやつよりも？」

「当然」

　ルーファスはますます嬉しそうだ。

「それって……大袈裟じゃなく世界の危機じゃないか？　たとえば最高難度のダンジョンに繋がってるＥＸエクストラステージがあったら、そこからはとんでもない強さの『侵食者』が出てくるってことじゃないのか？」

「そういうのは、俗に魔王とか魔神とか呼ばれたりするね」

　あっけらかんと告げるルーファスだけど、その目は異様なほど妖しくギラついていた。まるで、こいつ自身が魔王や魔神の類であるかのように――。

「な、何……!?」

　そのとき、前方から光があふれ出した。

「あ、ＥＸエクストラステージの出口だね」

　ルーファスがにっこりとして言った。

「僕は人間の世界に直接踏み入ることができないんだ」

「えっ」

「アムディエルにも異空間でしか会えなかっただろう？　ここは一種の異空間だから例外的に現界できたけど」

　ルーファスが説明した。

「だから、ここでお別れだ。僕は別の空間に行くよ。君は元の場所へ戻るといい」

「ルーファス……」

「ここまでありがとう、ゼノくん」

「ん？」

「ひさびさに人間と一緒に冒険できて楽しかったよ」

　ルーファスが微笑む。本当に嬉しそうな笑顔だ。

「友達になってくれて――ありがとう」

「まあ、勢いに押されて、な」

　俺は苦笑交じりに言った。

「なあ、ルーファス。俺たち、また会えるのか？」

　俺はルーファスにたずねた。

「はは、友達だからね。きっと再会できるよ」

　笑みを深めながら、ルーファスの姿がゆっくりと薄れていく。

「またね」

　微笑んだまま、天使の少年は静かに姿を消した。

「また……な」

　そのときお前は――『友達』として、俺の前に立ってくれるのか？

　それとも――。




　気がつくと、俺は元の場所にいた。そう、落とし穴（？）に落ちる前の場所だ。

「戻ってきた……のか？」

「ゼノさん！」

　と、アリシアが駆け寄ってきた。

「姿が見えないから心配しました……」

「悪い。なんか変な場所に迷いこんだみたいで」

　俺はアリシアに頭を下げる。それから、みんなにも、

「悪かった。はぐれて、なかなか合流できなくて」

「いや、無事で何よりだ」

　グラントが笑う。

「しかし、十分くらい姿が見えなかったが、どこにいたんだ？　穴の中を探したが、姿が見当たらなかったぞ」

「十分？」

　――ということは、俺がＥＸエクストラステージにいた時間と、この世界の時間はズレがあるのかもしれないな。

「実は――」

　俺はみんなと離れていた間のことを説明した。

「へえ、天使に混沌石……？　あの伝説の――」

　興味をひかれたような顔をしたのは、エルフ娘のカチュアだ。

「何か知ってるのか、カチュア」

「私たちエルフの伝承にあるのよ。混沌石って」

「魔石とは違うのか、これ？」

　と、懐から混沌石を取り出す。

「そうね……おおざっぱに言うと、魔石の上位存在というところかしら」

「上位存在……」

「あ、そうだ。この混沌石を使って『竜戦士』のアバターを入手できるようになったんだった」

　混沌石がこれからどれくらいの頻度で手に入るか分からない。とはいえ、アバターは非常に有用な戦力だ。『戦士』も『魔導師』もダンジョン攻略の主力と言っていい。

　三体目のアバターはぜひ入手しておきたい。

「混沌石は二つあるし、一つ使うか」

　俺はしばらく考えたあと、決断した。『戦士』と『魔導師』のアバターはいずれもダンジョン探索で大活躍してくれている。この三つ目のアバターもきっと強力な味方になってくれるだろう。

「【アイテム交換所】を起動。『竜戦士』のアバターとこいつを交換だ」

　必要な魔石や混沌石を並べ、スキルを発動する。

　ず……んっ！

　次の瞬間、地響きを立てて『竜戦士』のアバターが地面に降り立った。

　全長は五メートルほど。素体は『戦士』や『魔導師』と同じく黒い棒人間といった感じで、その全身に真紅の装甲をまとっている。

　背中から翼が、腰からは尾が伸びていた。頭部は獰猛な竜の顔だ。

「よろしく頼むぞ、『竜戦士』」

　俺は新たな味方に声をかけた。

　ぐおお……んっ。

『竜戦士』が雄叫びを上げる。

「よし、引き続き『氷結都市のダンジョン』制覇を目指して――」

　俺たちの冒険は、まだまだ続く。





つづく












書き下ろし番外編　幻の食材を求めて




「今日もダンジョン探索おつかれさまでした！」

　俺たちは『氷結都市のダンジョン』から出た。

　現在、俺たちは六人パーティーである。

　以前の町ではアリシアと二人でダンジョン探索をしていたんだけど、二週間近く前にこの氷結都市に来てから新たに四人パーティーと合同で探索をするようになった。

　中年戦士のグラント、エルフ娘のカチュア、盗賊少女のマーヤ、そして老ドワーフのギラール……彼らとともにダンジョンの隠しスポットでモンスターを狩りまくり、大量の魔石を集めているところだ。

　そうやって戦力を整えてから、あらためてダンジョン攻略を再開する予定だった。俺たちは今日の分のノルマを終え、とりあえず解散した。

　俺とアリシアはいつもの宿――『氷ひょう撃げき亭てい』に帰ってきた。

　ちなみに、ここは『雷鳴都市のダンジョン』に挑んでいたときに泊まっていた『雷撃亭』の姉妹店らしい。なんでも全国にチェーン展開しているんだとか。

「あ、新しくアイテムを補充しないとな」

　俺は自分の取り分の魔石をいくつか取り出した。

　それからスキル【アイテム交換所】を発動する。

　と――。

「ん、なんだこれ？」





『アイテム交換所（ランク３）』

　交換可能アイテム一覧

・野外用テント（迷彩魔法仕様）……魔石Ｎ20個と交換

　↑ｎｅｗ！

・防御呪文発生機能付き寝袋……魔石Ｎ15個と交換

　↑ｎｅｗ！

・簡易魔導コンロ……魔石Ｎ12個と交換

　↑ｎｅｗ！

・浄水魔導装置……魔石Ｎ10個と交換

　↑ｎｅｗ！

・絶対に焦げ付かない焼き網……魔石Ｎ７個と交換

　↑ｎｅｗ！

・肉も野菜もサクサク切れる強化付与包丁……魔石Ｎ５個と交換

　↑ｎｅｗ！

※アイテムは随時追加されます。

※交換アイテムが一定数を超えることで『アイテム交換所』のランクが上がります。






　いつもとは違うラインナップが表示されていた。

「なんかキャンプ用の道具っぽいのが多いな……」

　しかも、ただのキャンプ用品じゃない。迷彩魔法仕様の野外テントや防御呪文発生機能が付いている寝袋……要は、モンスター対策まで考えられたキャンプ用品である。

「俺たち冒険者用に作られたような道具じゃないか……」

「野宿にもピッタリですし、キャンプにも使えますね」

　アリシアが嬉しそうに言った。

「今までのアイテムはもっと戦闘寄りだったのにな……どうなってるんだ？」

　よく目を凝らすと、アイテム表示欄の隅の方に『種別：生活』って書いてある。『種別：戦闘』という項目もあって、ラインナップ表示を切り替えられるみたいだ。

「もしかして――生活雑貨？」

【アイテム交換所】はてっきりダンジョン攻略に必要な戦闘用のアイテムを入手するためのスキルだと思ってたんだが――こんなアイテムもラインナップされていたとは。

「うわー、すごいです！　いいですね、これっ！」

　アリシアがめちゃくちゃ食いついてきた。

　まあ、気持ちは分かる。はっきり言って、俺もテンションが一気に上がっていた。

「せっかくだから、今度のクエストはキャンプ風に過ごしてみませんか」

「いいな。せっかくだから、グラントたちのパーティーにも呼びかけてみよう」

　俺たちはにっこりと笑い合った。




「キャンプ用のアイテム？」

　翌日、俺たちは昨日のアイテムのことをグラントたちに説明していた。

「たとえば、『簡易魔導コンロ』……このアイテムで焼くと、肉がジューシーに仕上がる」

「ほう？」

　ギラールが目をぎらつかせた。

「肉の旨味が増すということか？　そんな調理器具は初めて聞く……興味があるな」

「お、鍛冶師の血が騒ぐ？」

「当然だ、がはは」

　ギラールは嬉しそうだった。

「うわー、使ってみようよ～！」

　マーヤがはしゃいでいる。

「そうだな、適当な肉があれば……」

「肉といえば、数日前に『バックルバイソン』の討伐依頼が出ていたな」

　グラントが思い出したように言った。

「バックルバイソン？」

「牛型のモンスターで強さは中の下くらいなんだが、問題はそこじゃない。そいつは――幻の食材と言われているんだ」

　と、グラントが説明する。

「幻の食材？」

「普通の牛肉の百倍くらい美味い、って知り合いが言ってたな」

「食べたーい！」

　マーヤが叫んだ。

「興味あるわね」

　カチュアは淡々とした態度のまま言った。

「がはは、儂もだ」

　ギラールが豪快に笑う。

「じゃあ、依頼を受けて、倒したらみんなで食すとか」

「ふむ、依頼主もたぶん食用にしたいんだろうけど、俺たちに分け前があるかどうか……だな」




　――ギルドに確認したところ、その依頼を請けている冒険者はいないようだった。

「バックルバイソンは発見が難しくて、なかなか依頼を請ける冒険者がいないらしい。で、見事に討伐できたら、肉の一部を持っていっていいそうだ」

　と、グラントが俺たちを見回して言った。

「じゃあ、みんなで挑戦してみるか」

　幻の食材……やはり気になる。

　相談の上、俺たちはギルドに申請してそのクエストを請けた。

　さっそく現場に向かう。山のふもとに広がる大きな森林だ。この中にバックルバイソンが生息しており、ときどき人里に出てきて被害を与えるのだという。

「で、そのバックルバイソンって、どこにいるの～？」

　マーヤが言った。

「あたし、早く食べたい～じゅるり」

「あたしも楽しみです」

　アリシアはニコニコ顔だった。

「見た感じ、牛っぽいモンスターなんて見当たらないぞ」

　俺は周囲を見回しながら言った。

「幻の食材って呼ばれてるくらいだからな。そう簡単には見つけられない」

　グラントは冷静だ。

　――いや。

「だが、だからこそ燃える……くくく、必ず捕まえて食してやるぞ――幻の美味……！」

　目が燃えている！　燃え盛っている！

　ダンジョン探索時の百倍くらい強い眼光だった。

「がはは、お主のそんな目は初めて見るぞ」

　ギラールが笑う。

「当然だ。なんとしても捕まえたい。しかも肉がジューシーに焼ける魔道具まであるんだ。いったいどれほどの美味か……！」

　グラントが熱く語った。

「あ、そうだ。アリシアは何か感じないのか？　獣人の知覚は人間よりずっと優れているわけだし」

「うーん、さっきから探っているんですけど、それらしきモンスターは……」

　言ったあとで、アリシアはハッと俺を見つめた。

「そういえば、モンスターを発見できるアイテムはないんですか？」

「モンスターを発見……なるほど」

　いや、でもそれって「生活雑貨」に入るんだろうか。

　少なくとも普段の【アイテム交換所】――戦闘用のアイテムには見当たらなかった。

　アイテム欄に『モンスター吸引用のエサ』ならあるんだけど、それを使ってもうまくおびき出せなかった。

「やっぱり地道に探すしかないな」

「うーん……うーん……」

　アリシアが周囲を見回しながら、うなる。

「見つからないですねー……」

　さすがの獣人の知覚でも、そう簡単には見つけられないらしい。

「――あ、待って。もしかしたら」

　と、足を止めるアリシア。何か感知したんだろうか。

「バックルバイソンはだいたい体長十メートルほど、体重は一トンを超える……ということでしたね」

　アリシアが目を閉じた。どうやら聞き耳を立てているらしい。

「足音を聞けば、その動物の体重をおおまかに判別できます。ここに中型以上の動物やモンスターはほとんどいないということですから、もしかしたら見つけられるかも――」

　ぴょこ、ぴょこ、と狐耳が震えるように動く。聞き耳を立てているらしい。

「――ここにはバックルバイソンはいないみたいです」

　しばらくして、アリシアが言った。

「じゃあ、別の場所に移動するか」

　と、俺が提案する。

「聞き耳を立てるときは、狐耳がぴょこぴょこ動くんだ？　クールね」

　カチュアがぽつりとつぶやいた。

「今まで獣人と接する機会がなかったから知らなかったわ」

「えへへ、自分ではよく分からないけど、ひとりでに動いちゃうみたいです」

　アリシアが笑った。

「可愛い……」

　またぽつりとつぶやいたカチュアの目は、爛々と輝いている。

「可愛い可愛い可愛い……」

「えっ、カチュアさん？」

「あ、ち、違うのっ！　別にもふもふしたいとか言ってるわけじゃないから！　もふもふしたいなんて、これっぽっちも思ってないから！　いきなりそんなこと頼むなんて厚かましいものね！　だから平気よ！　あたしは別にもふもふしたいなんてもふもふもふもふ……」

「ひああああっ!?」

「や、やだ、手が勝手にっ!?」

　ほとんど無意識なのか、カチュアがアリシアの狐耳をもふっていた。

　うう、羨ましいぞ。

「ご、ごめんなさい。あたし、なんてことを――」

　カチュアが深々と頭を下げた。

「い、いえ、ちょっとびっくりしただけです。そんなに謝らないでください」

　アリシアが微笑んだ。

「あ、もしよかったら……もうちょっともふりますか？」

　天使か。

「いいのっ？」

　カチュアがめちゃくちゃ食いついてきた。

　――というわけで。

「さあ、いくわよ――もふもふタイムぅっ！」

　カチュアが叫んだ。完全にデレデレの顔をしている。

「もふもふ……もふもふ……ああ、幸せぇ……」

「クールなカチュアがあんな顔を……初めて見た」

　マーヤが驚いた様子だ。

「にやけきってるな……」

「カチュアにあんな一面があったとは」

「意外じゃのう」

　グラントとギラールも顔を見合わせている。

「ふう、最高のもふもふだったわ……クール……クールよ」

　存分にもふもふを堪能したのか、カチュアはポワンとした顔をしていた。

　……クールとはかけ離れた態度だったけどな。

　それから俺たちを振り返り、

「はっ!?　ずっと見てたの!?」

　と驚いた様子で言う。

「うん、見てた」

「にやけすぎ」

　俺とマーヤが答える。
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「……は、恥ずかしくなってきちゃった」

　急にカチュアが顔を赤らめた。

「あたしがこれまで築き上げてきたクールキャラのイメージが」

「えっ、キャラ作りなんてやってたの？」

「まあ、ちょっとは」

　マーヤの問いにカチュアがうなずいた。




　俺たちは別の場所に移動した。

「……！　いました。推定体重一トン前後……前方五百メートルくらいの場所を歩いているみたいです」

　聞き耳を立てていたアリシアが言った。

「バックルバイソンかな？」

「可能性はあります」

「なるほど……ここからはあたしが指示を出すわ」

　カチュアが言った。

「これでも狩猟の民と呼ばれるエルフ族だからね、私」

「ふん、エルフはそれしか取り柄がないからの」

「鍛冶しか取り柄がないドワーフに言われたくないわね」

「がはは、言うのう」

「ふふん」

　カチュアとギラールが言い合った。といっても、険悪ではなく、むしろ軽口を叩いているような雰囲気だ。仲が悪いことで知られるエルフとドワーフだが、この二人は案外通じ合っているのかもしれない、と最近思い始めていた。

「それにエルフの取り得は狩猟だけじゃなくて魔法も――と、まあいいわ。とにかく、ここからはあたしに従って。みんなの力を合わせてバックルバイソンを追いこんでいきましょう」

　俺たちは森の奥深くへと進み出した。

「バックルバイソンは人に仇なすモンスターでもあるからな。食材うんぬんは別にしても確実に仕留めなきゃいけない」

　俺はみんなに言った。

「じゅるり」

「あ、ゼノさん、よだれ出てますよ」

「いや、幻の食材とまで言われると、やっぱり食欲がさ」

「あたしもです」

　アリシアの口元がにやけている。かなりのにやけっぷりだ。

「楽しみです♪」




　――しかし、バックルバイソンの足跡はなかなか追いかけられなかった。

　アリシアの、獣人の感覚をもってしても難しい。どうやら、バックルバイソンは自分の足跡を巧妙に偽装したり、追っ手を撒いたりするための技術に長けているらしい。

「なかなか見つからないな……」

「焦らない焦らない。確実に追い詰めるのよ」

　思わずつぶやいた俺に、カチュアが言った。

「いったん休憩にしましょ」

「そうだな。長期戦を覚悟した方がよさそうだ」

　グラントがみんなの気を引き締めるように、重々しく言った。

「早く食べたーい。みんながんばれ～」

　マーヤが気楽な口調で言った。

「いや、お主もがんばらんといかんだろ」

　ツッコミを入れたのはギラールだ。

「儂だって狩猟なんて柄じゃないが、全力で探しておるぞ」

「まあ、ドワーフに狩猟なんて無理でしょうしね」

　ふふんと鼻を鳴らすカチュアに、ギラールは鼻を鳴らし返す。

「ふん、狩猟しか能がないエルフ娘が何を言うか」

「うーん、あたし努力とか一生懸命とか好きじゃないのよね。楽して成果だけをもらいたいわけ。人間だもの」

　マーヤがあっけらかんとして言った。

　この子、性根が怠け者だ……。

「まったく、相変わらずね、マーヤは」

　カチュアが苦笑交じりに肩をすくめる。

「えへへ、それほどでも」

「いえ、褒めてないから」

「照れるなぁ」

「だから褒めてないわよ」

　二人のやり取りにクスリとしてしまった。と、そのときだった。

「――います」

　アリシアがスッと目を細めた。たちまち全員が真顔になる。

「どこ？」

　カチュアがアリシアに耳打ちしてたずねた。

「あそこに……」

　数百メートル先を指さすアリシア。ただの茂みにしか見えないが……。

「かすかに茂みが揺れている。それに牛系モンスター特有の匂いが漂ってくるわね」

「あたし、耳と鼻には自信があるんです」

「よく気づいたわね。クールよ」

　カチュアがアリシアの頭を撫でる。それから、さりげなく狐耳にもタッチ。

「あふ」

「ごめんなさい、ついもふってしまったわ……」

　ちょっと照れたようにカチュアが顔を赤らめた。

　君も、もふもふの魅力にはまってしまったんだな……。

「向こうはまだ俺たちに気づいてないみたいだ。この距離から先制攻撃で仕留められるか？」

「なら、私が――」

　カチュアがロングボウを構えた。やたらと様になっていて格好いい。

「……見とれてませんか、ゼノさん」

「えっ」

　アリシアが拗ねたような顔をしていた。

「いや、カチュアがなんか格好いいな、って」

「ふーん……？」

　アリシアは完全にジト目だ。

「ど、どうしたんだよ、アリシア」

「なんでもないです」

「……二人とも、私は今から矢を射るんだからね？　そういうヤキモチイチャコラはあとにしなさい」

「や、ヤキモチイチャコラ……っ!?」

　アリシアが顔を赤くした。

「さあ、クールに決めるわよ――スキル【強弓】！」

　カチュアが渾身の力で矢を放つ。

　青い輝きに包まれた矢が飛んでいった。矢の攻撃力や貫通力をアップさせるスキル【強弓】――青白い光はスキル効果のエフェクトだ。

　耀く軌跡を描いて飛んでいった矢は、

　がきいんっ。

　鈍い音を立てて、バックルバイソンの表皮に弾かれた。

「そんな!?　岩をも射抜く一矢なのに……！」

　カチュアが呆然と叫んだ。

「あいつの体、かなり硬そうだな……！」

　るおおおおんっ。

　バックルバイソンがこちらを振り返った。いきなり攻撃を仕掛けられたからか、明らかに怒っている。

　でかい――。あらためて見ると、やはり体長十メートル超は伊達じゃない。普通の牛とは一線を画すサイズである。

　ごうっ！

　と、口から炎を吐き出すバックルバイソン。

「う、うわっ！」

「【氷の盾】！」

　アリシアが氷結魔法を唱えて、炎の攻撃をブロックした。

「あー、びっくりした……」

「火を吐くんですね、あの牛さん」

　と、アリシアも驚いた様子だ。

「攻撃スキル【火炎の吐息】【烈風の吐息】【ロングホーンストライク】【体当たり】の四種を、パッシブスキルとして【物理攻撃上昇】【物理防御上昇】の二種を持っているぞ。気をつけろ」

　グラントが警告した。

「なんか、強そうなんだけど……」

「ああ、強い。幻の食材だからな。そう簡単に見つけられないし、そう簡単に倒せない。だからこその幻――」

　目が爛々としていた。

「ま、どっちにしろ討伐依頼があるんだし、倒すしかないな」

　俺は身構えた。

「がんばれ、みんなー。あたし、応援する係ね」

　マーヤは早くも観戦モードだ。

「まったくもう……」

　カチュアは呆れた様子だった。

「まあ、アバターを使えば、さすがに楽勝だろう」

　俺は護符を使い、『戦士』と『魔導師』の二体を呼び出した。

「行け、アバターたち――って、あれ？」

　二体とも動かない。

「おい、どうした？」

「もしかして、お昼寝タイムとか？」

「まじか。こいつら、昼寝とかするのか？」

　アリシアの言葉に、俺は慌てて二体を見つめる。

　――と、胸の紋章の色が青から赤に変わっていることに気づいた。

「しまった！　魔力切れだ！　魔力が自然回復するまで引っこめておくか……」

　仕方ない、今回はアバター抜きで戦おう。

「おおおおっ！」

　俺は魔剣を手に突進する。

　天使アムからもらった『祝福の指輪』のおかげで、俺の身体能力はかなり上がっている。よほど強力なモンスターじゃない限り、正面からの戦いでやり合えるはずだ。

　がきいんっ。

「くっ!?」

　だが、奴の体当たりは思った以上に重い。俺は魔剣ごと大きく吹き飛ばされた。

「防御力だけじゃない。こいつ、攻撃力も高いぞ……！」

「総力戦だな」

「がはは。全員で仕留めて、美味しく食らうてやろう」

　武器を構えるグラントとギラール。

「がんばれ、みんなー」

「だから、あなたも戦いなさいってば。投げナイフで牽制するとか、やれることはあるでしょ」

「はーい」

　お気楽なマーヤをカチュアがたしなめた。

　ごうっ！　ぶおおっ！

　火炎と烈風の吐息を交互に放ってくるバックルバイソンに、俺たち近接戦闘組は近づくことができない。

「なら、これで――」

　俺は『魔法弾マジックミサイル』を投げつけた。バックルバイソンを爆光が襲う……が、ノーダメージ。

「うう、本当に硬いな」

「じゃあ、防御力下げちゃおっか」

　声はバックルバイソンのすぐそばから聞こえた。

「マーヤ!?」

　いつの間にか、彼女がモンスターのそばまで忍び寄っていたのだ。

「これでも盗賊だからねー。忍び足は得意なんだ♪」

　にっこり笑って、彼女はバックルバイソンの体に呪符を貼りつけた。

「退散～」

　それから猛スピードでバックルバイソンから離れていく。

「今のは防御力ダウンの呪符だよ。とっておきの一枚を奮発したからね」

「ナイスだ、マーヤ！」

「えへへ、あたし偉い」

「ええ、今のは本当に偉いわ」

　カチュアがマーヤの頭を撫でた。

　その様子を横目に、俺は魔剣を構えて突進する。左右にはグラントとギラール。

　バックルバイソンは攻撃の狙いを俺たち三人の誰にするか迷っているようだ。

　その隙に俺は、一気に加速した。懐に飛びこみ、魔剣を一閃。防御力ダウンの呪符のおかげで、この一撃は奴の体をやすやすと斬り裂くことができた。

　短い苦鳴をあげ、バックルバイソンはついに倒れたのだった――。




　俺たちはバックルバイソンを討伐したことをギルドに報告し、分け前の肉をもらってきた。

「じゃあ、さっそく調理だ！」

「やったー！」

　全員、大盛り上がりだった。なんだか、この狩りを通じて、みんなとの絆が深まった気がする。

「あたしは食べる係だからね。あとよろしく」

「あなたも調理に参加しなさい。クールじゃないわ」

　のんびりしているマーヤを、カチュアがたしなめた。

「でも……ま、たまにはいいか」

『肉も野菜もサクサク切れる強化付与包丁』を使うと、名前の通りバックルバイソンの肉を簡単に切ることができた。

「便利だな、これ」

　硬い骨の部分もまるでバターのように切れる。

「味付けは塩でも振ればいい？」

「ああ、シンプルに素材の味を活かせばいいんじゃないか」

　グラントが言った。

「塩で軽く下味をつけて、あとは焼けばいいと思うぞ」

「じゃあ、この『絶対に焦げ付かない焼き網』と『簡易魔導コンロ』で――」

　じゅうじゅう。

　切った肉を網に載せて焼く。たちまち香ばしい匂いが漂ってきた。

「うわー、これ絶対美味しいやつです！」

「匂いだけで分かるね」

「早く食べたいわ」

　アリシア、マーヤ、カチュアの女子三人組がはしゃぐ。ギラールは無言で酒を用意し、いつでも準備ＯＫという様子だ。隣を見ると、グラントがソワソワしていた。

　俺ももちろん楽しみだ。

　ほどなくして、肉が焼けてきた。

「いただきまーす！」

　みんなの声が響き、さっそく食事になった。

「美味い……！」

　俺は夢中で舌鼓を打った。バックルバイソンの肉自体の旨味は当然あるだろうし、調理器具の力も大きいんだろう。こんなに美味しい肉料理は初めてだった。

　味付けがシンプルに塩だけというのも、素材のうま味を引き出しているようだ。

　見れば、アリシアたちもみんなホクホク顔で肉を食っていた。

「うう、最高です……！」

　アリシアは泣いている。

「いや、泣くことはないだろ……と言いたいところだけど、俺もちょっと泣きそうなくらい美味いな」

「ですよね」

「最高だ」

　俺たちはにっこり笑顔で、バックルバイソンの肉の味を楽しんだ。

「そんなに美味しそうな顔してると【横取り】したくなっちゃうなー」

　マーヤがニヤリと笑いながら、俺にすり寄ってきた。

「いや、君だって同じ肉を食べてるだろ」

「まあ、そうなんだけど。盗賊のサガってやつよ」

「もう、マーヤったら」

　カチュアが苦笑した。

「他人の物を欲しがる癖もほどほどにね」

「あーい」

「こいつは塩味が効いていて、酒にも合うのう。実に合う」

「ああ、真っ昼間から肉と酒っていうのも最高だな。乾杯」

「がはは、乾杯」

　ギラールとグラントは酒を片手に盛り上がっているようだ。

　普段はダンジョン探索の前に合流して、探索が終わるとすぐ解散してるんだけど、こういうひと時もいいな。

　俺は気持ちが和むのを感じた。




「ふう、満腹だ」

　俺は肉料理をたっぷりと楽しみ、一息ついた。他のメンバーもみんな笑顔だった。

　みんなで協力してモンスターを討伐し、美味な肉を一緒に楽しむ。

　うん、楽しいひと時だった。

「今日はありがとう、みんな」

　俺はグラントたちに礼を言った。

「礼などいらんよ。俺たちは仲間だろう」

「そうそう。みんなでがんばったから、バックルバイソンを食べられたんだよ」

　マーヤがにっこりと笑顔で言った。

「仕留めたのはあなただもの。礼を言うとしたら、こちらの方よ」

　カチュアが上品に微笑む。

「がはは。バックルバイソンの肉は酒にも合う。最高だったな」

　ギラールはすっかりご満悦の様子だ。

「仲間……か」

　まだ出会って二週間足らずだけれど、いつの間にかすっかり馴染んでいる自分に気づく。

　やっぱり、いいもんだよな、仲間って――。

　いっそ暫定じゃなくて、このままグラントたちと正式にパーティーを組むのもいいかもしれないな。もちろん彼らが承諾してくれれば、だけど。

「あたしもそう思います」

　俺の内心を読んだように、アリシアが見つめてくる。

「このメンバーならきっと楽しいですよ」

「だな」

　俺たちは微笑み合った。










あとがき




　はじめましての方ははじめまして、お久しぶりの方はお久しぶりです。六志麻あさです。

　このたびは『役立たずの冒険者、スキル覚醒で得た魔剣と魔道具で世界最強に至る』を出版させていただけることになりました。

　本作は『小説家になろう』様に掲載されている同タイトルのウェブ小説で、創刊されたばかりの（おめでとうございます！　どんどんぱふぱふー）『グラストＮＯＶＥＬＳ』の創刊ラインナップ第三弾の一つとなります。

　内容は、一定条件でアイテムを入手できるスキルを身に付けた主人公が、もふもふ狐っ娘を始めとする仲間たちとともに、色々なダンジョンに挑んでいく話です。なろう掲載時の元タイトルはめちゃ長かったんですが、編集さんがもっと洗練されたタイトルを提案してくださいました！　すっきり！

　合間に美人さんの商人と仲良くなったり、護衛の美少女と仲良くなったり、美少女天使と仲良くなったりします。ついでに世界の謎がどーたらとかもあります。まあ、後は書籍を買って読んでいただければ！（ダイマ）

　なお、この書籍版ではウェブ版の一章から七章を加筆修正したものに加え、書き下ろしのエピソードを収録しています。内容は、主人公やヒロイン、そしてもう一つのパーティーが一緒になって野外で狩猟グルメしようとする日常回です。ウェブでは読めない書籍版だけのスペシャルストーリーですので、ぜひお楽しみいただければと思います。

　さらに、専門店さんによっては特典として書き下ろしのＳＳが付きますので、購入予定の方はそちらもご考慮いただけましたら幸いです。

　では、最後に謝辞に移りたいと思います。本作の書籍化オファーをくださったスターツ出版編集部様、また様々なアドバイスをくださった担当編集のＩ様、編集協力のＳ様、本当にありがとうございます。

　そして、かっこよく可愛い素敵なイラストの数々を描いてくださった祀まつり花かよう子先生、本当にありがとうございます。かっこいいキャラはかっこよく、可愛いキャラは可愛く……という感じで、それぞれに魅力のあるイラストの数々、とても眼福です……！

　さらに本書が出版されるまでに携わってくださった、すべての方々に感謝を捧げます。もちろん本書をお読みいただいた、すべての方々にも……ありがとうございました。

　それでは、次巻（があれば）また皆様とお会いできることを祈って。





二〇二二年一月　六ろく志し麻まあさ
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